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諸もろ人びと、歓かん呼この声を上げ、華か燭しよくの典へと向かいゆく、乙女おとめの門出を祝しゆく福ふくせん。

我わが眼めは血に濡ぬれ、声高く、囚獄ひとやで訣けつ別べつ叫さけぶのみ。

ああ哀あわれなり、アズィーザよ！

愛いとしき君との別離わかれより、我われは死よいざ来きたれと願うのみ！






　華はな々ばなしい行列に囲まれ、駱らく駝だに乗せられ去ったあなたは牢ろうの中の私に気づいただろうか。

　冷たい石の床に横たわり、あなたが去ったことさえ知らされなかった私に。

　なぜ別れの言葉すら言わせてくれなかったのだろう。

　無む残ざんに引き裂さかれた彼女のことを、私は生しよう涯がい忘れはしない。

　永遠の愛を誓ちかってくれたあなたのことを、私は生涯忘れたりはしないだろう。
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「遅い！」

　華はなやかな奏そう楽がくの響ひびく広間から離れ、シャールカーンは雪花石膏アラバスターの柱に拳こぶしを打ちつけた。

「なんなんだいったい、もう二ふた月つきだぞ？　なぜエルサムの人間は誰も来ない!?」

　唯ゆい一いつ神しんカドルを信しん仰こうする民たみの長──、教主カリーフアアクバルの治めるバスラムの宮きゆう殿でんでは、連日宴うたげが開かれ煌こう々こうとした橙光あかりやさんざめく声に溢あふれていた。

　一緒に宴を抜け出してきた教主の姫、ジャスミンはなだめるように声をかける。

「落ち着いて、シャールカーン。もしかするとエルサムで何かあったのかもしれないわ」

「そのとおりだ、焦あせっても仕方がなかろう。心配なら私がエルサムの様子を見てくることもできるが？」

　二月前から共にバスラムを訪おとずれているジャスミンの夫、強大な魔神ジンであるルーダイナにも慰なぐさめられ、シャールカーンは唇くちびるを嚙かんで黙だまりこんだ。

　シャールカーンが鬼神イフリートラーフに攫さらわれたジャスミンを救い出し、もうすぐ半年。

　救出に関わった六人は果はての砂さ漠ばくに居を移し、その間にジャスミンと魔神ルーダイナの結婚は教主に認められた。もともと婚約者同士であったシャールカーンとジャスミンの結婚は白紙に戻され、シャールカーンは長年想い続けたジャスミンの侍じ女じよ、マルジャーナを妻に迎むかえる心づもりだった。

　しかし、それをよく思わない者達がいる。

　それがシャールカーンの故こ郷きよう、エルサム王国の帝王スルタンと正せい妃ひだ。マルジャーナを王子シャールカーンの妻と認めないエルサムは、ジャスミンの結婚に正面切って反対した。

　──教主の姫君が魔神と結婚などとんでもないこと。経きよう典てんの法に従したがい離り婚こんし、婚約者であるシャールカーンと結婚させるべきでは。

　教主が内心ではジャスミンと魔神の結婚をよく思っていないことを見抜き、エルサムは再さい三さん「もう一度話し合いを」と使者を送り続けた。そしてついに、バスラムで話し合いの席を設もうけさせることに成功したのだ。

　教主の招まねきに応おうじないわけにいかず、穏おん便びんに済すませたいと言うジャスミンの意向もあってシャールカーンはバスラムを訪問したのだが────。

「いったいいつまで足止めさせる気だ？　話をする気がないなら俺は帰るぞ！」

　待てど暮らせどエルサム王国の使者は来ず、様子を知るためにバスラムから送った人間も要よう領りようを得えないまま追い返される。これでは、話し合いを放ほう棄きしたと取られてもおかしくない。

　いい加か減げん怒いかりも頂点に達し怒ど鳴なったシャールカーンだが、ふいにルーダイナが片手を上げた。

　無言のまま言葉を制せいされ、何事かと思ううちに足音が近づいてくる。

「シャールカーン殿でん下か。シャールカーン殿下はどちらにおられますか」

　現れたのは見覚えのある教主の侍じ従じゆうだ。窓辺に佇たたずむシャールカーン、ルーダイナ、ジャスミンに気づき怖おそれ畏かしこまり平へい伏ふくする。

「来い。何用だ」

　シャールカーンが近づく許可を与えると、額ぬかづいていた侍従は距離を詰つめて抱かかえていた巻まき軸じくを捧ささげ持った。

「エルサム王国の正妃セツト・バルキス様より、シャールカーン殿下へ書状が参っております」

「……母上からだと？」

　不ふ審しんも露あらわに書状を受け取ったシャールカーンに、侍従はますます頭こうべを垂たれる。

「はっ。父君、帝王ムスナド様ご重じゆう篤とくにつき、殿下には急ぎエルサムにお戻りくださいますように、と」

「何!?」

　ジャスミンとルーダイナの表情にもさっと緊きん張ちようが走る。

　父はもともと病やまいがちであったが、容よう態だいが急変したのかもしれない。性せい急きゆうに巻軸を開いたシャールカーンは内容を一読し、だが、その文もん言ごんに目を疑った。

「なんだと……？」

　そこには、重態らしき父王のことは一言も書かれていない。

　羊よう皮ひ紙しを彩いろどるのは、大だい胆たんで華やかな女文字。




〝マルジャーナをそなたの正妃と認める。至し急きゆうエルサムに連れて戻るべし〟




　正妃バルキスの見事な手しゆ跡せきで、ただ一行、そう記しるされてあるばかりだった。










[image: ]










　毎週金曜日の午後。魔ま術じゆつ師しライラが師し匠しようと修しゆう練れんに励はげむ時間は、かなりの確率で賑にぎやかになる。

「ライラお姉さん、どう？　教えてもらったとおり作ってみたんだけど」

　甘い菓か子しの載のった皿を差し出され、書き物をしていたライラはふと顔を上げた。

　長く真まっ直すぐな黒髪が細い肩から滑すべり落ち、羚羊かもしかのような澄すんだ黒い瞳ひとみが見み惚とれるほど優しく細められる。

　誰の心をも和なごませる微び笑しようを見せ、ライラは菓子を一切れ口に運び声を弾はずませた。

「とっても美お味いしいわ、ファリザード。あなたはなんでも上手じようずにするのね」

「本当ですわ、もう私が作るよりも上手ですもの……」

　ライラの友人である褐かつ色しよくの肌の美女、マルジャーナも羨うらやましそうに菓子をつまむ。砂さ糖とうとバターと蜂はち蜜みつ、アーモンドと肉桂シナモンをたっぷり使った糸素麵クナフアは、細い糸状に重ねられふわりと柔やわらかく仕上がっていた。

　ライラとマルジャーナに褒ほめられ、縁えんあって友人になった蜂蜜色の髪の少女ファリザードはえへへと笑う。

「嬉うれしい。この間お姉さんが作ってくれたお菓子がとっても美味しかったから、頑がん張ばって練習したの」

「いいなぁ。僕もライラお姉ちゃんの作ったお菓子が食べたかったなぁ」

　ファリザードの双ふた子ごの弟、ファリドがぼやけばすぐ隣となりから爽さわやかな声が答えた。

「へぇ……。では来週にでも持ってきてあげますよ」

「……ザインお兄さん、下げ剤ざいとか入れて持ってくるのやめてね？　あと、そんな顔で笑うなら『誰が食べさせるか、下がれこのくそガキ』ぐらい言ってくれた方がスッキリするんだけど……」

「口の悪い子供ですね。よくありませんよ、ファリド」

　現時点でライラの「友人」であるザインは、涼すずやかな茶色の瞳を優しく細めたしなめる。

　春風のような清すが々すがしい笑顔の裏を読み、ファリドは呆あきれたようにため息をついた。

「ザインお兄さんってすごく焼きもちやきだよね。そんなに束そく縛ばくしてるとライラお姉ちゃんに嫌きらわれちゃうよ？」

「ファリド」

「ラ、ライラお姉ちゃんは可か愛わいいから、ザインお兄さんに保ほ護ごされるぐらいでちょうどいいのかもしれないけど！」

「──……。まあいいでしょう、許します」

「やっぱり何かするつもりだったんだ……！」

　巧たくみに危き機きを回かい避ひしたファリドは頰ほおを引きつらせ、紫むらさきの長ちよう衣いの男の傍そばへと退たい避ひする。

　大陸の西北、優秀な魔術師が多く集まるベルガ王国の中でも、最高の地位にいる魔術師イブン・スィーナー。

　ライラの師でありファリド達双子の姉弟きようだいの父でもある彼は、息子むすこに庇ひ護ごを求められ焦あせったように視線を辺あたりに投げる。しかし全員が笑いを堪こらえているのを見て、むむむと大きな傷の走った厳いかめしい顔を一いつ層そうしかつめらしくした。

　理わ由けあって長らく父子おやこと知らずに離れて暮らしていたため、未いまだに子供達とどう接するべきか分からないのだ。

　父が困っているのを敏びん感かんに感じ取り、ファリザードが笑顔で糸素麵の皿を差し出す。

「お父さんも食べて。上手にできたのよ」

「いや、私は遠えん慮りよする」

　素そっ気けなく断れば、あっという間にファリザードの鳶とび色いろの瞳が潤うるんだ。

「ごめんなさい、お父さんが甘いものが好きじゃないって分かっていたのに……」

「い、いや！　そんなことはない。……では一切れだけ、いただこう」

　イブン・スィーナーは慌あわてたように、劇げき的てきに甘い菓子をつまむ。

　うぐ、と擬ぎ音おんが発生しそうな苦しげな顔で砂糖菓子を飲み込む当代一の魔術師へ、見守るライラ達から声せい援えんが飛んだ。

「先生、頑張ってください！」

「まあ、イブン・スィーナー様が糸素麵を頰ほお張ばられるなんて……！」

「貴き重ちような絵え面づらですね」

「お父さん、もう一息だよ！」

　一切れで精神力をごっそり削そがれる菓子を食べきった父に、ファリザードは大喜びで手を合わせる。

「嬉しい、お父さん。次はあまり甘くないのを作ってくるわ」

「い、いや、そんなに気を使わなくてもいい」

「じゃあ次はもっと甘いもので」

「!?」

　ぎょっとしたイブン・スィーナーに、ファリザードはにっこりと笑った。

「遠慮しないで、嫌いなものは言って？」

「…………………………あまり甘くないものを頼たのむ」

　会かい心しんの笑えみを見せるファリザードに、ライラとマルジャーナは目を合わせて笑う。一方ファリドとザインは怯おびえながらひそひそと言葉を交かわしていた。

「末すえ恐おそろしい……。将来は確実に悪あく女じよになりますよ。まったくあなた達姉弟は」

「僕は違うよ。お姉ちゃんはわざとだけど。なんかね、お父さんの反応が楽しいんだって」

「わざといじめているんですか、当代一の魔術師を……」

　ファリザードに降こう参さんしたイブン・スィーナーだが、尖せん塔とうから夕ゆう刻こくの鐘かねが響ひびき顔を上げた。

「そろそろ時間だな。ライラ、その頁ページを写したら今日はもう帰りなさい」

「はい。先生、ありがとうございました」

　国政にも携たずさわる多忙なイブン・スィーナーだが、〝類たぐいまれな才能を持ちながらも魔術に疎うとい〟という特とく殊しゆなライラのために、週に一度教えを授さずけてくれているのだ。

　感謝をもって礼をすると、そのやり取りをきっかけに双子も声を上げた。

「じゃあ僕も帰るね」

「私もお勉強の時間だわ。後宮ハリムに戻らないと」

　城下に暮らすファリドと、養女としてベルガ王国の姫となったファリザードもそれぞれ立ち上がる。それに沿ってザインはにこやかにマルジャーナを促うながした。

「そうですか、ではマルジャーナも」

「まあ、どういうことですの、ザイン様？　私は部屋から出る用事はありませんが？」

「いえ、ファリザードを後宮に送るなりファリドを見送るなりすればいいんじゃないかなと思っただけですよ？」

「あら……！」

　マルジャーナの琥こ珀はくの瞳とザインの茶色い瞳が激はげしく火花を散らし、笑顔のまま目と目を合わせ何事かやり取りする。ライラがきょとんとして見るうちに、マルジャーナが「まあ！」と言わんばかりに眉まゆを上げ、不ふ承しよう不ぶ承しよう立ち上がった。

「ではファリド達を見送りに行って参ります。す、ぐ、に、戻りますわ！」

「ゆっくりでいいですよ、マルジャーナ？」

　凄すご味みのある笑顔で微笑ほほえみ合い、マルジャーナはファリドを追って部屋を出て行った。

　目と目で会話を成立させてしまう二人に、ライラはやはり感心してしまう。

「ザインとマルジャーナは本当に仲がいいのね」

「あなたのその感想には誤ご解かいがありますけどね……」

　言うなりザインは書ク見ル台シを遠ざけ、ごろりと寝ね転ころがった。頭ず巾きんを外はずした頭をライラの膝ひざに載せ、葦筆カラームを取ろうとした右手をぽんと自身の頭に導みちびく。

　撫なでろ、ということらしく、ライラは苦笑した。

「もう、書き物ができないじゃない」

「しなくていいんです。……せっかく二人きりなのに」

　拗すねたように答え、目を閉じてしまう。ライラは気づかれないようくすりと笑い、ザインの髪を優しく梳すいた。

（困った人ね）
















　ついこの間膝ひざ枕まくらをする機会があり、撫でられるのをすっかり気に入ってしまったらしい。隙すきを見ては膝の上を狙ねらってくるのだ。

　だが困ったと心で言いつつ、ライラは自分が全く困っていないことを知っている。ザインがこうした姿を見せるのは気を許した人物だけであり、彼の中でライラは安らげる人になっているのだ。最近は膝の上で眠ねむってしまうこともあり、可愛くて仕方がない。

　うっかり緩ゆるみそうになる口くち許もとを引き締しめると、ザインがふいに目を開いた。

「あなたに撫でられると眠くなる。寝てしまいそうだ」

「眠ってもいいのよ。書き物が終わったら起こしてあげるわ」

「…………いやです。私が寝たら、あなたは撫でるのをやめてしまうじゃないですか」

「もう！」

　甘あまえっ子全開だ。

　本当に、知れば知るほど不思議な人だと思う。剣を持てば腕うで前まえは超一流、均きん整せいのとれた細身の身体からだに少し鋭するどい精せい悍かんな顔立ちと、どこからどう見ても素敵な大人の男性だ。しかし二人きりになると奔ほん放ぽうな子供のように振ふる舞まい、ライラに甘えてくる。

「子供みたいだと思ってますか？」

　本当は思っているが、「いいえ？」と微笑んでおく。

　が、考えていることなどお見通しらしく、ザインは軽かろやかに身を起こしライラを抱だき寄せた。

「だめよ、ザイン」

　唇くちびるが触ふれ合いかけ、ライラは慌てて身体を離す。

「私のことが嫌いですか？」

「き、嫌いとかではなくて……その、……」

「その？」

　あっという間に形けい勢せいが逆ぎやく転てんし、にっこりと上から見み下おろされる。

　初めて出で逢あってから約半年。

　幾いく度どとなく求きゆう婚こんされ、愛情を態度に示してくれるザインに、ライラはまだ応こたえていない。

「私……あなたにまだ返事をしていないのに、こういうことをするのは、その……」

「言葉で聞かなくてもあなたの気持ちは分かっているつもりですが？」

「──！」

　頰に血が上のぼるのを感じた瞬しゆん間かん、ザインが吹き出した。

「ここで赤くなるならそういうことなんでしょう？」

「ザ、ザイン！」

　どうしてこんなに自信家なんだろう、と悔くやしくなる。

（──でも、否定できない……）

　最近はザインに押され気ぎ味みなのを自覚しているが、それでもかまわないと心のどこかで思い始めている。

　唇が近づき、ライラが観かん念ねんして目を閉じたとき──。

「お邪じや魔ましますよ～」

　妙みように能のう天てん気きな声が聞こえ、ライラは悲鳴を上げて飛とび退すさった。

「ダ、ダハナシュ!?」

　中空にふよふよと浮くのは、ライラの倍はあろうかという大きな精せい霊れいだ。

　人の姿をしているが、青い肌や透すけた下半身は人のものではない。それは月の丘に棲すみ、ライラ達の大切な生活の友である水の魔ジ神ンダハナシュだった。

「本当に邪魔ですよ、ダハナシュ……！」

「ザ、ザイン！　斬きっちゃ駄だ目めよ！」

　最近はライラもザインの気の短さを理解しつつある。半はん月げつ刀とうに手をかけたザインを止めれば、危機を感じたダハナシュが「ひいいいっ」とライラの背に隠かくれた。

「ザイン様、短気はよくありませんよ～。ご主人様から伝言ですが、マルジャーナ様はご一いつ緒しよじゃないんですか～？」

「まあ！　ルーダイナがバスラムから戻ってきたのね」

　ダハナシュが〝ご主人様〟と呼ぶのはただ一人、月の丘の主あるじである魔神ルーダイナだけだ。ここ二ふた月つきほど大都バスラムへ出かけていたのだが、やっと帰って来たらしい。

「マルジャーナはすぐここに戻ってくると思うわ。私も書き物を片づけるからもう少し待ってね。早く月の丘へ帰りましょう」

　喜んで筆を取ったライラに、ダハナシュはのんびりと答えた。

「ですが、またすぐにお出かけなさるみたいですよ。マルジャーナ様を連れて」

「え？」

　ライラはきょとんと目を瞬またたく。

　視界の端はしで、ザインの瞳ひとみが鋭く細められたのが見えた。
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　唯ゆい一いつ神しんカドルを信しん仰こうする民が暮らす、大陸の西の果て。

　そこには未だかつて踏とう破はした者のいない、恐るべき大だい砂さ海かいが広がっている。

　その名も〝果ての砂さ漠ばく〟といい、身を焦こがす灼しやく熱ねつの太陽と天てん幕まくをも一瞬で埋うもれさせる塵じん旋せん風ぷう、静せい寂じやくの中で旅人を呼ぶ不思議な幻げん聴ちよう、そして人を喰くらう妖霊ジヤンや鬼神イフリートが彷ほう徨こうする死の世界だ。

　そんな、足を踏み入れれば生きては戻れぬ砂漠だが、幸運に恵まれれば助かる道もある。

　それが、果ての砂漠に存在する〝月の丘〟──最強と謳うたわれた魔ジ神ンが暮らす、水と緑溢あふれる宮きゆう殿でんに招まねかれることだった。
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　果ての砂漠の真っただ中、住居である壮そう麗れいな月の丘の宮殿に戻ったライラ、ザイン、マルジャーナは急ぎ足で泉せん水すい盤ばんの部屋を出た。普通に砂漠を渡っても辿たどり着けない宮殿だが、魔術の泉の力を借りて瞬時にベルガ王国から移動したのだ。

　美しい白大だい理り石せきの廊ろう下かを駆かけ抜け、六人が団だん欒らんの場として使っている居間に戻れば長い金色の髪の少女が振り返る。

「ライラ、マルジャーナ！　ただいま帰ったわ」

　辺りに光が満ちるような笑顔に迎むかえられ、衝しよう撃げきにライラの頭から挨あい拶さつの言葉が飛んでしまった。

　真しん珠じゆをまぶしたかのような艶つやめく白い肌に、星空のような群ぐん青じようの大きな瞳。にこりと微笑む顔は息を吞のむほど整っており、柘ざく榴ろ色いろの大だい長ちよう衣いに包つつまれた華きや奢しやな身体は神が手ずから創つくりだしたかのように麗うるわしい。

「ジャスミン姫……！　おかえりなさいませ！」

「姫様。ご無事のお戻り、お喜び申し上げますわ。ルーダイナ様、シャールカーン殿下も」

　少女は鬼神イフリートに攫さらわれるほどの人じん智ちを超こえた美を持つ、教主カリーフアの娘ジャスミンだ。

　隣にはカドル神の印いん璽じである六ろく芒ぼう星せいを額に戴いただいた、長い銀ぎん髪ぱつの美青年がいる。人間の姿を取っているが、強大な魔ジ神ンであるジャスミンの夫、ルーダイナだ。

「そなたらも元気そうで何よりだ。私の留る守す中ちゆう変わったことはなかったか？」

　紅こう玉ぎよくのような紅あかい瞳を細めるルーダイナに、ライラは嬉き々きとしてうなずく。

「ええ、こっちは大丈夫よ。そうだ、ねえ聞いて。あなたの声を封ふうじた方が私のお師匠様になったのよ」

「なんと、当代一の魔術師イブン・スィーナーか！　ううむ、そなたの師に相応ふさわしいと言えば相応しいな」

　驚きと感心をもって話を聞いてくれるルーダイナに和なごみ、ライラは側に立つ少年にも笑顔を向けた。

「シャールカーン、おかえりなさい。話し合いはどうだった？」

　黒い髪に黒い瞳。白いターバンに宝石で飾られた長衣を纏うのは、ザインの主あるじでありマルジャーナの恋人、エルサムの王子シャールカーンだ。

　いつも元気よくかしましいシャールカーンだが、ライラが声をかけてもじっと黙だまりこくったまま動かない。

　怒っているふうでもなく、ただ真剣な顔をしている。

「シャールカーン？」

　話を聞いていなかっただろうかと首を傾かしげたが、ライラはふと場の空気が変わっていることに気づいた。

　シャールカーンだけではない。自分以外の誰もがどこか黙りがちで、再会の喜びもそこそこになぜか重い空気が漂ただよっている。

　口くち火びを切ったのは、ずっと輪から外れ戸口に立っていたザインだった。

「帰りが遅いと言うべきか早いと言うべきか分かりませんが、おかえりなさいませ。シャールカーン、ちゃんとジャスミン姫との婚こん約やくを解消できたのですか？」

「──まだだ。エルサムからは誰も来なかった」

　ライラ、ザイン、マルジャーナが何かを言うより早く、シャールカーンは言葉を継ついだ。

「母上から伝令が来て、ムスナド陛へい下かが倒れたそうだ。かなり危険な状態で、会えるのはこれが最後かもしれない。すぐに戻るようにと言っている」

「行く必要はありませんね」

（え!?）

　ザインの思いがけない返答にライラは目を見開いた。

　父親の死し期きが近いのならば、駆けつけるのが子として当然だ。

　それなのに、ザインの発言に驚く者もたしなめる者もいない。皆がザインの返事を当然のように受け止め、むしろ同調するような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「母上の書状にはマルジャーナを俺の妃きさきとして認めるとあった。エルサムに連れて戻るように、と」

「ムスナド陛下の容よう態だいにかこつけて、あなたをおびき寄せようとしているだけです。マルジャーナを殺すためのただの口実でしょう。なんのために彼女をバスラムに連れて行かなかったと思っているんですか？」

　すらすらと述のべられた内容にライラは愕がく然ぜんとした。

（マルジャーナが月の丘に残ったのは、そんな理由だったの……!?）

　なぜ婚約解消の話し合いに、シャールカーンの恋人であるマルジャーナが同行しなかったのか。うなだれたマルジャーナの様子からして、自分が残された理由は察さつしていたようだ。

　ザインはなおも厳しく迫せまる。

「のこのこと妃セツト・バルキス様の誘いに乗るつもりですか？　あなたがエルサムを出たことに納得していないことは知っています。ですが行くべきではない」

「納得していないわけじゃない。ただ……」

　妃、ということはシャールカーンの母がバルキスという名なのだろう。ザインに詰め寄られ、うろたえたシャールカーンは逡しゆん巡じゆんする。

「……本当に陛下や母上がマルジャーナを認めてくれるというのなら」

「甘い」

　ザインがぴしゃりと封じたその時、柔らかい声が答えた。

「いいえ、行くべきよ」

　目を向けたザインに、ジャスミンは花のように微笑んだ。

「せっかくマルジャーナを認めようと言ってくださっているのだから、行くべきではなくて？」

「軽々しくバルキス様の言葉を信じないでください。あなたはエルサムがどういう国かまるで分かっていません」

「エルサムのことは分からない。でもバルキス様のことなら少しは分かるわ」

　美しい群青の瞳に力をこめ、ジャスミンはザインを見上げる。

「私は後宮ハリムで育ったの。もちろんあなた達もそうでしょうけど、私は男性であるあなた達よりも長い時間、正妃であるお母様や他の愛あい妾しよう達と過ごしてきた。王子を産み、育てるということが後宮の女にとってどれだけ意味があることかを知っている」

　黙った二人に向け、ジャスミンは大きく口を開き、はっきりと言った。

「だから、バルキス様がそこまでひどい方ではないと分かるの。エルサムは、あなた達二人が思うほど悪くはない」

　それは、シャールカーンやザインよりも力に溢あふれた声だった。

　争あらそいの内容が把は握あくしきれていないライラでさえジャスミンに視線が吸すい寄よせられ、気き迫はくに押されたのかザインが目を逸そらす。

「……やっぱり分かっていませんね」

　詰なじるようにつぶやいたが、声には覇は気きがなかった。床を見つめたまま淡たん々たんと言う。

「とにかく、そんなに行きたいのなら好きにすればいい。あなた方四人の問題だ。私とライラは月の丘で待たせてもらいます」

「いいえ、駄目よ。私はライラにも来てもらいたいのだもの」

「え!?」

　全員が一いつ斉せいにジャスミンに注目した。うつむいていたマルジャーナですら、弾はじかれたように顔を上げる。

　だが、誰よりも驚いたのはライラだ。

「あ、あのジャスミン姫！　私は村娘ですし、宮殿での振る舞いや礼れい儀ぎなど何も知りません。行ってもご迷めい惑わくをおかけするだけだと……！」

「ライラの言うとおりです。連れて行くことは許しません」

　憤いきどおり立ちはだかるザインに挑いどむように、ジャスミンは気き丈じように瞳を上げた。

「いいえ、ライラは絶対に連れて行きます。私の侍じ女じよとしてならある程度の失敗は庇かばえるもの、そうすればいいわ」

「ある程度以上の失敗になるかもしれない。あなたはマルジャーナだけでなくライラも殺すつもりか」

「殺させないために連れて行くの。私の決めたことです。逆さからうことは許さないわ。それならザイン、あなたは残っていなさい。私達五人で行ってきます」

「姫ッ！」

　険しい応おう酬しゆうに言葉を挟はさむこともできず、争そう点てんにされたライラは立ち尽つくす。

　ジャスミンが権けん力りよくを笠かさに着るなど、今まで一度もなかったからだ。

　ついに声を荒らげたザインを無視し、ジャスミンは隣に目を向けた。

「マルジャーナ、あなたもそれでいいでしょう？」

　有う無むを言わせぬ圧力を持った声に、マルジャーナは息を吞み、やがて目を閉じる。

「……はい」

　小さく答えたその顔は青ざめ、血の気が引いていた。
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　並べられた金の皿には雛ひな鳥どりの丸焼きや挽ひき肉にくを詰めた茄な子す、バターで香こうばしく揚あげた魚と仔こ羊ひつじの炙あぶり肉にく、温かいサフラン飯めし、扁ひら豆まめのスープ、葡ぶ萄どうや棗なつめ椰や子しとその他様々な果くだ物ものが載せられている。

　時間どおりに夕食を用意したライラだが、多くの皿を前に一人ぼっちの居間で悄しよう然ぜんと肩を落とした。

（いつもは呼ばれなくても来るのに……）

　一人一人の部屋まで呼びに行くべきだろうか。

　しばらく考えてみたが、とても行動を起こす気になれなかった。食事時間を忘れているわけではなく、食欲がない、もしくは顔を合わせたくないのだろう。

　広い居間にぽつんと座り、ライラは食前の祈き禱とうを捧ささげもそもそと食事を口に運んだ。久しぶりに六人が揃そろうし元気が出るのではと豪ごう勢せいにしてみたが、一人で食べても全く味がしない。

（お優しいジャスミン姫が、あんなに強引に事を進められるなんて──）

「ライラ」

　温かい声がかかり、驚いて顔を上げたライラはほっと緊きん張ちようを解といた。側に立っていたのは銀髪の魔ジ神ンだ。

「ルーダイナ」

「私も一緒にもらおう。これは美味しそうだ」

　気き遣づかいのある心優しい魔神に、ライラは沈んだ心が和らぐのを感じた。

「あなたならどんなご馳ち走そうも出し放題なのに」

「それに飽あきて皆そなたの料理を求めたのだろう？　私とてそなたの料理の方が好きだぞ？」

「ありがとう」

　もとは劫ごう火かで世界を焼き尽くし滅ぼした最さい恐きようの魔神ジオロジロス。

　長い年月を超えて、人一倍穏おだやかな魔神になった彼はジャスミンと生しよう涯がいを共にする契けい約やくを交わし、ルーダイナの名を与えられて伴はん侶りよとなったのだ。

　ルーダイナはライラの向かいに腰を下ろし、杯はいを手に取る。

「困ったものだな。そなたを巻き込んですまぬとは思うが」

「あの……」

　疑問をどう言葉にしようか迷っていると、ルーダイナが先回りしてくれた。

「分かるよ。なぜ、ジャスミンがあそこまで強くエルサムにそなたを連れて行きたいと言うのか、だろう？」

　ライラは小さな村で育ち、礼儀作法に疎うとい。むしろ無む知ちといってもいい。王族と接するには不安要よう素そしかなく、残れというザインの意見が圧あつ倒とう的てきに正しいと思うのだが。

　返事を待つライラに、ルーダイナは紅い瞳をゆっくりと瞬いた。

「先ほどザインも言っていたとおり、マルジャーナは殺されるかもしれぬ。ジャスミンはそれを心配しているのだ」

「でも、私が行っても役に立てるかどうか」

「立てるとも。ジャスミンはマルジャーナを一人にする時間を作らぬようにしたいのだ。マルジャーナがシャールカーンの妃としてエルサムに行くのなら、ジャスミンは彼女を侍女として使うことはできなくなる」

　なるほど……と、ライラは少しだけ納得した。

　ジャスミンが側にいられない間、ライラにマルジャーナの安全を任まかせたい、ということらしい。

　確かに侍女や腰こし元もとは貴き人じんの側を離れないものだし、ライラがその役に回れば確実にマルジャーナの周囲を見張ることができる。

　だからといってライラが役に立つかどうかは別問題だが、ルーダイナはその考えを読んだかのように口を開いた。

「もちろん私の配下である妖霊ジヤンを守りにつけることは可か能のうだし、当然そうする予定だ。だが彼らは人間の善ぜん悪あくとは全く違った基き準じゆんで動く。それはマルジャーナにとって致ち命めい的てきになるかもしれぬし、厄やつ介かいなことを起こす原因になるかもしれぬ。だから、そなたとマルジャーナが判はん断だんを下し、妖霊達を上う手まく使ってほしいのだ」

「…………」

　できるだろうか。

　自分一人では宮殿のこともよく分からないというのに。

（──……でも、マルジャーナの側にいられる）

　脳のう裏りに先ほど目にしたマルジャーナの顔が浮かぶ。蒼そう白はくになり、ほとんど言葉をなくしていたマルジャーナの顔が。

「……エルサムの帝王スルタン様はご病気なのよね。シャールカーンは、あなたにお父さんを治なおしてほしいと言うかしら」

　ルーダイナは主であるジャスミンの命令でしか動けないが、人の望みを叶かなえることのできる魔神だ。もちろん万ばん能のうではないが、その力が及およぶところはかなり広い。

　ルーダイナは難むずかしい表情で腕を組んだ。

「乞こわれれば応じよう。だがもう死期が近いと聞いた。私は天てん命めいに逆らうことはできぬから、頼まれたところで果たせぬこともあるだろう」

　ライラも魔術師の端くれであり、天命については重じゆう々じゆう承しよう知ちしている。

　この世には、どんな力をもってしても覆くつがえせぬことがある。

　それが過去と神の定めた運命、すなわち天命だ。

　ルーダイナが干かん渉しようできるのは継けい続ぞくして行われている事こと柄がらのみであり、完結してしまったものを変えることはできず、天命によって定められたものも変えることはできない。

　今のところシャールカーンは何も言っておらず、父の死期についても淡々と受け入れているような印象だ。

（シャールカーンはお父様のことをどう思っているのかしら……）

　陛下、という呼び方は少し他た人にん行ぎよう儀ぎに思えたが、王族とはそういうものなのだろうか。

　少し考え、ライラは気になっていたことを聞いてみた。

「ねえ、エルサムってどういう国なの？」

　ザインとシャールカーンの故こ郷きようであり、もう戻るつもりはないと言っていた国──。

　ライラはあまり地理に詳くわしくない。エルサムについて知っているのは、教主カリーフアの治おさめる大都バスラムの南にあり、砂漠に囲まれた王国ということだけだ。

「少し……淀よどんだ国だ。今は政せい変へんが起ころうとしている」

「政変？」

「二人の王子。元を辿れば帝王ムスナドの二人の妃の争いで」

「内ない緒しよ話ばなしか？」

　突然声が響き、驚いて振り返ったライラはハッとした。

「シャールカーン！」

　居間の入り口に、不ふ機き嫌げんそうなシャールカーンの姿があったのだ。

　何と言って声をかければいいか分からず躊ちゆう躇ちよしたライラに、シャールカーンはふいと目を逸らす。

「腹が減った。俺の分もあるのか？」

「え、ええ！　もちろんよ。こっちへいらっしゃい」

　手早く清涼水ジユラーブを用意してやれば、自分でクッションを持ってきたシャールカーンは素直に席を囲んだ。お腹なかが空すいていたのは本当らしく、手を洗うなり自や棄けになったように雛鳥の肉にかぶりつく。

「なんかがっくりきたぞ。心配事があっても腹は減るんだな」

「お主は若いからな」

「子供だって言いたいのか？」

　シャールカーンがムッと猫ねこのような目で睨にらめば、笑うルーダイナの代わりに愛らしく澄んだ声が答えた。

「まあ、その理り屈くつならお兄様は遠慮なさらないと。私とシャールカーンとライラ、若い三人でお食事するわ」

「ジャスミン姫！」

　にこやかに居間に入ってきたのはジャスミンだ。ルーダイナは笑い、優しい仕し草ぐさで幼おさない妻を迎える。

「どうやら我わが主の不ふ興きようを買ってしまったようだ。ご機嫌を取らなければ」

「ジャスミン姫、すぐにクッションを用意しますから……ほらシャールカーン、手を洗う水差しと盥たらいを渡してちょうだい！」

「ライラお前、俺とジャスミンで対応が違いすぎるぞ!?」

　シャールカーンの不平は右から左へ聞き流し、ライラはルーダイナの隣に絹きぬのクッションを置いて席を作る。水を注そそいでジャスミンの手を洗い、絹の布で拭ふいてあげれば群青色の瞳で麗しく微笑まれた。

「ありがとう、ライラ」

「いいえ当然です、ジャスミン姫」

「不公平！　不公平だ！　俺は断だん固こ訴うつたえる!!」

　清涼水は入れてあげたが、自分でクッションを用意して自分で手を洗ったシャールカーンの訴えは無視した。仕方がない。ジャスミンには断じて煩わずらわしいことをさせてはならない、という雰囲気が漂っているのだから。

　ルーダイナはさりげなくジャスミンの前に好物の載った皿を並べ、辺りを見渡す。

「やはりザインとマルジャーナは来ぬか。食べる気になれぬ気持ちは分かるが」

　エルサム行きにあれだけ青ざめていたマルジャーナだ。食べるどころではないのだろう。

「あの……、マルジャーナの気持ちは私にも分かるわ。でもザインはどうして？　私がエルサムに行くのがやっぱりよくないのかしら」

　ザインはシャールカーンとジャスミンの婚約に関しては無関係だ。それならシャールカーンに従って故こ国こくに戻ろうとするはず。それがライラの知るザインの行動だった。

　ザインは口では何と言ってもシャールカーンを大切にしているし、その恋人であるマルジャーナにも友人として好こう意いを抱いだいているからだ。

　しかしシャールカーンは棗椰子を口に放り込み、無む造ぞう作さに咀そ嚼しやくする。

「俺はザインの気持ちも分かるぞ。お前にエルサムを見せたくないし、できれば関わらせたくない。お前が悪いんじゃない、エルサムが悪いからだ」

　漠ばく然ぜんとした物言いで故郷を断じ、表情を改めた。

「さっきルーダイナが言ったことは本当だ。手っ取り早く言えば、俺を太たい子しにするか、兄上を太子にするかでもめている。今のままではどちらが帝王になっても政変は避さけられない」

　シャールカーンに兄がいることは知っている。順当にいけば兄王子に帝位が巡めぐってくるだろうし、ライラの見る限りシャールカーンは権けん力りよく欲よくの強い人間ではない。

「どうしてあなた自身が帝王になろうとしていないのに、政変に発展するほどの争いが起こるの？」

「俺が取るに足りない、力も何もないどうでもいい人間だからだ」

　吐はき捨すてたシャールカーンに、ルーダイナがたしなめるように目を向けた。

「シャールカーンよ、そうではない。お主は素す晴ばらしい男だし、母君はお主を愛しておるから帝位を望むのだ」

「愛だか裏で俺を操あやつりたいだけだか分からないけどな」

　シャールカーンは鼻で笑ったが、物言いたげなジャスミンの視線に気づいたのか気まずそうに話を戻す。

「──エルサムには母親の違う二人の王子がいるんだ。一人が元正妃の子で、俺の四歳年上の兄に当たる方、そして今の正妃の子である俺だ。臣しん下かの多くは兄上が太子になることを望んでいるが、帝王が病やまいがちになってからは俺の母上が大きな権けん力りよくを握っている」

「じゃあその方がシャールカーンの帝位を望んでいるのね」

　妃セツト・バルキスと呼ばれていた女性だろう。

　少し事情が分かってきたライラに、シャールカーンはうなずく。

「兄上は二年前陛下に逆らい、不興を買ったことがある。その件で投とう獄ごくされた時期もあって、太子の地位を剝はく奪だつされた。一応宮殿でお暮らしだが、臣下が兄上を支持したくてもできない状況にある」

（……太子であった王子様が投獄？）

　さすがにこの場で詳しよう細さいを聞くのは憚はばかられたが、ライラは内心大いに驚いた。太子を投獄するというなら国にとってかなり不ふ利り益えきな、もしくは父王の帝位を脅おびやかすような事件があったに違いない。

「でもな、兄上は本当に素晴らしい方なんだ。学問に秀ひいで、武芸も素晴らしい。俺と違って落ち着いているし、物もの腰ごしの柔らかい方だけど冷れい酷こくなところもある。大臣ワジール達は帝王に相応しい人ひと柄がらだと言っているし、俺だって兄上に太子になっていただきたい」

　庶しよ民みんのライラでも、継けい承しよう権けんを巡る戦いがいかに過か酷こくかはよく分かる。先日関わったベルガ王国の事件がそうであったように、本当に命を懸かけて争われるものなのだ。

　だからこそ、弟であるシャールカーンに尊そん敬けいされる第一王子は素晴らしい人なのだろうと思えた。

「でも、俺の母上がそれを許さない。さっきルーダイナも二人の妃の争いと言っていたが、俺の母と兄上の母君……マリアム妃は常つねに殺し合うような仲だった。最終的に俺の母が勝ち、マリアム妃から正妃の座を奪うばい取って彼女を狂きよう人じんになるまで追い込んだ。宮殿の誰もが俺と兄上の接せつ触しよくを警けい戒かいしたし、それも当然だと思うだろう？」

　ライラはぴくりと身体を揺ゆらし、まじまじとシャールカーンを見つめた。

（……殺し合い、相手のお妃様を狂人にしたですって？）

　この、目の前にいるシャールカーンの母親が？

　これほど明るく元気がよく、裏うら表おもてのないシャールカーンとは全然結びつかない母親像だ。

「だから、俺と兄上はほとんど言葉を交わしたことがない。でもな、たぶん気持ちは同じだったと思う」

　もしや憎にくみ合う気持ちかと危あやぶんだが、全く違った。

「俺も兄上も、それぞれ自分の母親を軽けい蔑べつしている。あの二人の戦いにうんざりして、後宮ハリムの争いから離れようとしていた。それに……これは俺の自うぬ惚ぼれかもしれないけど、兄上は俺のことを気にかけてくれているんだ」

　シャールカーンは言葉を切り、ライラ達の反応を窺うかがうように遠慮がちに言った。

「別に仲良く話をするわけじゃないけど、俺は兄上を尊敬している。だから剣だって兄上に追いつこうと頑張ったし、砂漠での軍ぐん事じ演えん習しゆうも兄上の戦せん略りやくを参考にした。兄上は軍師相手の模も擬ぎ戦せんでも全勝するようなすごい方だったからな」

　やや自じ慢まんげな口調が微笑ましい。次し第だいに饒じよう舌ぜつになり、シャールカーンは頰を紅こう潮ちようさせて身を乗り出した。

「でもな、俺が指し揮きを執とると似たような戦況でも負けることがある。そんなとき、兄上は図書館に栞しおりを挟んだ兵書を置いてくれるんだ。その頁を見れば、どうして負けることになったのか理由が書かれてある。すごくないか？　兄上は俺を見てくれているんだ！」

（まあ……！）

　妃達にまつわる恐きよう怖ふが払ふつ拭しよくされるような心地ここちになり、ライラは感かん嘆たんの息を吐いた。

　兄王子の行動は一歩間違えば嫌いや味みに取られそうなものだが、シャールカーンの好意と素直さがそれを回避している。

　ルーダイナとジャスミンも微笑み、嬉しそうにうなずいた。

「とてもお優しくて賢かしこいお兄様だわ」

「ムスナド帝王は子に恵まれた。そなたらが憎しみの系けい譜ふを断ち切ったのは素晴らしいことだ」

「ああ。だから、俺は兄上が好きだ。ザインは兄上のことを憎んでるから考え違いだって言うけど、俺は兄上に嫌われていないと信じている」

（──え？）

　同じように褒ほめ称たたえようとしたライラはどきりとして、言いかけた言葉を切った。

「だからどうにか継承権を取り戻して太子になっていただきたいのに、陛下と母上だけが強きよう硬こうに俺を太子にしようとしている」

　会話の流れを止めてでも聞けばよかったのに────。

　身じろぎもできず、ライラは先に進んでしまったシャールカーンの話を聞いていた。

「俺を太子として認めさせるため、母上は何が何でも俺とジャスミンを結婚させようとしているんだ。ジャスミンが俺の正妃になれば絶対に政変は起こせない。起こせばエルサムの帝王に祀まつり上げられた兄上は教主から死を賜たまわることになるだろうし、帝王家も滅びる」

　エルサムの民にとっても不幸な結果にしかならない。

　ジャスミンは複ふく雑ざつな顔で肩を落とした。

「私とお兄様の結婚も歯止めにはならなかったのね。せっかく私のお父様は許してくださったのに……」

「母上はお前とルーダイナを離婚させる気なんだろう。四か月と十日を待って俺と結婚すれば法に背そむくことじゃないからな。でも母上は何も分かっていない。お前達二人を引き離せるわけがない」

　目を伏ふせたジャスミンに、ルーダイナの表情も曇くもる。

「そなたに帝位を渡すこと以外見えていないのだろう。ならば私はジャスミンの夫として行けばよいのか？　マルジャーナを守るために身を潜ひそめてではなく」

「ああ、そうしてくれ。ジャスミンを一人にすると、母上がどんな既き成せい事じ実じつを用意してくるか分からん」

　心ここに在あらずだったライラですらぎょっとするようなことを言い、シャールカーンは黒真珠のような瞳に力を込めた。

「ジャスミンを正妃にすれば、側そく室しつは自由にしていいと言われている。だが俺はそんなのはごめんだ。本当に王になる器うつわを持った方を押しのけ、俺が王になるつもりもない。それに俺は妻は一人しか持たないと心に決めている。女達の争いなど冗じよう談だんじゃない……！」

　ギリッと音がしそうなほど拳こぶしを固める。

　唸うなりに近いその声から、彼がどんな後宮の争いを目まの当あたりにしてきたのか垣かい間ま見えた気がした。

「だからライラ。俺と一緒に、マルジャーナを守るためエルサムに来てほしい」

　はっと背せ筋すじを正したライラを、シャールカーンは真っ直ぐに見つめる。

「母上が本当にマルジャーナを認めようとしてくれているのか、殺そうとしているのか。……正直、俺は半分以上の確率で殺そうとしているんじゃないかと思っている」

　半分以上どころか、先ほどの話を聞けばほとんどの確率でそう思っているのだろう。

　それでも、残りの可能性を捨てきれない────。

　そんな苦く悩のうに満ちた表情で、シャールカーンはきつく目を閉じた。

「だからこそ、お前に来てもらいたい。無茶なことを言っているのは承しよう知ちの上だ。お前には嫌いやな思いをさせるだろう。命に関わるような目にも遭あうかもしれない。でも、お前がいてくれるなら、きっとマルジャーナも心を強く持てる」

　危険を明めい確かくに示し唆さしたシャールカーンに、ジャスミンも深く頭を下げた。

「ライラ、私からもお願いします。私もあなたとマルジャーナを守るために力を尽くすわ」

「ジャスミン姫……」

「私はマルジャーナを不安定な立場に置きたくないの。バルキス様に認めていただきたいというシャールカーンの気持ちもよく分かるつもりよ」

　きっと、ムスナド帝王の死期が近い今回が最後の機会になる。

　シャールカーンを慮おもんぱかって皆みなまで言わなかったが、ジャスミンの瞳はそう物語っていた。

　ルーダイナが小さくうなずき、ライラは話を吟ぎん味みしゆっくりと吞み込んでいく。

（シャールカーンは、エルサムが嫌いで出しゆつ奔ぽんしたわけではないのだわ）

　彼は政変を避け、兄に帝位を渡すつもりで出てきたのだ。

（……なら、ザインは──？）

　どんな気持ちで、何を思って国を出たのだろう。

　この場にいない人を想い、ライラは目を閉じた。

「……シャールカーン。私、あなたやザインとジャスミン姫を救うために旅をしてきたでしょう？　その間、あなた達がエルサムを捨てたということを全く意識していなかったの」

　旅の間はライラ自身のことに手一杯だったこともある。

　だが、それ以前に、気にさせてしまうような素そ振ぶりを二人が見せなかった。

「だって、あなたもザインもすごく自然にエルサムのことを口にしていたから」

　まるで旅が終われば帰るかのように。

（シャールカーンだけじゃなく、ザインの中でもエルサムは故郷として残っているんじゃないかしら）

　実際に帰ることはなくても、「いつでも帰れる」場所だと無意識に認にん識しきしているのではないか。

　瞬まばたきを忘れこちらを見つめるシャールカーンへ、目を開いたライラは再度尋たずねた。

「シャールカーン。あなたはエルサムへ行きたいのね？」

「────ああ。俺は母上ともう一度話をして、兄上のこととマルジャーナのことに決着をつけたい。俺の妻になるのはマルジャーナなんだ。他の誰でもない。俺は、あいつを祝しゆく福ふくされない花嫁にしたくないんだ」

　強い決意の表れる声だった。

　ライラがどれほど役に立てるかは分からない。

　それでも、シャールカーンが覚かく悟ごを決めているなら、友人としてできる限りのことをしたい。

（ここで一人残って後こう悔かいするようなことはしたくない────）

　見守る三人に、ライラははっきりとうなずいた。

「分かった。私もエルサムへ行くわ。マルジャーナとあなたの力になりたいから」

　安全な場所で待つより、鬼神イフリートラーフと戦ったときのように共に立ち向かいたかった。

「ライラ……」

　突然か細い声が聞こえ、全員が勢いよく振り返った。

　視線の先にいたのは、居間の戸口に縋すがるように立つマルジャーナだ。

（マルジャーナ……！）

　マルジャーナは胸元をきつく握りしめ、一いつ心しんにライラを見つめている。

　それはいつもの強い姉のような眼まな差ざしではなく、問いかけるような、頼たよりなげな瞳だった。

　ためらうマルジャーナを迎えようと立ち上がりかけ、だが、ライラはすぐに動きを止める。

「来い、マルジャーナ」

　シャールカーンが真っ直ぐ右手を差し伸べたからだ。

　シャールカーンは立ち上がることもせず、ただその場からマルジャーナを呼ぶ。

「ライラは俺達の力になることを決めてくれた。──だから、来い」
















　それは〝おいで〟でも〝来てほしい〟でもない。

　厳しい命令でありながら、この上なく心強い、マルジャーナの決意を促す言葉だった。

　不安に慄おののく琥珀の瞳にライラがうなずきを返せば、マルジャーナはふらりと一歩を踏ふみ出した。

　柱から手が離れ、覚おぼ束つかない足取りながらも確実に歩き出す。

「殿下……！」

　よろめきながら歩み寄り、膝をついたマルジャーナはシャールカーンの手に手を重ねた。

　声もなく泣き出したマルジャーナの肩を抱き、シャールカーンは優しくその髪を撫でる。

　怖こわい。

　自分は本当に命を落とし、この人の目の前から消えてしまうのかもしれない。

　マルジャーナの声が聞こえた気がして、ライラは抱き合う二人を静かに見つめていた。

　────それでも、自分達は行くのだ。

　そう、聞こえた気がした。
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　食後の片づけを終え、ライラは皿を持ってザインの部屋の扉を叩たたいた。

　返事はなく、中は物音もしない。

　断ことわりを入れて扉を開いてみたが、寝しん台だいにもザインの姿はなかった。

（どこに行ったのかしら）

　料理を載せた皿と清涼水ジユラーブの水差しを置き、ライラは部屋を出て歩きだした。

　雪花石膏アラバスターや白大理石を基調とした宮殿内は白く輝かがやき、月明かりを反はん射しやしてほのかに明るい。円えん蓋がい型がたに切り取られた窓からは夜の砂漠が広がり、彼方かなたまで続く青白い砂丘は神しん秘ぴ的てきな静寂に包まれていた。

　真昼の黄おう金ごんや夕暮れの燃えるような赤、まだ朝早いときの眩まばゆい白。

　果ての砂漠は怖おそろしいが、他には存在しない幽ゆう玄げんの美をいくつも見せてくれる。中でも月の明るい夜がライラは大好きだった。

（ザインが行きそうな場所……）

　優しい月明かりに助けられ宮殿を歩き、考えたライラはザインとシャールカーンが剣の鍛たん錬れんに使っている場所に向かった。

　そこは大きく張り出した石の露ろ台だいで、百人が一斉に剣を振るえるほどの広さがある。

　思ったとおりザインの姿はあったが、そのいつもとは違う様子にライラは声をかけるのをためらってしまった。

　剣を振るうでもなく、景色を見るでもない。

　ザインは露台の中央に、一人ぽつんと立ち尽くしている。

　そのまま夜の闇やみに同化してしまいそうで、奇き妙みような心細さを感じたライラが一歩踏み出したとき、ザインが身じろいだ。顔を上げ、ライラを認めると微かすかに表情を緩める。

「どうしましたか、ライラ」

　ジャスミンと言い争っていたときの激しさはなく、すっかりいつもの様子だ。

　ほっと緊張を解き、ライラは駆け寄った。

「あなたの部屋に食事を置いてきたの。食べたくなければ明日お皿を戻してもらえばいいから」

「ありがとうございます。……本当はお腹が空いていたんですよ」

　素直な礼に破は顔がんし、ライラは迷った末にザインを見上げた。

「ごめんなさい、ザイン。私……」

「エルサムへ行くんでしょう？　あなたならそうするだろうと思いましたよ。姫が言い出したときから覚悟はしていた。私には止めようがない」

　ジャスミンが相手では仕方ない、という気持ちがありありと表れた顔だ。

「……正直なところ、行ってほしくありません。あなたにエルサムを見せたくない」

「うん。シャールカーンにも同じことを言われたわ」

「他には？　私のことを何か聞きましたか？」

　突然の質問に不ふ意いを突つかれてしまった。

　一瞬の沈黙が肯こう定ていになってしまい、ごまかせなくなったライラは引っかかった言葉を素直に口にする。

「あなたが、シャールカーンのお兄さんのことを憎んでいるって。それ以上は何も」

「憎んではいませんよ。ただ嫌いなだけだ。──子供の頃はいつか絶対に殺してやるって思っていましたが」

「…………」

「こんなことを言うなんて軽けい蔑べつしますか？」

　面おも白しろそうに笑われ、真っ直ぐにザインを見つめたライラは静かに息を吞んだ。

（……なんて顔をするのかしら）

　顔は笑っているのに、目が違う。

　茶ちや化かすような笑顔で「軽蔑するならしろ」と投げやりに吐き捨てるのに、茶色い瞳は鋭くライラを観察し、どう答えるかを注意深く窺っている。

（この人は……私を試しているんだわ）

　ライラはこういうときどう答えればいいのか分からない。何が彼の心に沿そうのかが分からない。

　だが、何があったかを聞くのは間違っている気がして、思ったことをそのままに答えた。

「いいえ。きっと、あなたがそう思うだけの理由があったんだと思うわ」

「…………」

　今度はザインが黙る番だった。

　何かを言いあぐね、やがて子供みたいな頼りない目でライラを見下ろす。

「……今夜、私が朝まで一緒にいてほしいと言ったらどうしますか？」

「もちろん一緒にいるわ」

　ザインは何かを不安がっている。

　朝までと言わずいつまでも一緒にいるし、一晩中頭を撫でろというなら撫でよう。

　心を込めて即そく答とうすれば、ザインの目が真ん丸になった。

「朝までですよ？」

「ええ。今夜から明日一日だって、明後日あさつてまでだってかまわないわ」

　エルサムに出発するまで毎日だっていい。望むだけ隣にいよう。

　自分は本気だ──、と言葉に力を込めたが、なぜかザインは突然吹き出した。おかしそうに声を上げて笑い、目を瞬くライラの手を取る。

「ありがとうございます、その言葉だけで充じゆう分ぶんだ。本気で嫌われたくないのでやめておきます。それに……卑ひ怯きようすぎる」

「卑怯？」

　それには答えず、ライラの手を両手の中にぎゅっと包み込む。

「エルサムへ行くというなら、一つ約束をしてもらえますか？」

　硬かたく大きな手は、夜の中にたたずんでいたせいか驚くほど冷たい。

　ライラがうなずくのを確認し、ザインは大きく息を吸いこんだ。

「私はあなたが好きです。ですが私に想われていることや、あなたが私に少なからず好意を抱いてくれていることは絶対に人に言わないでください。どんな人間が相手でもです。私とあなたは何の関係もない、ただ姫やシャールカーンに仕つかえる者同士というだけです」

　強く言い聞かせ、ザインは苦く渋じゆうに満ちた表情で目を閉じた。

「充分に気をつけてください。私はきっとあなたを助けることができない。あなたと自由に話すこともできないでしょう」

「ええ、よく分かるわ」

　ザインは仕える者同士と言ったが、その中でも違いがあるはずだ。ザインはこれまでの旅の途中で「実母を亡なくしてからはシャールカーンの母親に育てられた」と言っていた。

（シャールカーンのお母様────）

　それは妃セツト・バルキスだ。

　エルサムの正妃であり、多大な権けん力りよくを握る女性。

　シャールカーンの乳ち兄弟きようだいであることを差し引いても、きっとザインは並の身分ではない。

「約束は絶対に守るわ。あなたとのことは、誰にも何も言わない」

　迷惑はかけられない。

　真剣に誓ちかったライラをどこか哀かなしそうに見つめ、ザインはゆっくりと首を傾かたむけ顔を寄せてきた。

　口づけられると分かったが、拒こばむ気にはなれなかった。目を閉じて、与えられるままに受け入れる。

　唇は軽く触れあっただけですぐに離れ、ライラは思わずドキリとした。

（ザイン？）

　いつも感じる温かさや、一つに溶とけるような情熱を何も感じない。驚くほどその唇が冷たかったからだ。

　とっさに、口走りそうになった。




　朝まで一緒にいさせて、と。




「あなたも部屋に戻った方がいい。もう遅い時間だ」

　だが、目を合わせることもなくザインは背を向けて歩き出す。

　不安に駆られ伸ばしたライラの腕は、届かずに終わった。
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　世界に天地と天体を置き、火から精せい霊れい、土より人間を創つくり出した唯ゆい一いつ神しんカドル。

　強大な魔ジ神ンジオロジロスによって焼かれた大地を甦よみがえらせるため、カドル神は一人の人間を自身の代だい行こう者しやとして地上に遣つかわした。

　傷ついた人々を救い、世界を平定した彼の後こう継けい者しやはやがて〝教主カリーフア〟と呼ばれる王になり、その血けつ脈みやくは神の御み名な代しろとして尊とうとばれ続けた。

　長い年月の間に幾いく度ども都を変え、血族同士の争いを超こえ、現在はマルワーン王朝第五代教主アクバル・イブン・アル・ムスタンフィルが信しん徒との長として君くん臨りんしている。

　都は大陸の東方、豪ごう華か絢けん爛らんな平和の大都バスラム。

　そして、そのバスラムから南に下れば、そこには美しい湖が点在する黄おう金ごんの砂さ漠ばくがある。

　多くのオアシス都市を抱かかえ、教主よりその地の統とう治ちを任まかされたのは南の大国エルサムだ。




　頭ず上じように掲かかげられた天てん蓋がい飾りが澄すんだ音を立てる。

　駱らく駝だの背に据すえられた立りつ派ぱな轎かごに腰かけ、エルサムの国こつ境きように入ったライラはひたすら揺ゆれる砂漠に目を向けていた。

　視点が高いせいか、周囲を見渡せばどこかに必ず緑と煌きらめく湖が映る。照りつける太陽や風も心なしか優しく、果ての砂漠とは随ずい分ぶんと趣おもむきが違った。

（とても明るくて穏おだやかな砂漠だわ）

　口くち許もとを覆おおう薄うすい顎布リサムの中で、ライラはほぅと息をついた。

　ライラはいつもの紺こん青じようの長ちよう衣いではなく、貴き人じんに仕つかえる腰こし元もととして絹きぬの長衣に面紗ヴエールを被かぶり、顎布で口許を隠かくしている。いつもは身に着けない首飾りや腕うで輪わ、耳飾りなどで華か美びではない程度に装よそおい、黙だまっていれば侍じ女じよらしく見えた。

　ライラがエルサム行きを決めてから十日。月の丘の六人は一度バスラムに魔ま術じゆつで入り、そこから教主の兵を一いつ隊たい借りてエルサムを目指していた。

　ルーダイナの魔術で直接エルサムに入ることもできたが、礼れい儀ぎ作さ法ほうを知らないライラのために時間を取る必要があったからだ。それでも重じゆう篤とくのエルサム帝てい王おうのこともあり、あまり引き延のばすことはできない。

（十日じゃ付つけ焼やき刃ばにもほどがあるけど、決めた以上は頑がん張ばらないと）

　ジャスミンがいてくれるとはいえ、ライラにとって一番大事なのは自分のことではなくマルジャーナの安全だ。

　決意を新たに、ライラは前方に目を向けた。

　列の中央には駱駝に乗ったシャールカーン、そして隣に付つき従したがうザインがいる。

　伸びた背筋やときおりシャールカーンの言葉に答えているのか、恭うやうやしく頭こうべを垂たれる横顔。

　事前に言われたとおり、ライラは旅が始まってからほぼザインと会話をしていない。

（寂さびしいけれど、この訪問が終わるまでの我が慢まんだわ）

　どうか何事も起こらず、失敗もせず、無事に六人で月の丘に帰れますように────。

　出発前に感じた微かすかな不安を押し込め、そっとカドル神に祈いのる。

　そのとき、ふと遠方から低い地じ響ひびきが聞こえた。

（なに……？）

　音は近づくにつれ大きく、砂漠の大地を揺ゆらすような轟とどろきに変わっていく。

　バスラムの一隊が一いつ斉せいに歩みを止め、駱駝や馬の背から次々と人が降りていく。自分も降りるべきか迷ったライラだが、隣につけた駱駝の天てん蓋がいがわずかに開き、マルジャーナが身振りで「そのままで」と指示をくれた。女性を乗せた駱駝達は膝ひざを折り、砂地に座る。

　脚あしを折らない駱駝は三頭。ジャスミンとルーダイナ、そしてシャールカーンが乗るものだけだ。

　不安に鳴る胸を押さえ固かた唾ずを吞のむライラの前で、空が黒く翳かげっていく。

　やがて音の正体を肉にく眼がんで把は握あくできるようになり、ライラは空を黒く染めたものが多くの騎き馬ば隊たいのたてる砂さ塵じんだと知った。

　高く舞い上がる砂すな煙けむりの中、エルサム帝王旗を掲げた黒い騎馬隊は速度を緩ゆるめながら、シャールカーンの元へ進んでくる。

　一いつ糸し乱れぬ足並みで隊たい伍ごを組み、馬を止めるなりその全てが下げ馬ばし跪ひざまずいた。

　鋭するどい瞳ひとみで騎馬隊を見み下おろすシャールカーンに向かい、進み出た一人の男が熱ねつ砂さの上に平へい伏ふくする。

「我わが君、シャールカーン・アル・マンスール殿でん下かの旅に安あん泰たいと幸福を置き賜たもうたカドル神に讃たたえあれ！　また正せい統とう者しやの王女、姫君セツト・ジャスミン様、ならびにご夫ふ君くんルーダイナ様の上にも平安のありますように。帝王スルタンムスナド、および帝妃セツト・バルキスは皆みな様さまの恙つつがなきご到とう着ちやくの祝いと歓かん迎げいの心に満ち、勅ちよく命めいをもって私ヤハヤー・ビン・カリドがお迎えに上がらせていただきました」

　シャールカーンは無言で熱砂に伏ふす勅ちよく使しを見下ろしていたが、やがて口を開いた。

「出迎えご苦労。汝なんじらの上にも平安とカドルの祝福と慈じ悲ひあれ。────ヤハヤー。お前が来たんだな」

　ヤハヤーと呼ばれた男性は立ち上がり、恭しくシャールカーンに拝はい礼れいする。

　四十代半なかばだろう。鋭い茶色の瞳をした、所しよ作さのきびきびとした男性だった。

　軍の将しよう軍ぐんというには気品高く、貴族というには精せい悍かんさに溢あふれている。シャールカーンの言葉から、彼が何か特別な地位を持つ人物だと想像がついた。

「これより先、エルサム宮きゆう殿でんまでは我が隊が護ご衛えいさせていただきます」

　ヤハヤーが一礼するとエルサムの軍がバスラムの隊を取り囲み、大軍は砂漠を進んでいった。




　距きよ離りはそれほどではないが時間をかけた旅も終わり、バスラムを出発して十三日目にライラ達はエルサムの王都に入った。

　砂漠の中の町が概おおむねそうであるように、都は大きなオアシスの畔ほとりにある。砂すな嵐あらしから町を守るための高い城じよう壁へきを潜くぐれば、黄おう土ど色いろの土つち壁かべを持つ方形の家が立ち並び、どこまでも広がるその民家の奥には黄金の円屋根を持つ宮殿が聳そびえていた。

　黒こく衣いの騎馬隊に守られた一行は真まっ直すぐに宮殿を目指し、瑠る璃り色いろの支し柱ちゆうに支えられた巨大な青い門の中へ入っていく。

　色とりどりの大だい理り石せきを敷しき詰つめた長い回かい廊ろう、穹きゆう窿りゆう型がたの天てん井じようは群ぐん青じようと金で装そう飾しよくされ、華か麗れいに活いけられた花と縞しま瑪め瑙のうの大階段、吊つり下さげられたいくつもの色いろ硝子ガラスのランプなど、宮殿の中は目も眩くらむような色の洪こう水ずいだ。

　エルサム宮殿はライラがこれまでに見たどの宮殿より、色しき彩さいに満ちて輝かがやかしい。

（ベルガと並ぶどころじゃない……！）

　遅れないようマルジャーナの半歩後に付き従い、広こう大だいな内部を歩くライラは全身が小こ刻きざみに震ふるえだすのを感じた。

　なぜ、もう結婚してしまった教主の姫に離り婚こんを迫せまることなどできるのか。信徒の号令者たる教主を相手に、無理を承しよう知ちでここまで食い下がれるのか。

（エルサムがバスラムと並ぶ大国だからだわ────！）

　自分はもしかすると、よく考えもせずにとんでもないことを引き受けてしまったのかもしれない。

　緊きん張ちように耐たえ花園に面した広間に入れば、そこにはすでに饗きよう宴えんの用意が調ととのえられていた。

　絨じゆう毯たんの上に腰を下ろすなり、宦かん官がんの一人が慇いん懃ぎんにシャールカーンの前へ身を屈かがめる。

「申し上げます。正妃バルキス様が皆様にご挨あい拶さつを、とこちらにお渡りになります」

「なに？」

　シャールカーンが気け色しきばんだのも無理はない。

　正妃とは後宮ハリムの女王であり、本ほん殿でんを好き勝手に歩き回れる存在ではない。バルキスが病やまいの帝王に代わって政せい務むを執とっているとはいえ、しかるべき手順を踏ふまず他の女性の夫──ルーダイナがいる場所に現れるなど異い例れいだ。

　しかし六人が対応を話し合う暇ひまもなく、先せん導どうの奴ど隷れい娘むすめと宦官が扉を開き、華はなやかな女によ官かんの群むれが次々と客間に現れた。

「正妃バルキス様、お出ましにございます」

　とにもかくにも平伏し、その足音を聞いていたライラはハッとした。

　客間に、ライラがこれまで感じたことのない、典てん雅がで深い香りが漂ただよったからだ。

　身に着けたものが違うのか、一人だけ衣きぬ擦ずれの音が違う。宝ほう飾しよく品ひんの揺れる音が違う。足運びの優ゆう雅がさがどの女官とも違う。

　その女性が腰を下ろす気配がし、やがて低くも甘い、官かん能のう的てきな声が響ひびいた。

「顔を上げておくれ。妾わらわの可か愛わいいシャールカーン。ジャスミン姫とお客人の皆も」

　シャールカーン達に続いてマルジャーナ、そして次にザインが顔を上げるのを待って、ライラは慎しん重ちように身を起こした。

　そして、目の前に座る女性の姿に圧あつ倒とうされた。
















　大きな絹のクッションには、三十代半ばほどの美女が腰かけている。

　結ゆいあげてなお、膝ひざ裏うらまで届くような豊かな黒髪。子を成なしたとは思えない細くくびれた腰、高く張った胸。

　ルーダイナの前に出るせいか薄い面紗を被っていたが、長く眉墨コフルを引いた印象的な黒い瞳、陶とう器きのように滑なめらかな白い肌や、艶つややかな真しん紅くの唇くちびるに彩いろどられた美び貌ぼうは何も隠れていない。いや、たとえ大面紗ハバラーを纏まとっても顎布をつけても、その押し迫る美の迫はく力りよくは隠しきれるものではないだろう。

　うっすらと妖よう艶えんに微笑ほほえむ妃セツト・バルキスは、愛情に満ちた視線をシャールカーンに注そそいだ。

「そなたらの上に平安あれ。さあシャールカーン、妾によく顔を見せておくれ」

「……母上の上にも平安とカドル神の祝しゆく福ふくがありますように。こんなところまで出て来るな。母上がここまで慎つつしみのない女性だとは思わなかったぞ」

「久しぶりの再会だというのに冷たいこと。それもこれもそなたの帰き館かんを待ちきれなかったからこそ。長く滞たい在ざいし、妾を存分に慰なぐさめておくれ」

　嫌いや味みも通じないと判断したのか、シャールカーンは不ふ機き嫌げんそうに押し黙る。

　そんな息子むすこを慈いつくしむように見つめ、バルキスは視線を移した。

　女でも胸の騒さわぎそうな流し目だが、ジャスミンは難なんなく受け止めにこやかに微笑む。

「バルキス様の平安をお祈りいたしますわ。お久しぶりでございます」

「姫も息そく災さいで何より。ここまでおいでいただくとは畏おそれ多いことだが、隣となりの方が？」

　ターバンも頭ず巾きんも着けず長い銀の髪はそのまま垂たらし、白の装しよう束ぞくを纏ったルーダイナはふっと真紅の瞳を和なごませる。

「初めてお目にかかる。ジャスミンの夫にして魔ジ神ン、ルーダイナと申す。妃バルキス殿どのの上にカドルの祝福あれ」

　大国の正せい妃ひを前に遜へりくだることもなく、むしろ尊そん大だいな挨拶だったがバルキスは何も言わなかった。風変わりなルーダイナの姿を眺ながめ、無表情のまま唇を開く。

「こちらこそ、初めまして。エルサム宮の歓かん待たいがそなたにとって懇ねんごろで手厚くありますように。どうぞごゆるりと」

　通り一いつ遍ぺんの挨拶を返し、優雅に裾すそを捌さばいて立ち上がる。

「ではシャールカーンよ、ここでの休きゆう息そくの後は大臣ワジールのもとに来るように。話がある」

　退出するつもりだ、とライラが察さつしたときにはシャールカーンが鋭く声を上げていた。

「待て。呼んでおいて挨拶もなしか？」

　歓迎するつもりはとことんないらしい。

　歩き出そうとしたバルキスが振り返り、シャールカーンは立ち上がってマルジャーナを手で示した。

「俺が選んだ妻、マルジャーナだ。母上の招しよう待たいに従って来た。無視はするな」

　シャールカーンは良くも悪くも正直だ。マルジャーナは緊張のあまり蒼そう白はくになっていたが、心を決めたのかぐっと震えを抑おさえている。

　バルキスは無言でマルジャーナを見下ろしていたが、ややあって口を開いた。

「──十年前に姫についてエルサムへ来たときはまだ子供だったが、大きくなったこと。言葉を交かわすのは初めてだが」

「わたくしも、こうしてお言葉を賜たまわることになろうとは思いもよりませんでした。お招まねきいただきましたことに深く感謝し、妃バルキス様に平安と真心とをお贈おくりいたします」

「また、汝の上にも平安と神の祝福あれ。そなたの部屋は妾の後宮に用意させておる。ザイン、お前はジャスミン姫とご夫君を客殿へご案内しておくれ」

　じっと気配を消して控ひかえていたザインが畏かしこまって頭を垂れ、バルキスは侍女達を引き連れ客間を出て行った。

　表だって攻こう撃げきし叩たたき出すわけではないが、歓迎されてもいない────。

　安あん堵ども落らく胆たんもできない顔合わせが終わった。
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　夫婦で訪れているジャスミンとルーダイナは、バルキスの後宮ハリムに入ることはできない。

　ライラはルーダイナがつけてくれた二人の妖霊ジヤンの侍女を伴ともない、マルジャーナの後について後宮へと向かった。

　いくつかの門を越え、金で縁ふち取どられた黒こく檀たんの扉の前で宦官が鍵かぎの束たばを取り出す。

　重く巨きよ大だいな扉が開かれると、世界が一変した。

　ここに来るまで通ってきた回廊から打って変わって、高く白い円まる天てん井じようの広間が現れる。そこは柱もなく、磨みがかれた白大理石は鏡のように光を映し開放感に溢れていた。

　そんな美しい広間に、奴隷娘を左右に従えた一人の女がいた。

　年はマルジャーナと同じ二は十た歳ちほどに見える。面紗ヴエールだけを被った、薄うす茶ちやの瞳が上品な落ち着いた雰ふん囲い気きの美女だ。

「ようこそお越しくださいました、シャールカーン殿下に選ばれた幸運なお方。わたくしどもは皆、マルジャーナ様のおいでをお待ち申し上げておりました」

　洗せん練れんされた優雅な物腰で礼をし、娘はマルジャーナを見つめる。

「バルキス様の命により、シャールカーン様のお側そばで侍じ女じよ頭がしらを務つとめておりましたフェトナーと申します。マルジャーナ様のお話は殿下からずっと伺うかがっておりましたので、お会いできて本当に嬉しゅうございます。どうぞこちらへ、お部屋にご案内させていただきますわ」

　笑顔のフェトナーの後に続き、ライラは興味深く後宮を見渡した。

（そうだわ。バルキス様の後宮ということは、シャールカーンが育った場所でもあるのね）

　乳ち兄弟きようだいのザインもここにいたのかもしれない。そう考えると、見る物全てに不思議と胸が高鳴った。

「殿下は十四歳までこちらでお暮くらしだったのですよ。ムスナド帝王が後宮へお渡りになることはほとんどございませんでしたから、殿下のご成長は私どもの慰めでしたわ」

　懐なつかしむように言い、奥へと進んだフェトナーは南の一角で足を止める。

「こちらがマルジャーナ様のお部屋になります。あなた様のためにバルキス様がご用意くださったのですよ」

「まあ……！」

　マルジャーナとライラは同時に声を上げ、一歩部屋の中へ足を踏み入れた。

　南の中庭に面した、広く風通しの良い部屋だ。

　窓の外に広がる庭は掃はき清きよめられ、涼すずしげに打ち水がされてある。たわわに実みのった果実が重そうに枝をしならせ、ありとあらゆる花が咲き乱れるさまは楽園のようだ。

　室内の床には花鳥を描いた鮮あざやかな大絨毯が隙すき間まなく敷かれ、象ぞう牙げの寝ね椅い子す、天鵞絨ビロード張ばりの調度品、絹のクッションや黄金の盆に置かれた翠緑玉エメラルドの水差しなど、どれもが一級品だと分かる。

　奥には広い寝しん所じよが見え、絹の帳とばりが下ろされた立派な寝しん台だいが据すえられていた。

　目に映る全てが美しく、ライラは鼻び腔こうをくすぐる典雅な香りに視線を巡めぐらせる。

「なんでしょう、とてもいい香りが……」

　麝じや香こうに似ているが、もっと深い。香こう炉ろを探したが見当たらず、首を傾かしげるとフェトナーが優ゆう美びな手でいくつかある燭しよく台だいを示した。

「香りは竜りゆう涎ぜん香こうですわ。蠟ろう燭そくに混まぜてあるのですが、火がなくても香りがしているのでしょう」

　香の名を聞き、マルジャーナが「まあ……！」と目を瞬またたく。

　竜涎香は希き少しようで庶しよ民みんの市場では出回らない香料だ。教主カリーフアの後宮にいたマルジャーナにとっても高価なものらしく、風ふう雅がさにライラは心を躍おどらせた。

（このお部屋もそうだけど、バルキス様は意外とお優しい方なのかしら？）

　先ほどの対面では歓迎しているふしはなかったが、この部屋を見ると来らい訪ほうを心待ちにしていたのかと考えてしまう。

　マルジャーナも感動の面おも持もちで部屋を眺め、厚く礼を述のべた。

「妃セツト・バルキス様のお心こころ遣づかいに感謝いたします。とても素敵なお部屋ですわ」

「マルジャーナ様は特別なお方ですから当然のこと。もしお疲つかれでなければ後宮をご案内させていただきますが？」

　フェトナーの申し出をありがたく受け、ライラとマルジャーナは浴場ハンマーム、中庭、礼れい拝はい所じよ、談話室、と生活に必要な場所を一通り案内してもらった。




　戻ってきたときには夕食の用意がされており、部屋には水すい晶しようのランプが明あか々あかと輝いていた。

　絹の卓たく布ふが敷かれ、上には金の皿に載のった様々な料理が置かれている。

　フェトナーは下がり、代わりに四人の侍女と五人の女奴隷がマルジャーナの側についた。

　琵琶ウーデイを持った女奴隷達が流りゆう麗れいに音を奏かなで、四人の女官はかいがいしくマルジャーナの世話を焼いていく。

「マルジャーナ様は本当にお綺き麗れいな方ですこと。シャールカーン殿下から何度もお話を伺っておりましたが、想像よりずっとお美しくて……」

「お仕えすることは生しよう涯がいないと思っていましたが、こうしておいでいただくなんて嬉しいことですわ。心を込めてお世話させていただきます」

　女官達の笑顔は明るく、口く調ちようには棘とげも悪あく意いも感じられない。

　しかし言葉一つ一つを吟ぎん味みすれば、好意を素直に受け取るライラでさえ背筋がぞわぞわしてしまった。

（バルキス様の後宮だけど、ひょっとしてシャールカーンの奥さんになることを目指していた人達がいるのかしら）

　シャールカーンはここで暮らしていたのだから、考えられないことではない。

　帝王ムスナドが後宮に来ることはあまりなかったと言っていたし、仮に寵ちよう愛あいを得られたとしても敵に回るのはあの正妃バルキスだ。ならば帝王はあきらめ、王子の妃なり側そく室しつなりを目指した方がよほど住みやすいに違いない。

　ちらりとマルジャーナに目を向けたが、笑顔を絶たやさず淑しとやかに食事を進めている。

（さすがマルジャーナだわ。私なら食欲がなくなってしまいそう……）

「ライラ様はご出身はどちらですの？　姫君セツト・ジャスミン様にお仕えして長いのですか？」

「!?　はっ、はい！　あの、アムルの村です！」

　思考に耽ふけっていたところに突然話を振られ、ライラは危あやうく手に持った水差しを取り落としそうになった。なんとか摑つかみ直し、平静を取り戻して会話に加わる。

「出身はバスラムに近い、小さな村です。半年ほど前にご縁えんがあって、ジャスミン姫にお仕えすることになりました」

　設定どおりのことを答えれば、四人の女官は呆あつ気けにとられたように目を瞬き、やがて意地悪く笑った。

「まあ、半年！　ではやはりバルキス様の宴うたげはお断りして正解でしたわね」

「本当に。ジャスミン様もお恥はずかしいでしょう」

（バルキス様の宴？）

　話が分からず訝いぶかしむライラに、女官達は懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれた。

「今夜はバルキス様がお客様をもてなす宴を開いておられます。姫君ジャスミン様やご夫君のために。当然シャールカーン殿下もご出席なさいますわ」

「宦官長様からマルジャーナ様にお伝えするよう申しつけられましたが、お疲れのようでしたので私どもでお断りさせていただきましたの」

「なんですって!?」

　叫さけんで腰を浮かせたライラに、女官達はクスクスと笑う。

「お話を伺い、ライラ様の助けになったかと思うと嬉しゅうございますわ」

　猛もう烈れつな怒いかりと共に、全身の血の気が引くような恐きよう怖ふを感じた。

（ひどい……ッ！）

　いうなれば、バルキスがマルジャーナのために開いてくれた宴だ。それを断るなど、集まった貴族達にどれほどマルジャーナが礼のない人間だと誤ご解かいされたことか。

「皆様方……ッ！」

「お待ちになって、ライラ」

　怒りのまま詰め寄ろうとしたライラだが、柔やわらかい声にハッと姿勢を戻した。

　マルジャーナはにこりと四人の女官に微笑み、軽く頭を下げる。

「お気き遣づかいいただきまして、ありがたいことですわ。確かに私、疲れてしまって……。後のちほど私よりバルキス様にお話しさせていただきますわ。私の様子を慮おもんぱかって、女官の皆様がお断りを入れてくださったと。ねえ、ライラ？」

　美しい琥こ珀はく色いろの瞳に、「落ち着いて」と諭さとされ、ライラは乱されかけた心が急きゆう速そくに静まっていくのを感じた。

（そうだわ、もう起こってしまったこと。この女官達に食ってかかっても何も変わらない）

　怒りを抑えたライラとは対たい照しよう的てきに、女官達はそわそわと目め配くばせし合う。

　互いに責任を押しつけ合うような無言の応おう酬しゆうが行われ、「で、では、そのお使いはわたくしどもがさせていただきますわ」と言い出す始し末まつだ。女官を敵に回すのは得とく策さくでないと判断したのか、マルジャーナは微笑みで反はん撃げきを終わらせる。

　一気におとなしくなった女官達を見て、ライラはマルジャーナの手て際ぎわに心底感かん嘆たんした。

（本当に、後宮って機き転てんがきかないと生きていけない世界なのね）

　なかなかに難むずかしい。まず賢さと冷静さが求められるのだな、と反省したとき。

「ひっ！」

　マルジャーナが鋭い悲鳴を上げ、手にしていた黄色いサフラン飯めしを振り払った。

「マルジャーナ!?　様！」

　ぎりぎり敬けい称しようを付け、ライラは絨毯の上にこぼれたサフラン飯を目で追う。

　マルジャーナが払はらった飯には、節ふしのある折れた黒い足が見える。

「まあ、虫！」

　ライラは素早く黄色に色づけされた飯の大皿を取り、指で探った。案あんの定じよう、中から小指ほどの黒い昆こん虫ちゆうの死し骸がいが現れる。

　触しよつ角かくをつまんで抜き取れば、女官だけでなく演奏の手を止め見守っていた女奴隷達からもすさまじい悲鳴が上がった。

「いやぁあああッッ！」

「持ち上げないで！　こっちへ来ないでッ!!」

「素す手でで持つなんて最低よッ！　さっさと捨てて！」

　全員が一いち目もく散さんに距離を空あけ、淑やかさをかなぐり捨てて絶ぜつ叫きようしている。何気なく手にしたのだが、予想外の大騒ぎにライラの方が呆気に取られてしまった。

（普通に野山によくいる虫なんだけど……）

　あまりに怯おびえられ、ライラは途と惑まどいながら虫の死骸を中庭へ放り捨てた。パンパンと手を払はらい、笑顔で席に戻る。

「宮殿でのお食事も虫が入ることなんてあるんですね。マルジャーナ様、毒どく虫むしではないですけど、ご飯は変えてもらった方がいいかもしれません」

「当たり前でしょう!?　食べる気だったの!?」

「虫の入った食事よ!?」

　女官達から怖おぞ気けが走ると言わんばかりの悲ひ鳴めいと抗こう議ぎの声が上がり、ライラは予想以上の反はん響きように慌あわてて平伏した。

「申し訳ありません、ただの虫でしたので。もったいないですし、虫は取り除のぞけばいいので私は食べていました」

　いやああああぁぁ──ッ、という絶叫が上がりライラは当とう惑わくした。

　ライラの村が田舎いなかだったためか、食事に虫が入ることなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。しかも田舎の虫は全体的に大きい。都の虫とは小さいものだなと感かん慨がい深ぶかく思ったのだが。

　辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの相を呈ていし、マルジャーナを見ればなぜか口許を押さえ肩を震わせていた。吐はきそうというわけではなく、おそらく笑いを堪こらえているのだろう。

　ややあって顔を上げたマルジャーナが、口許をむずむずさせていたからだ。

「そ、そうですわね、ライラの言うようにただの虫。でもご飯はもう結けつ構こうですわ」

「あ、はい。かしこまりました」

　平然と皿を片づけだしたライラに、一人の女官が悔くやしげに顔を歪ゆがませた。

「あなたは小さな村の生まれだとか。さすがに鄙ひなの方は図太くていらっしゃること！」

「ありがとうございます」

　薬として扱あつかうこともあるし、虫や小動物の扱いにはそれなりに自信がある。

　気き真ま面じ目めに頭を下げれば、女官の頰にさっと怒りの朱しゆが走った。

（あ……！）

「では、お食事は下げさせていただきますわ。マルジャーナ様、良い夜を過ごされますように」

　つんと尖とがった口調で皿を持った女官と女奴隷達は退たい出しゆつし、ライラはやっと気がついた。

（そうか、嫌いやがらせだったんだわ……）




「もう、子供みたいなことをするのね！」

　夜になって、やっとマルジャーナと二人きりになれたライラは、呆あきれ果はてて脱だつ力りよくした。

　シャールカーン、ジャスミン、ルーダイナは宴に呼ばれ、こちらは虫入りの食事を饗きようされるとはあんまりだ。

「ひょっとして、これもバルキス様の指示なのかしら？　早く出て行けっていう」

「いいえ。おそらく違いますわ」

　キッパリと否ひ定ていし、マルジャーナは注意深く周囲を見回す。

　部屋には二人だけだ。ルーダイナの妖霊達はマルジャーナに命めいじられ、部屋の外から不ふ審しん者しやがいないかどうかを探っている。報告がないということは、密ひそかにライラ達の会話を盗ぬすみ聞きしている者はいないだろう。

「全て女官達だけでしたことでしょう。ささやかな嫌がらせですわ。……ライラには効ききませんでしたけども！」

　言うなり、マルジャーナは口許を隠して吹き出す。

「女官の驚いたお顔がもうおかしくて……！　気が張っていましたけど、ライラのおかげで笑う余よ裕ゆうができましたわ」

「すごい叫び声だったものね。ふふ、私なら虫でも蜥蜴とかげでも蠍さそりでも大だい丈じよう夫ぶよ。安心して」

　この程度のいじめなら何ほどのことでもない。

「でも、おかげで後宮の人達に毒どく見みを申し出るいい口実になったわ。マルジャーナ、あなたさえよければやっぱり毒見は私にさせて？　せめて食事ぐらい安心してしないと、あなたが疲れ果ててしまうわ」

「いけません、ライラ！」

　血けつ相そうを変えたマルジャーナを制し、ライラは微笑んだ。

「大丈夫よ。私はこれでも薬くす師しだったのよ？　妙みような味がするものなら吞み込む前に気づけるわ」

　長い年月を一緒に過ごしたわけではないが、ライラはマルジャーナが小さな虫に怯える女性ではないと知っている。普段のマルジャーナなら目を丸くしただけで、自分で死骸を取り除いていただろう。

（あれは神しん経けいを尖らせすぎて、過か剰じように反応してしまったんだわ）

　外からでは分かりにくいが、相当緊張していたに違いない。

　気疲れの原因となるものは、極きよく力りよく自分が引き受けて取り除くべきだ。強引に毒見の話を終わらせ、ライラは両手を打ち鳴らした。

　打ち終わるとほぼ同時に、部屋の中に二人の背の高い女性が音もなく姿を現す。周囲に人がいないときのみ、こうして空気に溶とけるように移動するのはルーダイナから借り受けている妖霊だ。

　どちらも金色の髪を高く結いあげ、闇やみ夜よに輝くような黄金の瞳、一人が褐かつ色しよくの肌、一人が白い肌を持っている。

「お呼びでございましょうか、ライラ様」

「御ご下か命めいあらば、仰おおせに従いまする」

　物語の女武者アマゾンのようにきびきびと頭を垂れる妖霊の姉し妹まいに、ライラは優しく声をかけた。

「夜の間、マルジャーナのことをお願いね。私は隣の部屋にいるから、何かあればすぐに呼んで」

　本当は夜通し側にいたいところだが、マルジャーナと再さい三さん話し合った末、ライラはちゃんと睡すい眠みんを取ることにされてしまった。昼間の業ぎよう務むに差さし障さわりが出てもいけないし、侵しん入にゆう者しやを捕とらえることにかけては妖霊姉妹は信用できる。

「マルジャーナが入室を許可するようなら側について。許可なしに入ろうとするなら捕らえてちょうだい」

　昼間の訪問者に関してはライラとマルジャーナが相手をし、妖霊姉妹が前面に出ることは決してない。だが、夜間に許可なしに侵入するなどろくでもない輩やからに決まっている。妖霊達の多少荒い出迎えでもかまわないだろう。

　ライラの命令に、姉妹は神しん妙みようにうなずいた。

「必ずやお言葉どおりに」

「手しゆ段だんは問いませぬ」

「と、問うてほしい……。ごめんなさい、命令を変えます。怪け我がとかはさせない方向で」

「かしこまりました」

「一いち撃げきで仕し留とめてご覧らんにいれまする」

「仕留めないで──っ！」

　慌てて姉妹に縋すがりつけば、マルジャーナがくすくすと笑い出す。

「誰か来たら足止めして、私を起こしてくださいな。でもあなた方に危害を加えようとするなら戦って、捕とらえてください。怪我はやむをえませんが、絶対に殺してはいけませんよ」

「お言葉承うけたまわり」

「仰せに従いまする」

「うぅっ……、マルジャーナ様のご命令どおりに……！」

「まあ！　ライラったら」

　伝えたかったことをちゃんと言葉にしてもらい平伏すれば、マルジャーナが思わずというように笑顔になった。

　義ぎ理りではなく、本当に楽しそうな笑顔を見てライラは内心胸を撫なで下ろす。

（とりあえず、少しは安らげたかしら？）

　この先何が起こるか分からないが、ライラが側にいる間だけは緊張を解いてもらいたいものだ。

　今日の収しゆう穫かくは毒見の権利。そして、宮殿の催もよおしはちゃんと確認すること。

　こうして、エルサム宮での初日は比ひ較かく的てき無事に過ぎた。
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　翌日。

　侍女頭フェトナーがマルジャーナのもとを訪れたのは、朝の礼拝が始まる早朝だった。

「ムスナド陛へい下かの治ち癒ゆの祈き禱とうを行います。マルジャーナ様もどうぞ陛下のお部屋へ」

　まだ顔を洗い身だしなみを整えたばかりのマルジャーナに、フェトナーは畏まってそう述べた。

　まだ滞在二日目。予想より早く訪れた機会にライラとマルジャーナは顔を見合わせるが、もちろん断る理由はない。

「陛下にお目通りが叶かない、私も嬉しゅうございます。謹つつしんで参らせていただきますわ」

　帝王スルタンは重じゆう態たいのため、早く会わせた方がいいと判断されたのだろう。マルジャーナは如じよ才さいなく答え、後宮ハリムを出るための大面紗ハバラーを纏まとった。

　見舞いに相応ふさわしい装いに替え、ライラとマルジャーナは妖霊ジヤンの姉妹を引き連れフェトナーに従って本殿へ向かう。

　フェトナーの他は女奴隷が一人従っているだけで、驚くほど少人数だ。まだ朝早いとはいえ宮殿内はひっそりとしており、警備の兵や人の姿も少ない。

　本当に帝王の部屋に向かっているのか不安になったが、すぐに美しい装飾の入った両開きの扉が現れほっとした。

　前に立つ黒衣の宮殿兵が扉を開き、中へ案内される。

　とたんに甘ったるい臭しゆう気きを感じ、ライラは眉まゆをひそめた。

　思わず息を止めるほど甘く、まとわりつくような濃こい香りだ。

（何かしら、この臭においは……）

　香りは部屋の奥へ向かうほど強くなる。鍵かぎのかかった扉を二つ潜くぐり、帳に覆われた寝台の前に出たときは息もできないほどとなっていた。

　顎布リサムをつけていなければ、耐えられなかったかもしれない。息を止めがちに様子を窺うかがったが、マルジャーナは少し青い顔をしていたものの、甘い臭いに関して何かを感じているようには見えなかった。妖霊姉妹に至いたっては無表情だ。

　室内には世話係のような数人の男女がいて、魔術師らしき長衣を纏った若い男性と導師イマーム、そして剣を提さげた壮そう年ねんの男性もいる。

「憐あわれみをかけ賜たもう神、慈しみ深い神カドルの御み名なにおいて。天地を創つくり賜うたカドルを称たたえ、我らは汝なんじのみを崇あがめ、汝のみに救いを求む…………」

　導師の声で祈禱が始まり、ライラは気持ち悪さを堪えて両手の間の地に額ひたいをつけた。

　香りのことを意識してはいけない。考えては思考が引きずられ、朦もう朧ろうとしてしまう。

　それでも考えずにいられなかった。吐き気がしそうな甘ったるさの中に、何か、嗅かいだことのある臭いが混ざっている。胸がむかむかし、胃の底から何かが込み上げてくる。

　懸けん命めいに堪えたが、気持ち悪さはひどくなっていくばかりだ。

（駄だ目めだわ、もう──！）

　限界だ、と思ったとき腕を引かれた。

「静かに出なさい」

　祈禱に紛まぎれるようなささやき声が聞こえる。滲にじむ視界に、いつの間に側に寄って来たのか四十代半ばほどの男性の姿が映った。寝台の側に立っていた、剣を提げた男だ。

　マルジャーナを置いて出ることはできない。目で拒きよ否ひしたが、男はなおも真剣な顔でライラの腕を引く。

「ここで倒たおれてはいけない」

　押し殺した声だが、それは確かに叱しつ責せきだった。

　男はライラが何かを言う前に無理やり立ち上がらせ、問答無用で部屋の外に引きずっていく。妖霊達がマルジャーナの側にいることをかろうじて確認し、ライラはなんとか自分の足で歩いて部屋を出た。

　男は足早に二つの扉を通り抜け、ライラを回廊へ連れ出す。

　途と端たんに清すが々すがしい風を濡ぬれた額に感じ、すごい量の冷や汗をかいていたことを知った。貧ひん血けつを起こす手前だったのか、耳鳴りがする。このまま座り込んでしまいたかったが、気力で堪えて呼吸を静めた。

「あの部屋で倒れたり吐いたりしてはいけない。悪くすれば処しよ刑けいされることがある。治ち療りようのために特とく殊しゆな香を焚たいているのだが、嗅きゆう覚かくのいい人間はやられてしまうことがあるのだ」

　深呼吸で胸の中の空気を入れ替え、ようやく吐き気の治おさまったライラは深く頭を下げた。

「ありがとうございます。本当に失礼をいたしました」

　そうして身を起こし、ライラはあっと声を上げた。

　頭には飾りのない白のターバンを巻き、上衣の上から美しい刺し繡しゆうの入った打うち掛かけを着ているのは、砂漠でシャールカーンを迎えに来たあの男性だ。

（確か、ヤハヤー様と……）

　ヤハヤーは顔色を持ち直したライラに、微かすかに安あん堵どの表情を見せる。

「マルジャーナ様の侍女だな。ジャスミン姫にお仕えしていると聞いたが、姫が魔神の国ジンニスタンに行かれた後もお仕えしていたのか？」

「はい。ルーダイナ様の宮殿でもお仕えさせていただいています」

　仕えるというより単純に一緒に生活をしているだけなのだが、間違いではない。

　噓うそではないので自然に言ったつもりだが、ヤハヤーは難しい顔で黙りこくりライラを見下ろした。

「あ、あの……？」

「君はそこで──」

　ヤハヤーが何かを言いかけたとき、ライラの背はい後ごに人の立つ気配がした。

「やあ、ヤハヤー。陛下のご容よう態だいはいかがだ？」

　柔らかな低い声がかかる。

　とっさにライラが振り返れば背後には一人の青年が立っており、ヤハヤーは礼儀正しく一礼した。

「本日もご容態は安定しておられます。お話しできるような状態ではございませんが」

「そうか。珍めずらしく陛下の部屋の扉が開いたから来てみたが、今日もお会いするのは無理か」

「残念ながら」

　それは背が高く、品のある男性だった。

　頭にターバンは巻いておらず、年はザインと同じ二十歳前後に見える。

　襟えり足あしにかかる少しだけ癖くせのある、美しい漆しつ黒こくの髪。この砂漠の国にあって、陽ひに当たったことがないのではないかと思うほど白い肌と、整った容よう貌ぼうが目を惹ひいた。

　高い鼻び梁りように薄い唇は凜り々りしく、だが、黒真しん珠じゆのような深く穏やかな瞳は甘い雰囲気を醸かもし出している。

　言葉も忘れ、ライラは呆ぼう然ぜんとした。

（なんて綺き麗れいな方……！）

　男性を相手におかしな感想かもしれないが、それ以外に形けい容ようできない。

　決して女性的なわけではなく、むしろ男性らしいのにそんな感想を抱いだいてしまった。

　見み惚とれてしまったライラに向け、青年が視線を巡らせる。思わずどきりと心臓が跳はねてしまい、目を逸そらそうとしたとき声がかかった。

「君、マルジャーナ様の侍女だね」

「は、はい！　そうです」

　なぜ知っているのかを考えたかったが、にこりと微笑まれ思考が回らなくなってしまった。ひとりでに頰ほおが熱くなる。相手が美しすぎて、見つめることも見られることも気恥ずかしく感じたのだ。

　しかし視線を外はずす機会を奪うばわれ、なし崩くずし的に青年と目を合わせる。

　そのとき、ふと不思議な気配を感じた。

（……妖霊ジヤン？）

　気配の源みなもとは、青年の胸元だ。

　それが何であるかを探り、ライラは納なつ得とくした。

（首飾りに魔術の力がかかっているんだわ）

　特に禍まが々まがしい気を感じるわけでもなく、元が人間だとかそんな物ぶつ騒そうな感じでもない。磨みがかれた黒くろ瑪め瑙のうの首飾りは〝普通の魔術の品〟といった印象だ。

（それにしても綺麗な方……。誰かに似ているような気もするけど……）

　誰だったかしら……、と考えたとき青年が苦笑した。

「瞬まばたきもしないね。食い入るように見る、とはこのことか」

「──！　し、失礼いたしました！　申し訳ありません！」

　とんでもない無ぶ作さ法ほうに気づき、ライラは仰ぎよう天てんして頭を下げた。

「本当に申し訳ありません、あまりにお綺麗な方だと思って……！」

「ありがとう。そう素す直なおに言われたのは久しぶりだな。君、名前は？」

「はい、あの、ライラと申します」

「マルジャーナ様の侍女なら妃セツト・バルキス様の後宮にいるんだろう？　私が門まで送ろうか」

「え？」

　唐とう突とつな申し出にライラは目を丸くし、すぐに首を横に振った。

「いえ、あの、ありがとうございます、でもマルジャーナ様が」

「ハールーン様、あなたはお部屋にお戻りください。この娘は私が後宮に送り届けます」

　ライラを腕で制し、ヤハヤーが前に進み出る。

　ヤハヤーの表情は和やかで、口調も柔らかい。それなのになぜか緊きん迫ぱくした雰囲気を感じ、ライラは素早く口を閉ざした。ヤハヤーの態度から、自分はしゃべってはいけないのだろうと悟さとったからだ。

「ヤハヤー。君こそ早く陛下のもとに戻ったほうがいい。この子は私が送ろう」

「ハールーン様、あなたはバルキス様の後宮に気軽に近づいてよい方ではございません。お部屋にお戻りを」

「やれやれ、私は本当に邪じや魔ま者ものらしい」

　青年が芝しば居いがかった仕し草ぐさで肩をすくめたとき、涼やかな声が三人の間に割って入った。

「そこで何をしているのですか」

（あ！）

　声だけでライラの顔がぱっと輝く。

（ザイン！）

　視線の先には見み慣なれた男の姿がある。名前を呼んで駆かけ寄りたかったが、ライラはハッと動きかけた足を止めた。

　ザインが竦すくむほど冷ややかな目をしていたからだ。

　ザインはライラの動きを視線だけで止め、そのままヤハヤーを睨にらみつける。

「陛下のお側にいなくていいんですか。戻ってください」

　丁てい寧ねいだが、まるでザインの方が身分が上のような率そつ直ちよくな言い方だ。

　ヤハヤーは少し目を瞠みはりザインを見つめていたが、怒りもせずうなずき、あの香りの立ち込める部屋へ帰っていく。

　ヤハヤーが機き敏びんな動作で去るなり、ハールーンが口を開いた。

「やあ、ザイン。久しぶりじゃないか」

　親しげな笑えみで語りかける男に、ザインは深々と頭を垂れる。

「ハールーン・アル・マハディー殿下の平安をお祈りいたします。ご挨拶に伺わず申し訳ありません」

　殿下。

　その敬称にライラは大きく息を吸い込んだ。叫びかけた声を吞み込み、一歩後あと退ずさる。

（────ハールーン殿下！　この方がシャールカーンのお兄様……！）

　誰に似ていると思ったのか、ようやく分かった。

　他の誰でもない。シャールカーンに年を取らせ、色いろ香かや精悍さを足せばハールーンだ。

　父親の血を引いているのだろう、情報をもらって見れば異い母ぼ兄弟とは思えないほどの相そう似じだった。

　立ち竦んだライラに向け、ザインは無む造ぞう作さに顎あごをしゃくる。

「ライラ、後宮に戻れ。マルジャーナ様がお待ちだ」

　これまで言われたことのない命令口調とその内容に途惑い、ライラはまごつく。

　そんなライラに、ザインが苛いら立だったような声で促うながした。

「何を突つっ立っている、行け。手を煩わずらわせるな」

「！　申し訳ありません！」

　ここは言われたとおり退ひいた方がいい。そう判断して身を翻ひるがえしたライラだが──。

「ライラ」

　呼び止められ、振り返った瞬しゆん間かんハールーンの腕が伸びた。

　ライラの手を取り、その掌てのひらに形のいい唇を落とす。
















「また後で」

「!?」

　口づけは一瞬だったが、ライラを驚きよう愕がくさせるには充分だった。

　どう対応すればいいのか分からず反はん射しや的しきにザインを窺ったが、ザインは全く何の反応も見せず、冷ややかな表情を崩さない。

「し……失礼いたします──」

　助け船を出してくれる様子はなく、そう言うのが精一杯で、ライラは慌てて一礼して回廊の角を曲がった。




「ザインは冷たいな。あの子はお前のことが好きなのに」




（──!?）

　角を曲がった途と端たん響いた言葉に、縫ぬいつけられたかのように足が止まった。

　進もうとしていた上半身だけが動き、体たい勢せいを崩したライラは大理石の壁に両手をつく。

　あの子は、お前のことが好きなのに──────。

（ど、どうして!?）

　心臓が滅め茶ちや苦く茶ちやに脈みやく打うち、ライラは唾つばを飲みこんで二人の会話に耳を澄ませた。

　態度に表したつもりはなかった。ザインと会話なんてほとんどしていない。ただ後宮に戻れと言われただけなのに、なぜ会ったばかりのハールーンにそんなことが分かるのか。

　激はげしく動どう揺ようするライラの耳に、さらに衝しよう撃げき的てきな言葉が聞こえた。

「迷めい惑わくですね。旅で会った女ですよ。たまたま近くにいたから、退たい屈くつしのぎで相手をしていたら勝手に好かれただけだ」

（えっ……）

　言葉が零こぼれそうになった。

　聞こえたのは誰の声だったのか。

　考えようとしたのに、上う手まく頭が回らない。

（今、なんて……？）

　誰の声だった？　なんて言った？

　心音がうるさく、頭の中が真っ白になった。

「可か哀わい想そうに。お前は本当に遊びばかりだね。私はあの子が気に入ったけど？」

「別にあなたが遊ぶのは自由ですけど、礼儀作法も教きよう養ようもないのでたいした相手にはなりませんよ。見み栄ばえもしないし、遊ぶならもっとましなのを選んではどうですか？」

　冷や水を浴あびせかけられたかのように、全身が凍こおりつく。

　そのまま立ち去っていれば、これ以上傷つくことはなかったかもしれない。

　だが、ライラは足を止めずにいられなかった。勝手に集中していく耳に、ハールーンの含ふくみ笑いが聞こえる。

「珍しい女を選んだなと思ったが、そうか、旅で出会ったのか」

「男慣れしていないから面おも白しろいかと思っただけです。存ぞん外がい簡単に落ちて拍ひよう子し抜けだ。本気で好かれては鬱うつ陶とうしいので、あなたが遊びたければ自由に遊んでください。私の時も簡単だったので、次もあっさりあなたのことを好きになると思いますよ」

（────────────！）

　聞いていられたのはそこまでだった。

　壁に縋り、ライラはよろめきながらその場を後にした。




　どこをどう歩いてきたのかも分からず、気がつけば後宮に戻ってきていた。

　──たまたま近くにいたから、退屈しのぎで相手をしていた。

　ザインの冷さめた声が耳から離れない。

（本当に……？　本当にそう思っていたの？）

　心臓がどくどくと脈打ち、震えが止まらなかった。

　ずっと、そんなふうに思われていたのだろうか。

　あの旅で、ただ側にいただけ。ライラを選んで好きになったわけではなく、近くにいれば誰でもよかった。ライラ以外の女がいれば、同じようにその人を優しく甘やかし、あんなふうに口づけもしたのだろうか。

　自分のことを好きになれば面白い、と────。

（いいえ……！）

　月の丘でのことを思い出し、ライラは懸命に崩れかけた足で踏みとどまった。

（いいえ、いいえ、噓だわ！　きっと何か理由があって言っただけよ……！）

　そうだ。ザインは月の丘で言ったではないか。

（私のことが好きだって……、でも人に言ってはいけないって！）

　だからハールーンにあんなことを言ったのだ。

　あれは本心ではないし、関係を隠さなければいけないから。

　理り屈くつは分かる。

（……どうして……？）

　ただ、そうまでして隠さなければいけない理由が分からなかった。

　ライラが身分のない村娘だからなのか。作法のなっていない、教養のない娘だから皆に知られるのを恥じているのか。それとも──

（本当に遊びだったから────？）

　ザインの声は本気で蔑さげすみと苛立ちに満ちていて、噓のようには聞こえなかった。

　壁についた腕に水すい滴てきが落ち、ライラは驚いて濡れた長衣の袖そでを見つめた。

　ぱた、ぱたと水の粒つぶが次から次へと落ち、ライラは呆然と自身の両掌でそれを受け止める。

「…………泣いてるの……？」

　まるで他人に尋たずねるかのように、ライラは頰を流れ、掌へと落ちてくる涙を見つめていた。
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　その日から、ライラはあまり眠ることができなくなった。

　ずっとザインの言葉を考え、否ひ定ていし、やはり傷つく。その繰くり返かえしばかりで、もう考えるのはやめようと思っても上う手まくいかず、思考から消すことはできなかった。

　エルサム宮に来て七日経たつが、マルジャーナも同じように元気をなくしていった。

　今は政せい務むが忙いそがしいらしく、話し合いを少し待ってほしいとバルキスから申し出があったのだ。そのためライラ達はシャールカーンやジャスミンに会うこともできず、ほとんどを気の滅め入いる後宮ハリムで過ごしていた。

　マルジャーナのために用意した菓か子しは今日も手つかずで残されており、厨ちゆう房ぼうから帰る道すがらライラは重いため息をついた。

（いつまで待てばいいのかしら。せめてシャールカーン達と話し合う時間が持てれば……）

　そうすれば、マルジャーナも元気を取り戻すに違いない──。

　最近のマルジャーナは食事をほとんど残し、どこか虚うつろな表情でうなだれている。そんな彼女にザインのことを相談するわけにいかず、ライラも気き丈じように明るく振ふる舞まうしかなかった。

　食事に混まぜられるのは主おもに虫や塵ごみなどで、毒どくが混ぜられることはない。だが幾いく度どかマルジャーナの部屋に男が侵しん入にゆうしようとしたことがあった。

　当然のごとく妖霊ジヤン姉し妹まいによって撃げき退たいされたが、一時も気を抜けない。捕とらえた男達は何もしゃべらないため、申し訳ないが近きん隣りんの町に放り出すという方法をとらせてもらった。些さ細さいな嫌いやがらせも多く、いちいち相手をするのも疲つかれる。

（このままじゃマルジャーナが参ってしまうわ。何か元気づけられる方法は……）

「ねえ、あなた」

　廊ろう下かに出たところで気安く肩を叩たたかれ、ライラは驚おどろいて振り返った。

　見れば、五人の女によ官かんがライラの周まわりに集まっている。

「あなたでしょう？　ジャスミン姫にお仕つかえしている侍じ女じよって」

「は、はい。そうですが」

　いずれも二は十た歳ち前後の、見覚えのない女官だった。揃そろいも揃って美しく、艶なまめかしい肢し体たいをしている。

「あなた、ザインと一いつ緒しよに暮らしているんでしょう？　あなたが今の彼の恋人なの？」

「ええ!?」

　驚く暇ひまもなく、女官達は矢や継つぎ早ばやに質問してくる。

「ねえ、ザインは来ないの？」

「ヤハヤー様がシャールカーン殿でん下かのお迎えに上がったって本当？」

「陛へい下かのお側そばを離れたってことでしょう？　本当にヤハヤー様だったの？」

「あ、は、はい」

　とりあえず後半の問いにうなずき、ライラは改めて女官達を見つめた。

　なぜ後宮という閉ざされた世界にいるのに情報が出回っているのか、不思議だ。

（見たこともない方々だし、ひょっとしてバルキス様の側そば仕づかえなのかしら）

　それなら情報を知っていることにも、ライラと面めん識しきがないこともうなずける。

　ライラが見つめれば、女官達もじろじろとライラを眺ながめた。

「あなた、ヤハヤー様がどんな方かご存ぞん知じなの？」

「いえ。ムスナド陛下の護ご衛えいの方だと……」

「まあ！」

　甲かん高だかく叫さけばれ、びくっとしてしまった。女官は嘲あざけるように目を細める。

「ヤハヤー様はムスナド陛下の侍じ従じゆう武ぶ官かんよ。それも筆ひつ頭とう」

「陛下がどの大臣ワジールよりも信頼なさっているお方なのよ」

　侍従武官は字のとおり側仕えの護衛官だが、帝王スルタンのものとなると規き模ぼが違ってくる。軍とは別の権けん力りよくを持つ一隊であり、常つねに帝王の側にいるため関係が密みつ接せつになりやすい。

　その筆頭ともなれば、帝王に直接意見をしたり政治について相談されることもあるはずだ。

（どうりで……！　シャールカーンが驚いたはずだわ）

　国軍の将しよう軍ぐんではなく、ヤハヤーをシャールカーンの迎えに送ってきたとなると不ふ穏おんな意味が生しようじてくる。

（帝王様はもう軍を動かせなくなっているのかしら。それとも信頼していない……？）

　いや、ムスナド帝王の容よう態だいを見る限り、国軍と対立しているのはバルキスか。

「あなた、ザインから何も聞いていないの？　ヤハヤー様はザインのお父様なのよ」

「え!?」

　予想だにしなかった言葉に、ライラは弾はじかれたように顔を上げた。

（ヤハヤー様が、ザインのお父様……!?）

　帝王の侍従武官筆頭────。

　ザインがそれなりの身分だとは予よ測そくしていたが、想像していたどれとも違っていた。

「まあ、親子といってもほとんど会話のない間あいだ柄がらですけどね」

「……仲が悪いのですか？」

　ヤハヤーに対するザインの冷ややかな態度を思い出してライラが問えば、女官達は思い思いにしゃべりだした。

「アズィーザ様のことがあってからは絶ぜつ縁えん状態ね」

「駄だ目めよ、軽々しくお名前を出しては。もう尊とうといお方になられたのだから」

「いずれは正妃エル・サイエダ・アズィーザ様とお呼びすることになるのでしょうね。羨うらやましいお方だわ」

（正妃……。いずれは、ということはアズィーザ様とは太たい子し様のご正妃なのかしら？）

　世に多くいる妃のうち、『正妃エル・サイエダ』の敬けい称しようを冠かんするのはバスラムの教主カリーフアの正妃だけだ。

　現在はジャスミンの生せい母ぼがそう呼ばれており、〝いずれは〟と噂うわさされる女性ならばおそらくジャスミンの兄である太子の正妃なのだろう。

（そのお妃きさき様と、ザインに何か関係があるの……？）

　心がざわめく。

　どうしても憂ゆう鬱うつになることを考えてしまうライラに、疑わしげな女官の声が響いた。

「ねえ、本当にあなたザインの恋人じゃないの？」

「違います」

　二度目の問いかけだったせいか、アズィーザなる女性が心を冷やしてくれたおかげか、ライラは落ち着いてザインとの約束を実行した。

「私はザイン様と一緒に、姫君方にお仕えしているだけです」

「あらそう……。でもそうよね。ごめんなさい、いくらなんでもあなたみたいな人を相手にするほど困ってはいないわね」

　嘲ちよう笑しように、先日のザインの声が重なる。

　作さ法ほうも教きよう養ようもない、見み栄ばえのしない娘────。

「あの、私マルジャーナ様のところへ……」

　ザインのことはもう聞きたくない。震える声を抑おさえ言ったが、しかし、しなやかな手がライラの腕に絡からんだ。

「待って、ザインは今どんな暮らしをしているの？　もっと話を聞かせてちょうだい」

「ねえ、私も彼の暮らす場所へ連れて行って。私がこの後宮で一番ザインとのつきあいが長かったの。彼のことならなんでも知っているわ」

「いやだ、この後宮でザインと関係を持ったことのない女なんていないでしょう？　一番長かったのは私よ」

　聞きたくない。

　逃げようとしたとき、一人の女官の言葉がライラの心臓を貫つらぬいた。

「あら、私なんてザインが大臣ワジールの姫と結婚した夜に一緒にいたのよ。あなたはその時選ばれなかったでしょう？」

　殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受け、ライラは思わず足を止めてゆっくりと繰り返した。

「……ザインが……、結婚……？」

　もう言葉遣づかいに構かまう余よ裕ゆうがなかった。

　愕がく然ぜんとしたライラに、女官達は勝ち誇ほこったように唇くちびるを吊つり上あげる。

「ええ。二回したけどどちらも離り婚こんしたわ」

「離婚というのはおかしいわよ。婚こん礼れいの夜に花嫁のもとを訪れず私と一緒にいただけですもの。ヤハヤー様もお相手の姫君のお父様もそれはそれはお怒いかりで、私も楽しかったわ」

「あなたは優ゆう越えつ感かんに浸ひたれていいでしょうけど、あのときはシャールカーン様やバルキス様が庇かばって大変だったのよ？　アズィーザ様のことがなくても、ヤハヤー様はザインを絶縁なさっていたでしょうね」

「まあ！」

　一いつ斉せいに甲高い笑い声が起こり、ライラは血の気の引いた顔で女達の笑顔を見ていた。

　脳のう内ないの処しよ理りが追いつかない。

　後宮の女達のほとんどと関係を持ち、二度結婚して、どちらの結婚式も放り出して他の女の部屋にいた────？

（待って……、待って、これは誰の話……？）

　ライラの知るザインと、この女達の語るザインは同一人物なのだろうか？

「あなたもザインのことが好きなんでしょう？」

　決めつける口く調ちように、ライラは必死で首を横に振った。

　いいえ、いいえ、違います。

　そう口にしたはずなのに、唇は何も動いていなかった。

「ザインのすることに口出ししちゃ駄目よ？　彼が他の女と遊んでも黙っていなさいな。怒ったり恨うらんだりすれば鬱うつ陶とうしがられるだけよ」

「だから後宮の女はザインの弱みを握にぎろうとするのよね。それで繫つなぎとめた女官が何人かいたもの」

「嫌きらわれるだけなのに、必死になって！　惨みじめったらしいたらありゃしないわ。ザインには笑顔で自由にさせて、女の方を痛めつけるのが正しい繫ぎ止め方よ」

　凍こおりついたライラに、女官達はますます笑顔になった。

「ザインはね、この後宮で育ったの。どういう男に育つか想像つくでしょう？」

　──大声で叫べたら楽だったのに。

　ライラはただただ立ち竦すくみ、傷つくことしかできなかった。

　ザインが女性に手て馴なれていることぐらい分かっていた。

　いくら自分に経験が全くなくても、それぐらいは感じ取れる。

　触さわることに躊ちゆう躇ちよもないし、口づけだって簡単にしてくる。耳に甘い言葉もたくさん言ってくれるし、優しい仕し草ぐさでライラの心を蕩とろかせてくれる。

　こんな田舎いなか娘むすめと違って経験がたくさんあるんだろうと思っていた。

　エルサムに行けば、きっと昔の恋人ぐらいいる。そんな話を耳にするかもしれないし、もしかするとその女性と顔を合わせることになるかもしれない。

　それも仕方のないこと。

（────それぐらいは仕方のないことだと思っていたのに──！）

　こんなことなら何も聞きたくなかった。知らないままでいたかった。

　声を出すこともできなくて、礼もせず背中を向けたライラの耳に呆あきれたような、いや、むしろ憐あわれむような嘲笑が響いた。

「あなた、ザインのことを本当に何も知らないのね」

（ああ────！）

　悪意に満ちた声に、ぐらりと身体からだが傾かしぎかけたときだった。

「ライラ？」

　暗くら闇やみに吞のまれそうになった頭に、水を打つような清せい涼りような声が響いた。

　涙で滲にじむ視界に、天女フーリーのような美しい姿が映る。

「ジャスミン姫……！」

　五人の女官が慌あわてて口を噤つぐみ、急いでその場に平へい伏ふくする。

　侍女達を引き連れたジャスミンは華はなやかに微笑ほほえみ、嬉うれしそうにライラの手を取った。

「マルジャーナに会いに行こうと思っていたのよ。案内してくれるかしら？」

「ジャスミン姫……！」

　小さな手の温かさに、ライラの凍りついていた身体がゆっくりと熱を取り戻していく。

　縋すがりつき、声を上げて泣きたい気持ちを堪こらえライラはうなずいた。

　マルジャーナの部屋へ向かう間ずっと手を繫ぎ、ジャスミンはそれとなく、シャールカーンが政務を任され手が空あかないことを教えてくれた。

「私もやっと大臣のお嬢じよう様さま方との挨あい拶さつが済すんだのよ。今日は絶対にマルジャーナと会いますって宣せん言げんして客きやく殿でんを出てきたの」

　つまり、シャールカーンもジャスミンも監かん視しがついて足止めされているということだ。

　はっきり言わないのは、ジャスミンの側には妖霊の侍女だけでなく、エルサム宮の宦かん官がんもいたからだろう。きっと、マルジャーナの部屋に行っても三人だけにはなれない。

　心中で落らく胆たんしたライラだが、マルジャーナの部屋に到とう着ちやくしたジャスミンは腰こし帯おびから身に着けていた物を取り外はずした。

「ライラ、これを」

「──あっ……」

　手渡されたものに、ライラは大きく息を吞んだ。

　ジャスミンは柔やわらかに微笑む。

「私は夕ゆう刻こくまでマルジャーナとお話しします。あなたのお部屋で磨みがいて、後で私に届けてちょうだいな。私のとても大切な物なの」

「ジャスミン姫……」

　渡された銀のランプを胸に抱いだき、ライラは涙を堪えて頭を垂れた。




　与えられた侍女部屋に一人で戻り、ライラは銀のランプと向かい合った。

「ライラよ」

「ルーダイナ……！」

　優しくも懐なつかしい声に涙が溢あふれ、ライラは嗚お咽えつを漏もらした。

　ルーダイナをぎゅっと胸に抱かかえれば、落ちた涙がルーダイナの上を伝う。

「ライラ、何があったのだ？　顔色が悪い。ちゃんと眠り、食べているか？」

　心配そうな声に、強がろうとしていた心が砕くだけてしまった。

「ルーダイナ……！　怖こわい……！　私、本当に来るべきじゃなかったのかもしれない……！」

　あまりにも自分とかけ離れた世界で、起こる出来事にも感覚にもついていけない。

　ここ数日で自分が変わってしまったような気がして、わけもなく悲しくなった。半月前に戻りたい。月の丘に──いいや、故こ郷きようである小さなアムルの村に帰りたかった。

　ルーダイナはしばらくライラの泣くままに任まかせていたが、やがて静かに言った。

「相変わらずここは淀よどんでいる」

　同調してくれる人がいると思うとまた涙が溢れ、ライラは声を上げて泣いた。

　どれぐらいそうしていただろうか。

　ひとしきり涙を流し、ライラはやっと一息ついた。

　頭はガンガンするし、目も真っ赤でひどい顔だ。それでも心は少しすっきりした。

「ごめんなさい、ルーダイナ。ものすごく濡ぬれちゃったわね」

　ずっと胸に抱だいたまま泣いたので、銀のランプはびしょびしょだ。

　手近にあった布で拭ふけば、ルーダイナは温かい声で笑う。

「なに、お主ぬしが元気になればそれでよい」

「うん。ありがとう」

　ライラが落ち着いたのを見て、絨じゆう毯たんの上に降りたルーダイナは細い灯とう火か口ぐちを上げた。

「後宮で何があったのだ？」

「いろいろ。食事に虫や塵を入れられたり、蒲団マトラーに針はりを仕込まれたり、蛇へびがいたり、夜に男の人が入ってこようとしたり。小さなことばかりだし、夜中の侵入者はあなたの妖霊に随ずい分ぶんと助けてもらっているわ」

　素直に、夜通しつかなくてよかったと思う。

　今となってはマルジャーナの説得がありがたかった。そんな役目をしていれば、今頃ライラは倒たおれているはずだ。

（今だって倒れそうなほど辛つらいけど……）

　うなだれるライラを見つめ、ルーダイナは深く息をついた。

「ザインのことはどうなのだ？」

「ルーダイナは何か知っているの？」

「うーむ、まあ、まあ……まあ……」

　言いにくそうなその返事だけで察さつしてしまった。

（やっぱり、あの女官達が言っていたのは噓うそじゃないんだわ……）

　じわりと目め頭がしらが熱くなる。

「聞きたくないし、信じたくない。でもザインの口から言われたの。私を好きだと言ったのは遊んでいただけだって」

「なに？」

「私、これでもザインがどういう人なのか見てから好きになろうと頑がん張ばっていたのよ。…………でも遅かったんだわ……」

　ちゃんと考えたい、などと言って、もうそんなものは通り過ぎてしまっていたのだ。

「とっくに好きになっていたのよ。馬ば鹿かみたいだわ」

　止まったはずの涙がまた溢れ出し、ライラは布で顔を覆おおった。

「嫌いになりたい……！　好きになるんじゃなかった……！」

「ライラ、ライラ。そなたは清流のような娘だ。この場所に当てられてはいかん。まだザインとちゃんと話をしておらんのだろう？」

「…………話す勇気がないの」

「それではいかん」

　ルーダイナはきっぱりと否定した。

「ザインはお主のことが好きなのだ。それだけは疑ってはならぬ」

「いいえ、噓よ。だってザインが」

「それでも違うのだ。理わ由けが──……」

　言い募つのろうとし、ルーダイナは思い直したように言葉を止めた。

「すまぬ。理由があるだろうから、ひどいことを言われても信じろというのは勝手だな。そなたに惨むごいことを強しいている」

「…………」

　ライラとて、信じられるものなら信じたい。

（でも……）

　ザイン本人の言葉に加え、後宮の女達の話で粉こな々ごなに打ち砕かれた気分だった。

「ライラよ。私もザインの何もかもを知っておるというわけではないのだ。あれが何を考えておるのか分からぬが、ザインに話を聞く勇気がないのならザインを信じずともよい」

「え……？」

　驚き、動きを止めたライラに、ルーダイナは心のこもった声で続けた。

「ただ、他の誰の話も信じずにいてやってくれ。後宮に醜みにくい争あらそいはつきものだが、この王国は特別だ。彼らは幼おさないときから、母親達の戦いを見てきたということだけよく覚えておいておくれ」

「…………」

　説得に少し気持ちを戻し、ライラは涙を拭ぬぐった。

「そういえば、あなたもエルサムに来たことがあるのよね」

「もう十年ほど前になるな。二人の妃の争いが一番ひどかったときだ。ザインの母が亡なくなった直後だった」

　ルーダイナは十年前、五歳だったジャスミンとこのエルサムの砂漠で出で逢あったのだ。エルサムへ療りよう養ように来ていたアクバル教主の病やまいを癒いやし、ルーダイナはジャスミンの魔ジ神ンとなった。

「思えば教主アクバルが療養のために訪おとずれるから、ムスナド帝王は妃達の決着を急いだところがあったな」

「そうだ。ねえ、シャールカーンはあなたにお父様を治なおしてほしいとお願いした？　周りの方はとても暗い顔をされていたわ。もしあなたにムスナド陛下が治せるのなら」

「ライラよ」

　意気込んだライラだったが、無情な声がその言葉を遮さえぎった。

「帝王ムスナドはもう保もたぬ。帝王の魂たましいは身体から離れかけており、最後の糸を魔ま術じゆつで繫つなぎとめておるだけなのだ」

「……！」

「あれは下へ手たをすれば異い教きようにも通じる、遙はるか東方の魔術だ。妃セツト・バルキスはなんとしても、シャールカーンが戻るまでムスナド帝王の死を引ひき延のばしたかったのだろう」

　魔術、と聞きライラは口くち許もとに指を当てた。

「……私、陛下のお部屋に入ったときに気分が悪くなってしまったの。臭においが耐たえられなくて」

「おそらく、お主が感かん知ちしたのは臭いではなく魔力だろう。優秀な魔術師であるそなたが人以上に影響を受けるのも当然のこと」

　ムスナドの部屋に魔術師がいたことを思いだし、ライラはうなずいた。

　いつまで保つか分からないが、ムスナドの死はそう遠いことではない。

（シャールカーンがジャスミン姫との結婚を承しよう諾だくすれば、バルキス様はすぐに魔術を止めるはず）

　だが、シャールカーンがジャスミンを選ぶ日は絶対に来ない。

　いつ終わるのか分からないこの滞たい在ざいで、マルジャーナの支えになること。それがライラの選んだことだ。

（ザインは、こうなると予想していたのかしら……）

　今更ながらに「行かなくていい」と言ってくれた彼の気持ちが分かった気がした。

　そして、同時に「来てほしい」と言ったシャールカーンやジャスミンの気持ちも。

（私よりも、実際に戦うと決めたマルジャーナがどれほど不安に思っていることか──）

　エルサムへ行くことを決めた夜、泣きながらシャールカーンの手を取ったマルジャーナの姿が脳のう裏りに浮かんだ。

　ライラのするべきことは、マルジャーナを守ること。

（私、自分で選んだことなのに……──）

　来ると決めたのは自分。

　来てみて、辛いことがあったからと逃げるのは無責任だろう。

　大きく息を吐はいて目を開けば、随分と落ち着いた心地ここちがした。

「ありがとう、ルーダイナ。話を聞いてくれて」

　誰かがいてくれてよかった。

「私、ザインのことを知るためにエルサムに来たわけじゃない」

　もちろん、そういう欲よくが全くなかったわけではない。

　自分の知らないザインを知ることができれば、とても嬉しいだろう。

　だが自分の本分を忘れてはいけない。

「私にはマルジャーナを守るっていう役目があるんだもの。ザインのことは置いといて、まずはこの滞在を乗りきれるように頑張ってみるわ。ね、ルーダイナ」

「………………」

「ルーダイナ？」

「………………」

「ルーダイナ………………って、寝ねてるじゃないのっ!!」

　勢いきおい余っていびきをかくランプを投げそうになったが、はたと我われに返ったライラは一人で笑った。

（うん、なんだか元気が出たかもしれないわ）

　久ひさ方かたぶりに胸の中の空気が入れ替わった気がして、気持ちが軽くなった。

　ジャスミンの優しさと勘かんの良さに感謝し、戻ろうとしたそのとき。

「ライラ様」

　部屋の扉が叩かれ、金色の髪の妖霊が厳しい顔つきで顔を覗のぞかせた。

「ジャスミン姫がお呼びでございます。マルジャーナ様のご様子がおかしい、と」
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「姫！」

　駆かけ込んできたライラに、ジャスミンは腰を浮かせる。

「ライラ！」

　その途と惑まどったような表情を見て、ライラは目の前の光景に眉まゆをひそめた。

　向き合うジャスミンとマルジャーナの間には茶器が置かれ、零こぼれた茶をマルジャーナが静かに布ふ巾きんで拭いている。一見いつもどおりの様子だ。

「マルジャーナ、もういいわ。ねえいつものようにお話ししましょう？」

　マルジャーナの手を止めさせ、ジャスミンは心配そうな声で語りかける。

「はい……、姫様、申し訳ありません……」

（え……？）

　そのあやふやなはっきりとしない口調に、ライラの背せ筋すじを冷たいものが走った。

「マルジャーナ様」

　女官を押しのけ跪ひざまずき、マルジャーナの手を取る。

　まるで氷のようなそれにぞわりと皮ひ膚ふが粟あわ立だち、ライラはうつむくマルジャーナを覗き込んだ。

「──マルジャーナ様、私が分かりますか？」

　震える声で呼びかけ、冷たい手をぎゅっと握りしめる。

　懸けん命めいに琥こ珀はくの瞳ひとみに訴うつたえかければ、ぼんやりと視線が彷徨さまよい、しばらくしてからライラを捉とらえた。

「ライラ……？」

「────！」

　ライラは冷や水を浴あびせかけられたかのように愕然とした。

　この七日間一緒にいて、何も気づくことができなかったのだ。

（なんてことなの──!!）

　動きが緩かん慢まんすぎる。脈みやくが弱く、視線も定まらない。しかも器うつわを取り落とすなど、指先に力が入っていない証しよう拠こだ。

　ただの緊張や疲れなどではない。

（これは何かの中ちゆう毒どくだわ────！）

「姫！　マルジャーナ様を連れて庭園へ出てください！」

　ライラはすぐさまジャスミンを立ち上がらせた。

　ジャスミンをこの部屋に置いておくわけにいかない。マルジャーナはムスナド帝王の見舞いに行った以外、ほとんどこの部屋から出なかった。となれば、ここになんらかの毒性を持つものがあることになる。

「ライラ……！」

「マルジャーナ様は最近ふさぎ込みがちで、沈んでいらっしゃいます。どうか元気づけてあげてください。できればあなたと二人きりでお話ししてあげてください」

　預かっていたルーダイナを押しつければ、ジャスミンはハッと目を見開いた。

　ルーダイナに頼たよらなければいけない状況。それを悟さとったのだ。

「行ってください。私がお呼びするまで絶対にこの部屋には戻らないで」

　泣き出しそうな顔のジャスミンと不ふ審しんそうな侍女達を追いたて、扉を閉めたライラは残った妖霊ジヤン姉妹に命めいじた。

「人が来ないように見張っていてちょうだい！」

　妖霊を監視に立たせ、ライラは油ゆ断だんなく部屋全体に視線を走らせる。

（何……？　いったい何が原因なの!?）

　食べ物ではない。毒見は他でもないライラが担になっている。けれどライラに同じ症しよう状じようは出ていない。

（いつからマルジャーナは体調が悪そうだった？　私に感知できない毒が入っていた？　それとも私を通さずに何かを食べた？）

　いいや、それはない。ライラがマルジャーナから目を離す間に食べ物を運ぶ者がいれば、妖霊姉妹は絶対に自分に知らせるはずだ。

　衣服、寝しん台だい、天てん蓋がい、絨毯、調度品、その一つ一つを見て回る。

　人間と身体の構造の違う妖霊はあてにならない。ずっと一緒にいたのに、マルジャーナだけが影響を受けて、ライラは受けていない物。

（でも私とマルジャーナが離れるなんて、夜ぐらいしか────）

　そこまで考え、ドキリと心臓が音を立てた。

　夜。

　焦あせるライラの全身を、ふわりと典てん雅がな香りが掠かすめる。

　ここ数日で馴な染じんだ、美しい香り。夜。明かり。

（────蠟ろう燭そく……!!）

　ライラは近くの燭しよく台だいに飛びつくなり、蠟燭を壁に叩きつけた。

　音を立てて二つに折れた蠟燭から、欠片かけらを少し取って迷わず口に含ふくむ。

「──！」

　舌したに刺さすような苦味が走り、ライラは即そく座ざに蠟を吐き出した。

　竜りゆう涎ぜん香こうで香りや味が狂くるわされるが、独特の刺し激げきは確かに感じられる。

「蠍さそり草そうの毒だわ……！」

　エルサム近辺の砂漠に咲く黒い多た肉にく植物で、神しん経けい性せいの麻ま痺ひをもたらす毒性の強い花だ。食べずとも、日常的に長時間臭いを嗅かがされれば五感が壊こわれる。

　ライラが影響を受けないはずだ。

　竜涎香の蠟燭は香りが強いため、食事時は灯ともされない。眠る時にのみ灯されるが、蠟が溶とけ出だせば毒の香りが顕けん著ちよになる。

（なんてこと……！）

　こんなになるまで気づけなかった自分が情けなくて仕方がない。

「ライラ様」

「！」

　呼び声に思考から立ち戻れば、褐かつ色しよくの妖霊が視線で扉を示す。

「外に侍じ女じよ頭がしらが来ております。ライラ様を呼べと言っておりますが」

「──分かった。出るわ」

　ライラは折れた蠟燭もそのままに立ち上がった。

　妖霊達が扉を開き、険けわしい表情のフェトナーが数人の女官を連れて部屋へ入ってくる。

「なんの騒さわぎですか、これは？」

　フェトナーは剣けん吞のんな目でライラを見つめ、折られた蠟燭を見み下おろす。

「どういうことですか？　ジャスミン姫が部屋から追い払われたというから来てみれば、あなたはいったい何をしているのですか」

　怒ど気きを滲ませるフェトナーに、ライラは静かに一礼した。

「申し訳ありません。少し蠟燭の香りが気になったので、この部屋にある物は全て替えさせていただきたいと」

「まあ！」

　フェトナーの眉が跳はね上がった。

「妃セツト・バルキス様がご用意なさったものですよ？　あなたはそれを無む残ざんに折っただけでなく、部屋から取とり除のぞけと仰おつしやるの？」

「はい。申し訳ありません」

　なんと言われようとも、毒入りの物を使うわけにはいかない。

　フェトナーは毅き然ぜんと顔を上げたライラを睨にらんでいたが、あきらめたように息をついた。

　大きく三度手を打ち鳴らし、声を張り上げる。

「──誰か、奴ど隷れい達をお呼び」

　要よう望ぼうが通ったことにほっとしたライラだったが、現れた奴隷達にぞくりとした。

　部屋に入ってきたのは、皮の鞭むちを手にした五人の屈くつ強きような宦官奴隷だったのだ。

　宦官達は無言のままにライラの両腕を取り、床の上に押し倒し組くみ敷しく。

「いやッ！」

「ライラ様！」

　ライラの悲ひ鳴めいに二人の妖霊が飛び出し、素す手でで逞たくましい奴隷を殴り飛ばす。

「何をなさるのですか、フェトナー様！」

　拘こう束そくから逃のがれ、ライラは尻しり餅もちをついたまま後ずさった。

　フェトナーは怯おびえるライラを睨みつけ、傲ごう然ぜんと言い放つ。

「お前はすでに取り返しのつかないことを口にした。侍女の分ぶん際ざいでバルキス様のご厚こう意いを無にしたのだから、それは不ふ敬けいに値あたいします」

「いいえ！　本当です、本当にこの蠟燭には毒が入っているんです！」

「毒！　言うに事こと欠かいて、お前はバルキス様を人殺しと罵ののしるか！」

　フェトナーの美しい顔が豹ひよう変へんし、形ぎよう相そうが女鬼神イフリータのようなすさまじい怒りに燃えた。怯ひるんだライラに向け、フェトナーは手を振り下ろす。

「バルキス様に無ぶ礼れいを働くこの娘を罰ばつしておやり！」

　鞭を振り上げた五人の宦官と、妖霊が互いに飛びかかろうとしたとき────。




「おやめなさいッ!!」




　誰もが動きを止めるような、鋭するどい一いつ喝かつが響き渡った。

　物もの見みに集まっていた女官や女奴隷達が怯えたように跪き、道を空ける。

　現れた神こう々ごうしいほど美しい娘、そしてその隣に立つ琥珀色の瞳の美女の姿に、ライラは安あん堵どのあまり涙が滲んだ。

「ジャスミン姫、マルジャーナ……！」

「ライラ！」

　駆け寄ったマルジャーナがライラを抱きしめ、ジャスミンは激はげしい怒りを湛たたえた群ぐん青じようの瞳でフェトナーを見み据すえた。

「私に許可なく、私の侍女に罰ばつを与えるなんていったいどういうことなの？　説明なさい」

「姫君、あなた様の侍女はバルキス様に多大な無礼を働きました。こともあろうに、バルキス様がマルジャーナ様に毒を盛もったと言ったのです」

「調べてちょうだい。もし本当なら私も黙ってはいないわ」

　怒りに震えるジャスミンに、フェトナーは恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。

「もちろんでございます、充じゆう分ぶんに調べ、毒が入っていなかった場合、この娘は帝てい妃ひへ不敬を働いたとして死し罪ざいとさせていただきます」

「……調べるのにあなた方の手を煩わずらわせるつもりはないわ。私はライラのこともバルキス様のことも信用しています。バルキス様の名めい誉よかライラの無実かを証明するため、その蠟燭は私のお部屋で使わせていただくわ」

　フェトナーはゆっくりと面おもてを上げ、微笑んだ。

「かしこまりました。ではお部屋に届けさせていただきます」

　駄目だ、これは────とライラですら思った。

　何をしてもフェトナーは毒入りと認めることはないだろう。ジャスミンの部屋に届けたところですり替えられるか、一日使わせるだけだ。短時間で毒のあるなしは分からないし、調べさせても任に当たるのはエルサム宮の薬くす師しである。

「……いいわ。後で運んでちょうだい。でも忘れないで。ライラとマルジャーナは、二人とも私の侍女だということを」

　ライラとマルジャーナの庇ひ護ご者しやはただの姫君ではない。

「次にこんなことがあれば、私はその相手を許さない。必ず責任を取らせるわ」

　世界の王。信しん仰こうの守しゆ護ご者しや、カドルの名みよう代だいたる教主カリーフアの娘だ。

　水を打ったように静まった周囲をぐるりと見渡し、ジャスミンは軽かろやかに右手を払はらった。

「皆みな、お下がりなさい。私はマルジャーナやライラとお話があります」

　口調は穏おだやかでも、これは絶対の命令だ。

　唇を引き結んだフェトナーですら逆さからうことはできず、波が引くようにマルジャーナの部屋から人々が去っていった。部屋には三人の女だけが残る。

「ジャスミン姫……！」

　こんなふうに権けん力りよくを使わせてしまったことが申し訳なく顔を歪ゆがめたライラを、ジャスミンはぎゅっと抱きしめた。

「ごめんなさい、ライラ……！　怖い思いをさせて」

「いいえ、ジャスミン姫。来てくださってありがとうございます。マルジャーナも……！」

「ライラ、間に合ってよかったですわ……！」

　以前のような歯切れのよい美しい声に、ライラは涙が溢れてしまった。

「ごめんなさい、マルジャーナ。こんなになるまで毒に気づくことができなくて」

「いいえ、ライラ。私自身が疲れや精神的なものだと思い込み、あなたに言わなかったのが原因ですわ。本当は自分でも体調がおかしいと感じていましたのに……」

　伝えるほどではないと思い、そのうちに自分で考えることができなくなったのだ。

　全身に震えが走り、ライラはマルジャーナに縋りついた。

（バルキス様は怖おそろしい方だわ……！）

　こんなふうに仕込まれた毒では、事前に気づくことができない。いいや、様子がおかしくなってからでも特定が難むずかしいだろう。ライラ達にはルーダイナがいたが、毒に気づいたところで通常なら四し肢しに後こう遺い症しようが残るか正気に戻らないかのどちらかだ。

　と、ジャスミンの腰帯に吊るされたランプが声を上げた。

「すまぬ、ライラよ。いつのまにやら眠ねむってしまったようで」

「ルーダイナ！　ううん、いいのよ。あなたが起きていたところで部屋では力を使えなかったでしょうし」

　人ひと払ばらいをしても、あのフェトナーが乗り込んできたかもしれない。

「ちゃんと起きてマルジャーナを治してくれたのね。ありがとう」

「うむ。庭園の長なが椅い子すに打ちつけられるという、なかなかに激しい目覚めだったぞ」

「ごめんなさい、お兄様。こんな大事なときにお兄様が眠っているということに衝撃を受けて、少し取り乱してしまいましたわ」

　ぽっと頰ほおを染めたジャスミンに、ルーダイナは優しく答える。

「よいのだ、ジャスミン。ただ、目覚めた後に加えられた一いち撃げきには何の意味があったのかと」

「勢いですわ！」

「…………」

　ジャスミンは正直であった。

　とにかく、大事に至らなかったのが不幸中の幸いだ。ザインのことで悩んでいる場合ではないとライラは気持ちを入れ替え、マルジャーナに詰つめ寄よった。

「ねえ、シャールカーンに伝えた方がいいんじゃないかしら。少しはバルキス様を抑えることができるかもしれないわ」

　止めることはおそらくできない。それぐらいはライラにも分かるが、このまま泣き寝入りでは悔くやしすぎる。

　だが、訴えたライラにジャスミンは微かすかに目を見開いた。

「ライラ……。あなたはバルキス様が毒を用もちいたと思っているのね」

「え？」

　思いがけない問い返しに、ライラはとっさに言葉をなくした。

　言われたばかりのジャスミンの言葉を反はん芻すうし、さらに途惑う。

「違うのですか？　少なくとも、姫は違うと……？」

「いいえ。分からないわ。……ただ、私はバルキス様がとてもシャールカーンを愛していると知っているから」

　だからこそではないのだろうか。

　シャールカーンを愛しているからこそ、帝てい位いを望み、マルジャーナを殺すのでは……。

　そこまで考え、ライラはふと疑問が頭を掠めるのを感じた。

　──マルジャーナを殺して、その後は？

「しかし、ジャスミンよ。このことを後でシャールカーンが知れば激げき怒どするぞ。事件があったことだけは伝えてはどうか？」

　はっと意識を戻せば、ルーダイナが心配そうに助じよ言げんしている。

「いいえお兄様、バルキス様に訴えたところできっと何も変わらないわ。シャールカーンとバルキス様の関係が悪あつ化かすれば、それだけ話し合いも遠くなる」

　ジャスミンはきっぱりと否定し、マルジャーナもうなずいた。

「ライラとルーダイナ様のお言葉はごもっともですわ。ですが、姫様の仰るとおりでもございますし、殿下にはこのことを内ない密みつにお願いいたします」

「マルジャーナ、でも」

　それでいいのだろうか。

　遠えん慮りよがちに反対するライラを遮り、マルジャーナはしっかりと言った。

「お願いですわ、ライラ。言えば殿下は黙っていない。それに、私も姫様のお言葉を少し考えたいのです」

「姫の、お言葉を……？」

　繰り返したライラに、マルジャーナは「ええ」と優しく微笑んだ。

（……バルキス様がシャールカーンを愛している、ということを？）

　だからジャスミンはバルキスが犯人ではないと思い、マルジャーナは考えを改めようとしているのだろうか。

「確かく信しんが持てれば殿下にお伝えいたしますわ。それまでこのことは私達だけの秘密で」

　ライラ、ルーダイナ、ジャスミンを順じゆん繰ぐりに見つめ、マルジャーナは真しん摯しに頭を下げた。

　ライラの中にはまだ不安がある。だがマルジャーナの意思を曲まげさせることも、無視してシャールカーンに伝えることもためらわれた。

（それに、シャールカーンに訴えたところで悪化するだけという姫の言い分も分かる）

　そもそも、ライラ達はこの危険を承しよう知ちでエルサムに来ているのだから。

　しばし沈ちん黙もくし、考えた末にライラは同意した。

「……分かったわ。でも、マルジャーナが命を狙ねらわれていることに変わりはない。だから一つだけ、ルーダイナと妖霊達に協力してもらいたいことがあるの」

　実際に危険がある以上、放ってはおけない。

　備そなえはしておくべきだ、とライラは真剣な顔を上げた。
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　毒が取り除かれてから、マルジャーナはがらりと生活を変えた。

　ライラを積極的に本ほん殿でんへやってその日の催もよおしを調べさせ、出るべき宴うたげや貴き族ぞくの娘達の集まりに顔を出した。

　バルキスのいる場にも進んで参加し、大臣ワジールに琵琶ウーデイの演奏を所しよ望もうされ喝かつ采さいを浴びることすらあった。大勢の人がいる公式の場に出るとあってライラも緊張の連続だったが、後宮ハリムにこもっているよりはよほどいい。何より元気なマルジャーナを見られるのが嬉しく、緊張はあれど心しん労ろうは遙かに軽くなった。

　だが一つ心配事が片づけば、おのずと別の悩みが頭をもたげる。

　本殿での宴や礼れい拝はいに出ればシャールカーンが出席していることもあり、必ひつ然ぜん的てきにザインの姿を目にすることもあったからだ。

　同じ空間にいればどうしても目で追ってしまうし、声を聞けば鼓こ動どうが騒ぎ耳を澄すましてしまう。

　やはり自分はザインが好きなのだと自覚してしまうことばかりだったが、それでも努力して考えることをやめた。

（聞きたいことは全てが終わり、月の丘に戻ってからでかまわない──）

　本当に六人揃って月の丘に戻ることができるのか。ザインと元のように話をすることができるのか。不安はつきなかったが考えても仕方のないこと。

　宮殿の催しを聞くために朝の本殿を歩きながら、ライラはそうやって考えないと決めたことをやはり考えながら歩いていた。

「ライラ！」

　遠くからどこか切せつ羽ぱ詰つまった声で呼ばれ、振り返ったライラは思わず息を吞んだ。

　数人の侍従や奴隷を連れたシャールカーンが足早に向かってくる。その中に求めていた男の姿があったからだ。

（ザイン……！）

　こんなに近くで会うのは久しぶりだった。

　一いつ瞬しゆんにして頰が熱くなり、ライラはそれを隠かくすように廊下に膝ひざをつき平伏した。

　面紗ヴエールと顎布リサムがあってよかった。こんな顔が表に出ては、見る者全てに悟られてしまうだろう。

「ライラ」

　駆け寄ったシャールカーンは何を言うべきか迷うように沈黙し、ややあって静かに口を開いた。

「……宮殿の西に図書館がある。お前は『ケンダミル王物語』を知っているか？」

　予想していたどの言葉とも違い少し驚いたが、ライラは素直に答える。

「はい、存じております」

「ならそれを俺のもとまで届けてくれ。一冊でいい。ちゃんと、中身を確認しろ」

「は、はい、あの」

　ライラが問い返す間もなく、シャールカーンは背中を向けた。

　十冊以上ある物語の何巻目なのか。だが呼び止められるはずもなく、シャールカーンはザイン達を連れてさっさと離れて行ってしまった。

（『ケンダミル王物語』……？）

　シャールカーンの意い図とは分からないが、きっと何か意味があるのだろう。

　ライラは迷いながらも立ち上がった。




　侍従長に予定を聞き、それをマルジャーナに伝えたライラは午前中に時間をもらって図書館へ向かった。

　エルサムの図書館は月の丘や魔術の王国ベルガと比べると小規模だが、透すかし彫ぼりの窓が美しい、明るく居い心地ごこちのいい場所だった。

『ケンダミル王物語』は王族だろうが庶しよ民みんだろうが、身分にかかわりなく子供達が学ぶ有名な童どう話わだ。物語好きな王様が国を訪れる旅の語かたり部べを招待し、その人物しか知りえない話を語ってもらうという形式で、どの図書室にも置いてある。

　棚たなから数冊を抜き出し、ライラは絨毯の上に腰を下ろした。書ク見ル台シの交差された脚あしを左右に開き、本を見開きの形に載のせる。

　先ほどのシャールカーンの言葉を思い出し、ライラは頁ページを捲めくった。

（内容の指定をせずに、中身を確認しろと言った。なら全ての巻に共通しているということなのかしら）

　確かに、この物語はある決まったやり取りから始まる。

　ケンダミル王のもとへ上がった語り部は、まず王にこう問うのだ。

『さりながら、王は私が耳で聞いた話をお望みか、それとも私がその足で向かい、その目で見た話をお望みか』

　それに対し、王はこう返す。

『伝え聞く話も素す晴ばらしかろう。だが、余よは物語の根こん源げんを愛する。徒いたずらに広がらず、人の口を渡るうちに歪むことのないただ一つの物語だ。どうかそなたの目で見、そなたでしか感じえぬことを、そなたの言葉で語ってはくれないか』

　語り部達は王の返事を受け、自分が立ち会った不思議な出来事を語っていくのだ。

　十三巻の物語全てに簡単に目を通し、中の一冊を手に取ったライラは静かに考える。

　心に残ったのは、一つの文章だけだった。

（人から聞いた話と、自分の目で見た話────）

　人の口を渡るうちに歪むことのない、ただ一つの物語。

　シャールカーンが何を言おうとしているのか、しばし考える。

（ひょっとして、シャールカーンは私がザインのことを聞いたと知ったのかしら……）

　バルキスの後宮という場所がもたらすものと、ライラの表情。もしかすると、ルーダイナから何かを聞いたかもしれない。

「『ケンダミル王物語』か。子供の頃によく読んだな」

　突然背はい後ごから柔らかい声が聞こえ、誰かがライラのすぐ隣となりに腰を下ろす。

　クッションも置かず無む造ぞう作さに座った男の姿に、ライラは驚いて下がり、平伏した。

「ハールーン殿下！　失礼いたしました！」

「失礼？　何が？」

　音も気配もなく、いつの間にか近づいてきていたハールーンはきょとんと黒くろ真しん珠じゆのような目を瞬またたく。

「あの、おいでになるとは知らず……。クッションを」

「かまわない、絨毯で充分だ。君は私のことを聞いていないのか？」

「殿下のことをですか……？」

　少し意味を考えてしまった。

　聞いたといえば聞いた。聞いていないといえば聞いていない。

　本殿の人間はハールーンの話題は一切口にせず、名を出すことさえ憚はばかるという雰ふん囲い気きだった。なので、ライラが知っているのはシャールカーンから出発前に聞いたことだけ。彼が二年前に投とう獄ごくされ、帝位継けい承しよう権けんを剝はく奪だつされたということだけだ。

　考えるライラの瞳を眺めていたハールーンは、優しく目を細めた。

「ああ、私が牢ろうに入れられたことは知っているのか。ザインと私のことは？」

　二重の意味で心臓が跳ねた。

　心を読まれたことと、ザインの名を出されたことだ。

　固まってしまったライラに、ハールーンはおかしそうに笑った。

「びっくりするほど分かりやすいな。別に私に気を使う必要はない。私はこの宮殿ではなんの権力も持たない身だし、シャールカーンが戻ったということは次の帝王スルタンは彼なんだろう」

「いいえ！　シャールカーン様はあなたに継承権を戻そうとエルサムに帰って来たんです。だからジャスミン姫やルーダイナ様も一緒に。それにハールーン殿下はたくさんの方に慕したわれているとお聞きしました。きっと皆あなたに太子になっていただきたいと思っています！」

　シャールカーンはハールーンを尊そん敬けいし、慕したっているのだ。そんな憧あこがれの人に、権力が目的で帰国したなどと思われたくない。

　縋りつく勢いで必死に訴えれば、ハールーンは目を丸くしてライラを見下ろす。

　ライラが真剣だと分かると、おもむろにその手を取った。

「ありがとう。でも私は即そく位いはしたくない。それよりも、愛する人と心安らかに暮らせれば幸せだろうと思うよ」

　包つつみ込こむような優しい瞳で言われ、思わずドキリとして手を引っ込める。

　とたんにハールーンは吹き出した。

「可か愛わいいな」

　さりげなく言われ、赤せき面めんしてしまった。

（こ、これは私に対してではなくて、こういう反応をすることについて言っているのよね）

　でなければおかしい。好こう意いを向けられるほど一緒に過ごしたわけでもないし、特別な何かがあったわけでもない。自じ慢まんではないが、一ひと目め惚ぼれされるような容よう姿しでもない。

　ライラの動どう揺ようには気づかず、ハールーンは気軽に手元を覗き込む。

「何巻を探しているんだ？」

「あの、特に指定はないのですが。シャールカーン様からお願いされたので二巻にしようかと」

「十巻は？　私は物言う鳥の話が好きだな」

「私も一番好きです。でも二巻には王様がお料理をなさる場面があって、シャールカーン様が楽しく読まれるのではないかと思って」

「なるほど」

　そう言ったハールーンの笑顔がとても優しげで、しばし見み惚とれてしまった。

（とてもお話ししやすい方だわ……）

　シャールカーンが尊敬を抱いだくのもよく分かる。居い丈たけ高だかなところもなく、辛い境きよう遇ぐうを恨む様子もない。

　傷ついた心にするりと入り込んでくるような、不思議な優しさを持っている。

　見つめていると目が合ってしまい、慌ててうつむくと頭ず上じように声が落ちた。

「君はザインのことが好きなんだろう？」

「!?　いいえ、違います！」

　なぜこんなにいろいろな人に悟られてしまうのだろう。

　本気で泣きたくなって一生懸命否定したのに、ハールーンは全く信じてくれない。

「隠さなくてもいい。……素す直なおな君のことが心配だ。私の恋人もあの男に泣かされた一人だから」

「殿下の、恋人を？」

　息を吞んで顔を上げれば、哀かなしそうなハールーンの瞳がライラを見下ろす。

「ああ。君のように素直で、とても優しく賢かしこい女性だった」

　それは懐かしさよりも、苦しさや辛さ、悲しみと少しの怒りを感じる声だった。

「私の恋人がどうなったか知っているかい？」

　そんなことは一言も聞いたことはない。

　緩ゆるく首を振れば、ハールーンはそうだろうというように静かに言った。

「もう手の届かない、とても遠いところへ行ったんだよ。ザインに捕つかまってね」

「どうしてそんなことを……？」

「私のことが憎にくいからだろう。私は彼女と別れの言葉を交かわすことすらできなかった」

「なぜ──」

　そんなにも憎まれているのですか、と問おうとしたとき。

「何をなさっているのですか」

　冷さめた声が背後から突つき刺ささり、振り返ったライラはとっさに叫んでしまっていた。

「ザイン！」

　驚きのあまり名が口を突いて出てしまい、我に返ったが遅い。

「ザイン、か」

　親しげな呼びかけにハールーンはクスクスと笑い、無表情のザインに語りかける。

「どうした？　シャールカーンについて部屋に戻ったのではないのか？」

「殿下こそ。このような場所で何をされているのですか」

「このような場所と言うが、私は一日の大半をここで過すごしているよ。私がいても珍しくもなんともないだろう？　可愛らしい娘むすめが来たので話をしていただけだ」

「……悪あく趣しゆ味みな」

　吐き捨てるようなザインのつぶやきに、ライラは目の前が暗くなった気がした。

　落ち着きを取り戻しつつあった心が縮ちぢみ、また痛みだす。

　それに気づいたのか、ハールーンが励はげますようにライラの手に手を重ねた。

「悪趣味？　私は本気でライラを気に入っているよ。それに身分の高こう低ていにかかわらず、さんざん女と遊びまわっていたお前に言われたくはないね」

　思わず、全身がびくりと反応してしまった。

　ザインが一歩足を踏ふみ出し、厳しい声で命じる。

「ライラ、来い。シャールカーン様のところへ案内する」

「ザイン。お前はここに残ってくれ。久しぶりに話をしようじゃないか」

　ライラが答えるより早く口を挟はさみ、ハールーンはこれ以上ないほど楽しげに手を打った。

　どこからともなく女官が現れ、丁てい寧ねいにライラの前に身を屈かがめる。

「シャールカーン殿下のお部屋にご案内させていただきますわ。さあ、こちらへ」

　長い茶色の巻き毛を束たばね、一方の肩に流した驚くほど美しい娘だった。

　ハールーンが本を渡してくれ、ライラはそれを受け取ると震える足で立ち上がった。ザインに一礼して足早に女官に従したがう。

　ザインの顔を見る勇気は、なかった。




「ものすごい顔をしている」

　振り返ることなくライラの気配を追っていたザインは、ハールーンの声に意識を戻した。

　無表情に保たもったはずのザインにそう言い放ったハールーンは、わざとらしく心配そうな顔をしてみせる。

「お前はエルサムを出てから変わった。とても素直になった。もう少し上手く気持ちを隠してくれないと張り合いがないじゃないか。せっかく大切な娘ができたのに、隠しておかないとまた私が取り上げてしまうよ？」

　挑ちよう発はつに、ザインは冷ややかに微笑んだ。

「どの娘のことでしょうか。殿下もご存知のように、私に関係する女性は大おお勢ぜいいますので」

「そうだな。私が潰つぶして回るから、お前は次から次へと女を変えたな」

「どの女を選んでも必ず殿下が来て下さるので、回り回って私のことをお好きなのかと思いましたよ」

　せせら笑えば、ハールーンもうっすらと微笑む。

　ハールーンが一番嫌けん悪おする言葉を選んだが、さすがに感情を面に表すことはなかった。

　内心は憎ぞう悪おと激怒が渦うず巻まいているだろうが、ハールーンは美しい微び笑しようを崩くずさない。

「ライラは可愛い娘だ。口づけただけであんなに取り乱すなんて、これまでお前が選んできた女達と正反対だな」

「────。ただの村娘ですよ。あなたが城下に降りて同じことをすれば、どんな女性も同じ反応をするでしょう」

「どうした、返事が遅れたじゃないか。ライラも最初は驚いていたが喜んでくれていたよ」

「そうですか」

　これは噓だ。

　ザインは内心で確信した。

　あのライラがつきあいの浅い男に口づけられて喜ぶはずがない。悲鳴を上げて逃げるか、涙目で怯えるかに決まっている。

　そうして取り戻した少しの余よ裕ゆうを見抜いたのか、ハールーンは口こう角かくを吊り上げた。

「あの娘も後宮でお前の話をたくさん聞いたようだ。ひどい男だと泣いて失しつ望ぼうしていたよ」

「失望される筋すじ合あいがない。遊びだと理解できない方が悪いんでしょう」

「ああザイン、もう少し手て応ごたえをくれないか。そんなに簡単に動揺されては困ってしまうな。二度の結婚のことも言っていなかったんだろう？　彼女は非常に驚いていたよ」

「──バルキス様の後宮に間かん諜ちようでも置いているのですか？　相変わらず鼠ねずみみたいに陰かげでこそこそ動くのがお上手じようずですね」

「敵が多いものでね。女は楽に使えてありがたい。ほら、行かなくていいのか？」

　顎あごをしゃくられても、ザインは微び動どうだにしない。

　すぐ動くことのできないザインに、ハールーンは爆ばく発はつするような笑い声を上げた。

「次はシャールカーンの部屋へ飛んで行くんだろう？　あの娘を追って！」

　馬鹿みたいに笑うハールーンを、ザインは眉ひとつ動かさず見つめる。

　握りしめたザインの拳こぶしには、爪つめが食い込み血が滲んでいた。
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　茶色い髪の女官に案内されたのは、とても小さな部屋だった。

　一人用の絨毯が敷しかれ、一抱えもある美しい花か瓶びんが壁へき龕がんの左右に置かれている。大だい理り石せきの台に乗った花瓶には鮮あざやかな花が咲き誇り、見たところ個人の祈き禱とう部べ屋やのようだ。

　シャールカーンは一人で絨毯の上に座り、経きよう典てんを読んでいた。

「シャールカーン様」

　振り返ったシャールカーンへ、ライラは深々と一礼した。

「ご本をお持ちいたしました」

「ライラ！　待っていたぞ」

「遅くなり、申し訳ございません」

　跪いて平伏すれば、シャールカーンはすぐさまライラの手を取って身を起こさせた。

「普通にしゃべってくれ。今は俺以外いないし、ここなら外に声は漏れない」

「……！」

　エルサムの王子ではない、見慣れた少年の顔にじわりと涙が溢れた。

「シャールカーン……！」

「悪かった、ライラ。お前に嫌な思いをさせて」

　堪えきれなくなって嗚咽を漏らせば、肩にシャールカーンの腕が回る。

　それは男女ではない、心を許した友人同士の抱ほう擁ようだった。

　まるで月の丘に帰ったかのような喜びに、ライラは無意識にシャールカーンの背中に腕を回し身を預けていた。

「嬉しい、あなたとこうして話すことができて……！」

「俺もだ。ルーダイナから事情を聞いた。後宮ハリムの女達からザインについてごちゃごちゃ言われたんだろう？　ザインはどうした？　お前を迎えに図書館にやったんだが」

　図書館での会話を思い出し身体が強こわ張ばったが、ライラは気持ちを静めシャールカーンから離れた。

「それが、ハールーン殿下に呼び止められて。私だけ先に図書館を出てきたの」

「なんだと？　兄上が図書館にいたのか？」

「ええ。ザインと話がしたいと仰って、二人で残してきたんだけど……」

　シャールカーンの緊張した顔を見れば、それがあまりよくなかったことだと分かる。

　少し迷い、ライラは遠慮がちに話を切り出してみた。

「あの、どうしてザインとハールーン殿下は憎み合っているの？」

　束の間言葉に詰まったシャールカーンに、探るようなことをしてしまった自分を恥はじた。

「ごめんなさい、ザイン本人に聞かないといけないのに……」

「いや、いい。大だい丈じよう夫ぶだ。お前はザインと話をしたか？」

「いいえ。……まだ」

　話す勇気が出ない。

　心を抉えぐられた気がして、ライラはそっと『ケンダミル王物語』を差し出した。

「この本……」

「伝わったか？」

　やはりザインのことを言っていたのだ。

「あの、本当なの？　二回も結婚していたり、たくさんの後宮の女の人と……って」

　落ち込みつつ頰を赤らめたライラに、シャールカーンはうんうん唸うなって上を向き、下を向き、やがて困ったように口を開いた。

「それについては何も言えん。胸を張って『それは噓だ！』とも言えんし、かといって『そのとおり』というのも違うんだ」

「…………」

「とりあえず、結婚だけはあいつの意思とは無関係だ。ヤハヤーが……あいつの父親が勝手に決めたもので、ザインは何も知らなかった。その女のことが好きだったわけでもなんでもないからな？　安心しろよ？」

「だからすっぽかして他の女の人と一緒にいたの？」

「………………………………」

　しまった、という顔で黙ったシャールカーンに、本当のことなのだと分かってしまった。

「その、あいつの過去については本人に問いただしてほしいんだが。──お前を遠ざける理由については分かっているつもりだ」

　シャールカーンは居住まいを正し、ライラにしっかりと目を合わせる。

「そもそも、ザインの母親を殺したのが兄上の母君、マリアム妃ひなんだ」

　一瞬息を吞み、驚きよう愕がくを抑えたライラは注意深く尋たずねた。

「それは……後宮の争いに巻き込まれて、ということ……？」

　ありえないことではない。

　ザインの母はシャールカーンの乳う母ばであった。標的にされることもあったはずだ。

「ああ。俺の母上の身代わりで毒を飲んだんだ。十一年前のことだ」

　ザインは十歳。幼い少年の心にどれだけ深い傷を残したのか、想像に難かたくない。いいや、想像したことろで傷の一部も理解しえないだろう。

（だからバルキス様がザインの育ての親なんだわ……）

　贖しよく罪ざいと、マリアム妃を憎む人間をシャールカーンの側に置いて警けい戒かいさせるために。

「その件で子供の頃のザインはマリアム妃と兄上を憎んでいた。率そつ先せんして俺の母上のために動いたし、護衛もよく務つとめてくれた。事件の後、母上は本気でマリアム妃を消すことに決め、しばらくして彼女の密みつ通つうを陛下に訴えたんだ。陛下はそれを信じ、マリアム妃は北の牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされた。今は牢から出されているが、正気を失くして北の棟とうにこもったままだ」

「そんな、密通だなんて確かめられないことを……」

「マリアム妃は実際に娘を産んでいる。父親は陛下じゃない」

　顔色を変えたライラに、シャールカーンは鼻で笑った。

「男を用意して部屋に送るぐらい、母上は簡単にやってのけるからな」

「…………」

「どうした？」

　覗きこまれ、ライラは慌てて首を振る。本当はマルジャーナの部屋に侵入しようとした男達を思い出していたのだが、この件はシャールカーンに知られてはいけない。

　大体の事情が分かり、ライラは先ほどハールーンに聞いた話を伝えてみた。

「でも……ハールーン殿下はザインに恋人を奪うばわれたようなことを仰ってたけど」

「ああ。アズィーザか」

　その名に心臓が跳ねた。後宮で、ザインに関係する女性として聞いた名だ。

「その、アズィーザ様を巡めぐって二人は争っていたの？」

　意識せずとも声が震え、ライラはおずおずと尋ねる。

　だが、シャールカーンはあっさりと首を横に振った。

「いや。ザインが一方的に二人の仲に反対していたんだ。気持ちは分からなくもないが」

（……え？）

　途と惑まどうライラに気づいたのか、シャールカーンはああ、と口を開いた。

「アズィーザはザインの五歳下の妹だ。俺の乳ち兄弟きようだいで、もうバスラムに嫁とついでいる」

「──妹!?」

　衝撃だった。

　なんとなく、ザインには弟がいると思い込んでいたのだ。

（じゃあ、ザインの妹さんがバスラムの太子様のご正せい妃ひ……!?）

「アズィーザはジャスミンの兄君、アル・アミン太子の正妃になったが、元は俺の兄上の婚約者だったんだ。ザインやヤハヤーは反対してたけど、兄上とアズィーザは誰が見ても愛し合っていたし、皆あの二人が結婚するって信じて疑わなかった。──それなのに、ムスナド陛下はアズィーザをバスラムに送ることを決めてしまったんだ」

　もう手の届かない、とても遠いところへ行ってしまった。

　そう表したハールーンは正しい。距離は近くとも、バスラムの太子の妃ほど遠い存在はないからだ。

　教主カリーフアはカドル神の代行者。その正妃は全ての縁えん者じやを断たち切きり、神しん聖せいな者として扱あつかわれる。

　アズィーザはハールーンにとって、想いをかけることも許されない女性となったのだ。

「バスラムの太子と婚約が決まった後、兄上はアズィーザを連れて逃げた」

「──！」

　青ざめ、息を吞んだライラに、シャールカーンはうなずいた。

「駆け落ちしたんだ」

　次期教主の妃に内定している娘を連れて逃げるなど、国を殺す行こう為いだ。教主に対する反はん逆ぎやくとして、エルサムの帝王家はその位くらいを剝奪されるだろう。

（まさか、ハールーン殿下の投獄された理由って……）

　不幸な結末を予測したライラに、はたしてシャールカーンは続けた。

「逃げる二人を追いかけ、連れ戻したのがヤハヤーとザインだった」

　逃げたアズィーザは父と兄に追われたのだ。身内が追うのは責任を取る、という意味もあったのだろう。

「兄上はエルサムに戻るなり牢に入れられ、アズィーザは婚礼の駱らく駝だに乗せられバスラムへ連れられてしまった。兄上は見送るどころか、アズィーザが国を出たことすら知らされなかったんだ」

　何もかも、彼が牢の中にいるうちに終えられてしまった。

「兄上とザインはもともと天てん敵てきみたいな仲だったけど、その事件以来ひどくなった。いつも殺し合いそうな雰囲気で、目めの敵かたきにするようになったんだ」

　ハールーンとザインの間に、直接的な何かがあったわけではない。

　だが、当然といえば当然の成なり行ゆきだった。

（なんという関係なの……！）

　マリアムとバルキスは帝王を巡って対立し、マリアムがシャールカーンの乳う母ばであるザインの母親を殺した。バルキスはマリアムを正妃の座から追い落とし、姦かん淫いんの罪つみを着せて発はつ狂きようさせ、ザインとハールーンはそのせいで憎み合うことになる。ハールーンはザインの妹を愛したが、ザインは許さず駆け落ちした二人を追って引き裂いた。

　そして、ハールーンはそれを恨み、ザインを敵視している。

　ライラは胸に手を当て、きつく目を閉じた。

　解決の糸口が摑つかめない。

　直接的なことがない以上、どうすれば双そう方ほうの気が済むのか見当がつかなかった。

　二人の妃の争いが、関係のない子供達へと広がってしまっている。

「ライラ。ザインはお前を俺の兄上から遠ざけたいんだ。兄上はまだアズィーザを愛しているから」

　見たこともないほど真しん剣けんな目で、シャールカーンはライラを見つめた。

「兄上はザインが恋をすることを許さない。今までザインの恋人になった女は例外なく兄上に取られてきた。その……言い訳するわけじゃないが、ザインが軽々しく女を変えるのは、どうせ壊れるってあいつ自身が思ってるからだ」

　先ほど、ハールーンに優しくされたばかりのライラはハッとする。

「でもな、お前は違う。ザインが今までと同じような恋をするなら黙っていようと思ったけど、お前のことは本気で好きなんだ。だからお前だけは離れないでいてやってほしいんだ。こんなこと頼たのむのは間違ってるかもしれないけど」

　床に両手をつき、シャールカーンは頭を下げる。

「何があってもあいつのこと、好きでいてやってくれ」

「シャールカーン……」

　気持ちが痛いほど分かり、ライラはシャールカーンの手を取った。

　シャールカーンはザインに負おい目めを感じているのだ。

　自分の母親が原因でザインの母が亡くなり、十年経った今も復ふく讐しゆうの跡あとを引きずっていることに。

　唇を嚙かみ、泣くのを我が慢まんしているシャールカーンにライラは微笑んだ。

「うん。言われなくてもそうするつもりよ」

　ここ数日、考えたくないのに考えてきたことだった。

　脇わきに置かれた『ケンダミル王物語』を取り上げ、その表紙に手を添そえる。

「後宮でザインのことを聞いて、嫌いになろうと思ったの。……でも、なれなかった。何度考えてもエルサムのザインと私が出逢ったザインが重ならなくて、苦しくて。だから、あなたに教えられてやっと自信が持てたの」

　他人から聞かされた話よりも、自分の見てきたものを。

　しっかり顔を上げ、ライラはぱっと笑った。

「ありがとう、シャールカーン。大丈夫よ。私、自分で思う以上にザインのことが好きだったみたいだから」

「ライラ……」

　呆ぼう然ぜんとライラを見つめていたシャールカーンだが、やがて泣き笑いの顔で吹き出した。

「お前、趣味が悪いぞ」

「そうかしら」

　顔を見合わせ、笑ってしまった。自然と身を寄せ合えば、シャールカーンはライラの肩に頭を乗せる。

　しばらく心地よい沈黙が落ちたが、シャールカーンがおもむろに口を開いた。

「マルジャーナのやつ、俺に何か隠してるんだろう？」

　正直に全身が反応してしまった。

　目を上げれば、シャールカーンはライラの肩に顔を押しつけるようにうつむく。

「いい。お前は黙ってろ。ちゃんとマルジャーナを守れない俺が悪い」

　ライラに縋るように、シャールカーンはぎゅっと腕に力を込めた。

「なんで、こんなになんにもできないんだろうな……！」

「シャールカーン」

　弟を抱きしめるような気持ちで、ライラはシャールカーンの背中を撫なでた。

（皆、辛い思いをしている）

　殺されかけたマルジャーナも、日々心配してくれているだろうジャスミンやルーダイナ、シャールカーン、そして、ザインも。

（──私一人じゃない）

　そう思えば力が湧わいた。六人のうち誰かが沈んでも、誰かが気丈ならいくらでも立て直せる。そんな気がした。

　一度だけきつく瞼まぶたを閉じ、力強く目を開いたライラはぽんとシャールカーンの肩を叩く。

「元気出して、シャールカーン。マルジャーナなら大丈夫よ。最初は少し大変だったけど、今は気合充分でしょう？　全部あなたのために頑張っているんだから」

「……あいつ、俺のこと全然頼らないよな。なんか一人で立ち直ったみたいだし」

「泣かないで」

「泣いてないっ！」

　真っ赤な目で言われても説得力がない。苦く笑しようしながら涙を拭いてあげようとすれば、シャールカーンは避さけるように急いで立ち上がる。

「うわっ！」

「きゃっ」

　しかし体たい勢せいを崩し、ライラの上に倒れ込んでしまった。絨毯の上とはいえ、のしかかられたライラは呻うめく。

「いたたた……」

「悪いっ、下した敷じきにしてしまったな。大丈夫か、ライ……………………………」

　腕を突っ張り、身体を起こしたシャールカーンの動きが凍りついた。

　その顔が急速に青くなっていくのを見て、後こう頭とう部ぶをさすりながら身を起こしたライラは飛び上がった。

「ザイン!?　様!!」

　扉が薄うすく開き、そこから傲然と顎を上げたザインが無表情で二人を見下ろしていたのだ。

　図書館での失敗を思い出しなんとか敬称を付け加えたが、扉口に立つザインの全身から徐じよ々じよに何かが立ち上のぼるのが分かった。無表情でも漲みなぎっていくそれは、まぎれもなく殺さつ気きだ。

（怒ってる……！）

　ライラのような侍女が、シャールカーンの祈禱部屋に入るなど許されることではない。

　部屋を覗いたのはザインだけのようだが、扉の外に人の気配がする。おそらく侍従や奴隷達がいるのだろうと察し、ライラは深々と額ひたいを床につけた。

「申し訳ありません、私などが殿下のお相手をさせていただくなど畏おそれ多いことを……」

「ひ──ッ！　ライラ、お前はしゃべるな！　は、早く部屋を出ろ！」

「はい。申し訳ありませんでした」

　やはりよくなかったらしい。

　すれ違いざまに、ザインの押し殺した怒りに震える声が聞こえた。

「二度とここに入るな」

「──！　申し訳ありませんでした……！」

　侍女としてあるまじき行為だった。

　何度もしてしまう失敗と叱しつ責せきに涙が零れそうになったが、ライラはぐっと堪える。

　他の人間も多数いるから、ザインはきっと叱しかる以外にできない。

　そう自分を慰なぐさめ、大きく深呼吸する。そして真まっ直すぐ顔を上げて後宮へ戻って行った。
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「私がいれば充分だ。お前達は下がれ」

　侍従や奴隷達という、頼みとしていた抑よく止し力りよくが無む情じようにも追い払われていく。

　ザインが後ろ手に分ぶ厚あつい石の扉を閉じ、シャールカーンは吹きつける激怒の波は動どうに仰のけ反ぞった。

（おお、お……おお、……ッッ……ッ!!）

　息詰まる沈黙に支配された部屋で、ザインはピクリとも動かない。

　石せき像ぞうのように動きを止めた男と狭せまい部屋にたった二人で残され、シャールカーンの額からだらだらと冷や汗が滴したたり落ちた。

（お、俺、今日で死ぬかもしれん……！）

　ザインの顔がゆらりと動き、それだけで恐怖に飛び上がりそうになった。異い様ようにぎらついた目が震えるシャールカーンを捕らえ、その唇から地を這はうような低い唸りがもれる。
















「……やってくれる──!!」

「ち、違う!!　誤解だ!!」

　平伏して命いのち乞ごいをしようかと思ったが、それをするときっと腰が抜けて立ち上がれない。シャールカーンは唾つばを吞み込み、懸命に言葉を継ついだ。

「抱き合っていたわけじゃない!!　あ、あれは慰めてもらっていたというか！　俺、あいつに男として意識されてな──────ッ!!」

　言葉をぶった切るような強きよう烈れつな破は砕さい音おんが響き、気がつけば足元に水が流れていた。

「な、な……な……！」

　シャールカーンの真横にあった、巨大な花瓶の片側半分が重い音を立てて床に転がる。

　ザインがいつ剣を抜いたのか、全く見えなかった。

　抜ぬき身みの半はん月げつ刀とうをだらりと下げたザインは、聞き取れないほど低い声で唸る。

「誰が言い訳しろと言った……!?」

「い、言い訳じゃない！　事実だぞ!?」

　何も身動きしていないのに、妙みように息が切れる。何度も荒い息を吐き、シャールカーンは目の前の男を手で制しながら後ずさった。背中が壁にぶつかり、ヒッと悲鳴がもれる。

「お、落ち着け、本当に落ち着いてくれ」

「何をしていた？　お相手とは何の相手だ？　兄の次は弟とかお前達兄弟はいったい何なんだ？　そもそもこんな狭い部屋で二人で会う必要があったのか？　慰めるだと？　慰めるのに抱き合う必要があるのか？　大体あれは抱き合うじゃなくて押し倒すだろ？　お前は何を考えてライラを押し倒した？　お前が上にいたということはお前が押し倒した以外にないだろう？　それともライラが誘ったとでも言うのか？　どっちだ？」

　お前と呼ばれていることはひとまず横に置き、シャールカーンは必死で考えをひねり出す。

「その、違うんだ、押し倒したというか、あれはそんなんじゃなくだな」

　耳をつんざくような甲高い音が響き、反対側にあった花瓶も死し亡ぼうした。

「言い訳するなと何度言わせる気だ……!?」

「お、俺が押し倒しました!!　立ち上がろうとしたら転んでしまって──！」

「なぜ転んだだけで押し倒すようなことになったのかを聞いている!!」

「ああああもうッ、お前どう答えても納なつ得とくする気ないだろ!?」

　要するにライラと抱き合っていたのが許せないのだ。

「くそッ!!」

　見事にすっぱりと半分だけ残されていた花瓶が、振り下ろされた半はん月げつ刀とうに粉ふん砕さいされる。

　左右の花瓶全てを粉々に叩き割り、それでもザインは何度も剣を振るった。大荒れだ。過去に見たことないほどの荒すさみ具合だった。

　壁にへばりつきながら慎しん重ちように遠ざかり、シャールカーンはただただ固かた唾ずを吞んで身を縮めていた。

　気心の知れた乳兄弟だが本気で怖い。

（こいつ、いつかライラ絡みで人を殺すかもしれん……！）

　普段感情を抑えている人間の方が、爆発力がすごいと聞いたことがあるがまさにそれだ。

　ゼェゼェと息を切らし、肩を上下させながらザインは堪えきれないように叫んだ。

「いつ終わる……!?　この不ふ愉ゆ快かいな集まりは！」

「す、すぐに終わらせる！」

「すぐだと!?　具体的にいつだ!!　今日の夕刻か!?　夜か!?」

「そ、その二に択たくは無理だが、できるだけ……」

　ついに花瓶を載せていた台だい座ざも叩き割られ、シャールカーンは恐怖のあまり失しつ神しんしかけた。

（だ、大理石が……ッ!!）

　見る影もないほど悲ひ惨さんな有あり様さまとなった部屋で、ザインの首がだらりとシャールカーンに向けられる。

「誰が壊した？」

「お、俺……だ、っ！」

　ザインの全身からはまだ殺気が立ち上っている。

　これだけ破は壊かい衝しよう動どうに走っても気が済まないらしい。さすがのシャールカーンにも収おさめ方が分からず、花瓶と台座の弁べん償しようは請うけ負おうことにした。頭を叩き潰されることを思えば安いものだ。

　シャールカーンの返事にやや気が済んだのか、ザインの表情から少しだけ険けんが抜ける。

　それを見み計はからって、シャールカーンは震える足を懸命に立て直した。

「あ、あのな、ライラはお前に嫌われたと思って悲しんでたぞ。ちゃんと話をしてやれ」

　抑えきれないとでもいうように、ザインは乾かわいた声で笑った。

「噓でしょう。ハールーン殿下の息がかかった女に散さん々ざん私の所しよ業ぎようを吹き込まれたようですから。さぞかし幻げん滅めつして軽けい蔑べつしたでしょうね」

　言葉遣いが戻ったことにほっとし、シャールカーンは壁から離れた。

「幻滅も軽蔑もしていない。ライラはお前のことが好きだ」

「何を根こん拠きよに？　もう嫌いになったでしょう」

「なってない！　ライラを信じろ」

「もういい。嫌うなら嫌えばいい」

「おいザイン！」

　あまりに強ごう情じようでシャールカーンが声を荒らげたとき、誰かが扉を叩いた。

「殿下、いかがなさいましたか」

　さすがに花瓶の割れる音で侍従達が飛んできたのだろう。ザインが小声で命じる。

「出る。姿し勢せいを正せ」

「お、おう！」

　はいっ、と答えかけ、なけなしの矜きよう持じで持ち直す。

　上手く動かない足を励まし、ザインの開けた扉を出た。外には侍従達が控えており、部屋の惨さん状じように全員が悲鳴を上げる。

「花瓶が……！　お怪け我がはございませんか、シャールカーン様」

「怪我はない。気に入らないから壊しただけだ。何か別の物を置いておけ」

　素そっ気けなく言えば、王子の気に入らない花瓶を置いたとして侍従達が平伏する。

「平ひらにご容よう赦しやを。すぐにお取り替えいたします。教主カリーフア様からいただいた品でしたので、これ以上となるとお時間が」

「別にこだわりはない。俺の宮から適当に持ってきて置いておけ」

　教主様申し訳ございません、と心中でひたすら謝しや罪ざいし、シャールカーンは背後で恭しく控ひかえる男を呼んだ。

「こ、来いっ、ザイン」

　本当は「どっか行ってくれ！」と言いたいがそうもいかない。一刻も早くこの猛もう獣じゆうと離れたいが、生あい憎にくと彼はシャールカーンの側仕えだった。

　次にライラとしゃべるときはジャスミンに伝言を頼もう。とてもライラ本人と言葉を交わす気にはなれない。そんなことになったら今度こそ嫉しつ妬とのあまり殺される。

（なんで俺、こんなやつのために頑張ってしまったんだろ……）

　後片づけに騒ぐ侍従達の声を罪ざい悪あく感かんと共に背中で聞き、シャールカーンは若じやつ干かんの後こう悔かいを覚えながら政務所デイワーンへと戻っていった。




　そんなシャールカーンとザインの背中を、一人の女が見つめていた。

　吊り気ぎ味みのぱっちりとした大きな茶色の瞳。細く優ゆう美びな肢体と、長い茶色の巻き髪を持つ美女はハールーンに呼ばれライラを案内した女官だ。

　シャールカーンとザインが立ち去るのを見とどけ、女は物もの陰かげに入り込む。

　空気の中に溶け込むようにその姿が薄れ、瞬まばたきする間に消えてしまった。





[image: ]






　エルサム宮を訪れて二十日。

　マルジャーナに対する嫌がらせ、毒の混入、部屋への男の侵入、その全てがぴたりとおさまったある夕刻、マルジャーナのもとへ侍じ女じよ頭がしらフェトナーが訪れた。

「マルジャーナ様。妃セツト・バルキス様があなた様と二人だけでお話がしたいと申しておられます。すぐに水すい晶しようの間まにお出ましを」

　後宮ハリムで行われる夕刻の礼拝を終え、部屋に戻ろうとしたマルジャーナは足を止める。

　足元に平伏するフェトナーが差し出す書状を受け取れば、中には確かにバルキスの花か押おうがあり、筆ひつ致ちもそれと分かる大だい胆たんで美しいものだった。

　背後に控えるライラが何かを言いたそうに身じろぐ。だがマルジャーナはその意見が言われる前に、フェトナーに答えた。

「──かしこまりましたわ。すぐに参上させていただきます」

「では、バルキス様にそのようにお伝えして参ります」

　フェトナーは喜びに満ちた顔で承うけたまわり、辞じしていった。

　足早に部屋に戻れば、妖霊ジヤン姉妹を見張りに立たせるなりライラが飛びついてきた。

「マルジャーナ、妖霊を連れて行ってね？　姿を消しておけば大丈夫だから、お願いよ？　絶対に一人で行ったりしないで」

「まあ、ライラ」

　予想どおりの反応に苦笑した。笑うマルジャーナに対し、ライラは泣きそうなほど真剣だ。彼女はここ最近、嫌がらせや毒による攻こう撃げきが止やんだことに不安を感じていたのだ。

「バルキス様は決着をつけるつもりなんだわ。私、シャールカーンに知らせてくる」

「いいえ、ライラ。私は一人で行きますわ。バルキス様からのお達しですもの、妖霊達をこっそり私につけたりなさらないでね」

「マルジャーナ！」

　本気で怒っても優しい顔に見える少女に、マルジャーナは安心させるように微笑んだ。

「前に言いましたでしょう？　私は私なりに、バルキス様が殿下をどう思い、私をどう思っているのかを考えたのです。ですから、直接会って確認して参りますわ。大丈夫、必ず戻ります。だってライラがいてくださるんですもの」




　思えば、ライラほどこの件に無関係な少女はいない。

　バルキスが遣つかわした女官数人に囲まれ夕暮れの後宮を歩きながら、マルジャーナは静かな面おも持もちで考えていた。

　ライラ以外の五人、その中でもルーダイナを除く四人にとって、この問題は根が深く解決は望めないものだった。だからいつかはルーダイナの力を借り、手に手を取って逃げ出そうと決めていたのだ。

　騒ぎにはなるだろう。だが、それぞれの国はなんの損そん害がいも受けず機き能のうしていく。

　そうして生きていくはずだったのに、ライラの存在が皆の姿勢を変えた。

　ザインはまた別の心持ちだっただろうが、ジャスミンとシャールカーン、そしてマルジャーナは確実に変化した。

　もしかすると立ち向かえるのではないか。鬼神イフリートラーフと戦ったあのときのように──。

　そんな気持ちが芽め生ばえたのだ。

（ライラがいなければ、私はエルサムに来ることはなかったでしょう）

　なぜなら、こうして運命に立ち向かう勇気は彼女が与えてくれたものだったから。

　水晶の間の扉が開かれ、マルジャーナは優雅に跪き、冷たい大理石の床に額をつけた。

「よく来ておくれだね。さあ、こちらへおいで」

　マルジャーナ──、と名を呼ばれ進み出た。

　背後で扉が閉じられ、広間のような開放感のある大きな部屋に二人だけになる。

　クッションに腰かけるバルキスは約束どおり侍女を連れず、たった一人でマルジャーナを待っていた。

　二人の間には水晶の水差しがあり、紅こう玉ぎよくを削けずって作った小さな盃さかずきが一つだけ置かれている。

　自分の後宮にいるとあって、バルキスは面紗ヴエールや顎布リサムを全て外していた。

「マルジャーナや。お前も面紗を取ってよく顔を見せておくれ。こうしてゆっくりと会うのは初めてだね」

「はい。光栄にございます」

　言われたとおりマルジャーナが面を晒さらせば、バルキスは微かに感かん嘆たんの息を漏らした。

「本当に美しい娘だこと。アクバル教主はなぜお前に手をつけなかったのか、不思議でかなわぬ」

「私などより美しい娘はたくさんおりますわ。姫君セツト・ジャスミン様のお側に置かせていただきましたので、きっと霞かすんでしまいお目に映らなかったのでしょう」

「……なるほど。さすがに正妃エル・サイエダ・ドニヤ様は賢いお方だこと」

　バルキスは笑う。

　公こう明めい正せい大だい、寛かん仁じん大たい度どの王ほど娘の侍女に手をつけることを慎つつしむ。バスラムの正妃ドニヤはそうして、自分の脅きよう威いになりそうな女を体ていよく教主から遠ざけたのだ。

　大人になったマルジャーナもそうなのだろうと気づいたが、それを恨んだことはない。

　むしろありがたいことだった。

「エルサムに着いた当初は加か減げんが悪かったようだが、その後はいかがか？」

　なんの含みもなく尋ねられ、マルジャーナはそっと微笑んだ。

「ご心配をいただき恐きよう縮しゆくですわ。おかげさまで何事もございません。ご用意していただいたお部屋が身体に合ったのかもしれませんわ」

「ほほほ。後宮の歓かん迎げいが気に入ったか」

　マルジャーナに何が起こり、どう対たい処しよしたかなどきっとバルキスは百も承知だろう。

　艶つややかな紅あかい唇が優ゆう雅がな笑えみを形作った。

「ハールーン殿下の母君、妃マリアムはそれはそれは嫉妬深い方でな。ムスナド陛下の寵ちよう愛あいを受けた女は例外なく殺されるか、後宮から追われるかした。陛下に目をかけていただいた妾わらわも、何度命の危き機きに見舞われたことか──」

　マルジャーナは無言を通した。下手な同意や同情を口にすれば、その時点でバルキスはマルジャーナを見限るだろう。

「毒をもって毒を制する。殺さなければ殺される。そなたも知るように、ザインの母が死んで妾もやっと目が覚めた。このままではシャールカーンが殺される、と。妾はマリアムと競い、陛下の寵を勝ち取り、讒ざん言げんをもってマリアムを追い込み、ついには発狂させた。あとはハールーン殿下を殺せば完かん璧ぺきだったが、あれは早々に本殿へ移されてな。なかなか上手くいかなかった」

　バルキスは慣例を破やぶり、七歳を過ぎてもシャールカーンを後宮から出さなかった。本殿での政務や軍ぐん事じ訓くん練れんに出すことはあっても、生活の場はあくまで後宮。バルキスの手元に置き続けたのだ。

「マリアムが狂い、北の牢獄に閉じ込められるまで妾は深く眠ったことなどない。いいや、あの女が狂ってからはより強く、妾はシャールカーンの安あん否ぴだけを考えた」

　笑みを消し、バルキスは長く眉墨コフルを引いた目でマルジャーナを見据えた。

「シャールカーンを守ってきたのは妾。妾が命を懸かけてムスナド帝王の正妃の座を射い止とめたのも、マリアムを追い込んだのも、全てシャールカーンを守るため」

「存じております」

「エルサムをあの子の手に渡してやりたいのだ。ここはあの子の国、あの子が治おさめるべき国。兄に遠慮して権利を放ほう棄きするなどあってはならぬ」

　バルキスがゆっくりと立ち上がる。

　しゃらしゃらと身を飾る宝ほう飾しよく品ひんが涼すずやかに揺ゆれ、衣きぬ擦ずれの音が鳴る。

「妾がそなたをムスナド陛下の部屋に行かせた理由が分かるか？」

　存じております──、と言いかけ、言葉を換かえた。

「──陛下がすでにお亡くなりであることを、私に知らせるためでございます」

　あれは生きているが、死んでいる。

　マルジャーナはライラのように甘あまい臭においで気分が悪くなったわけではない。

　ライラが気づいた魔術の力には気づかなかったが、代わりに別の物に気づいた。

　それは、死し臭しゆうだ。

「そのとおり。聡さとい娘だね。そなたはシャールカーンを愛しているか？」

　自然と平伏していたマルジャーナは、決意をもって顔を上げた。

　目の前に立つ女王を見上げ、毅然と姿勢を正す。

「心より、お慕い申し上げております」

「ならばなぜ身を引かぬ？　あの子がこのエルサムの帝王になるのは、妾にとっては悲ひ願がん。ジャスミン姫を正妃としそなたは愛あい妾しようにすればいいと言っておるのに、あの子は側そく室しつは持たないの一点張ばり。エルサムを出れば殺すと脅おどしても聞きやしない。どうしたものか」

　バルキスは膝ひざを折り、マルジャーナと視線を合わせた。大きな瞳は漆しつ黒こくで、シャールカーンと同じ色のはずなのに全く違う。それは深しん淵えんを思わせるような黒だった。

　バルキスは白い指先を伸ばし、マルジャーナの前髪をかきあげる。

「この傷か。これがあるから、優しいあれはお前を妃にしようとしているのか」

「いいえ。傷などなんの関係もございませんわ。……昔は、私も同じように思っておりましたが」

　額に走る深い切り傷は、十四歳のときシャールカーンの剣によってつけられたものだ。

　まだ十歳だったシャールカーンは泣きじゃくって謝り、「俺の妃にするから」とまで言ってくれた。優しい少年のお詫わびとして微笑ましく受け流し、六年。

　可愛らしい少年はいつの間にか自分と同じ背せ丈たけになり、真剣に求きゆう婚こんしてくるようになった。だが、妃に、と言われても応こたえられるはずがない。そんな結婚をエルサム王国は絶対に認めないし、シャールカーンが責任感のある男だと十二分に分かっていたからだ。

「きっと、私を幸せにしないとご自分が許せないのだろうと。傷のことは気になさらないで、子供の頃の約束を守る必要はございません、と何度もお話しさせていただきました。──そんなとき、鬼神ラーフに攫さらわれたのですわ」

「知っておる」

　身分の高い女性が旅をするのは稀まれだが、息子むすこが教主カリーフアの姫と婚礼を挙げるとなれば話は別だ。バルキスは帝王ムスナドと共に、あの婚礼の大広間にいたのだ。

「本当に強大な鬼神でございました。果ての砂漠を越えて、お伽とぎ噺ばなしでしか知らないカフ山の城へ連れて行かれ……。ジャスミン様がご夫ふ君くんである魔神ルーダイナ様と契けい約やくされていなければ、きっと私の命はなかったでしょう」

　いったい、どんな人間が果ての砂漠を超えられるというのか。

　ルーダイナが元の力を取り戻せばあるいは、と思ったが、シャールカーンが来ることは絶対に叶かなわない。

「殿下が強い方だと私も存じております。ですが、それは人間の中にあってのこと。怖ろしい鬼神に立ち向かうには儚はかなすぎます」

「……鬼神を追ったと聞き、妾もあの子の死を覚かく悟ごした」

「はい。でも、殿下は鬼神の城まで本当に私を救いに来てくださったのです。立派に戦い、仲間を助け、私と姫様を守ってくださいました」

　最強の魔ジ神ン、最高の魔術師、そして傑けつ出しゆつした剣士達が揃って初めてジャスミンを救うことができたのだ。きっと、あの中の誰が欠かけても成し得なかった。

「なんて心の強い方だろうと思い、こんな場所まで命を懸かけて来てくださった方から、もう逃げられないと思ったのですわ」

　シャールカーンの気持ちに応こたえ、彼が笑ってくれたときにやっと気がつくことができた。

「私の心が弱いばかりに、殿下を長くお待たせしてしまったこと──。これからは、あの方を想うことで償つぐないたいと思います。私はシャールカーン殿下をお慕いしておりますわ。あの方が私を想ってくださる以上に」

　マルジャーナのするべきことは身を引くことではない。

（殿下のために戦っていくこと──）

　それが、マルジャーナのするべきことだ。

　真っ直ぐに視線を合わせるマルジャーナを見つめたまま、バルキスはゆっくりと水晶の水差しを手に取った。

　粘ねん度どのある深い黄おう土ど色いろの液体が盃さかずきに注そそがれ、刺すような臭しゆう気きが鼻を突く。

　バルキスは微笑み、盃をマルジャーナに差し出した。

「ではお飲み」

　この上なく優しい声で、まるで甘い飲み物のように勧すすめる。

　マルジャーナは盃を丁寧に捧ささげ持ち、バルキスに拝はい礼れいした。

「──お言葉を賜たまわることは、すなわちお言葉に従うこと」

　とろりと重たげに揺れるそれは、きっと胃の腑ふに到達するまで時間がかかることだろう。

　苦しみの時間はきっと長い。

　だが、マルジャーナはためらわなかった。

「ありがたく、頂ちよう戴だいいたします」

　そして、一息に盃の中身を呷あおった。




「──────！」




　最後まで飲み干すことは不可能だった。

　口こう内ないや喉のどが焼やけ爛ただれそうなほど熱く、息が詰まり、視界が真っ赤に染まる。

　絶ぜつ叫きようしたはずなのに、声が出ない。

　全身の血が沸ふつ騰とうし、皮膚から噴ふき出すような錯さつ覚かくにとらわれた。胃どころか内ない臓ぞうの全てから何かが込み上げ、身体の内で悲鳴を上げて痙けい攣れんする。

　のたうち、震える瞼を渾こん身しんの力でこじ開けたマルジャーナの目に、美しい綾あや錦にしきの裾すそが映る。

　立ち上がったバルキスは、悶もだえ苦しむマルジャーナを凍りつくような目で見下ろしていた。
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　大おお股またで本ほん殿でんを抜けたシャールカーンは、宦かん官がん奴ど隷れいの制せい止しを押しのけ黒こく檀たんの扉を開いた。

「殿でん下か！　ここは後宮ハリムでございます！」

「お止まりを！　扉の先に入ってはなりませぬ！」

「下がれ！　首を刎はねられたいかッ!!」

　追いすがる宦官を一声で追い払い、シャールカーンは長らく暮らしていたバルキスの後宮を駆かける。事前にマルジャーナの部屋は聞いてある。案内は不要だった。

　宮の南、一ひと際きわ立りつ派ぱな部屋の前には二人の妖霊ジヤンが立っている。姉し妹まいはシャールカーンの姿に、恭うやうやしく扉の前から退しりぞいた。

　扉を叩たたくこともせず乱らん暴ぼうに押し入り、シャールカーンは無言のまま寝しん室しつへと進む。

　中にいたライラとジャスミンが弾はじかれたように振り返り、寝しん台だいに横たわっていた女が驚おどろいて身を起こした。

「殿下」

　半身を起こしたマルジャーナにつかつかと歩み寄り、シャールカーンは物も言わず右手を振り上げた。

　鋭するどい音が響ひびき、頰ほおを打たれたマルジャーナは寝台に倒たおれ込む。

「シャールカーン！」

　ジャスミンの悲ひ鳴めいが上がり、ライラはとっさにシャールカーンの腕にしがみついていた。

　止めるライラを振り払い、シャールカーンは大だい喝かつする。

「なぜ毒どくだと分かっていて飲んだッ!?」

　あまりの剣けん幕まくにライラは身を引いたが、体たい勢せいを立て直したマルジャーナは冷静な表情を崩くずさなかった。

　ただ、静かに頭こうべを垂たれる。

「申し訳ありません」

「謝るな！」

　激げつ昂こうに染まったシャールカーンの頰に涙が落ちる。

　次から次へと流れるそれに、間に入ろうとしていたライラとジャスミンは動きを止めて固かた唾ずを吞のんだ。

　マルジャーナは顔を上げ、拳こぶしを握にぎって涙を堪こらえるシャールカーンを見上げる。

「事前にライラからいただいた中ちゆう和わ剤ざいを飲んでおりました。ですから命の心配まではしておりませんでしたし、私はバルキス様が解げ毒どく剤ざいを持っていると信じていたからですわ」

「なに……!?」

「あの方はあなた様のお母様です」

　不ふ可か解かいそうな顔をしたシャールカーンに、マルジャーナは真剣に語った。

「バルキス様がシャールカーン殿下を太たい子しになさりたいのは、ハールーン殿下との争あらそいから守るため。あなた様の命を守りたいが故ゆえでございます」

　バルキスと実じつ際さいに話をし、マルジャーナは確かく信しんしたのだ。

　権けん力りよくを望む、その根こん底ていにあるものを。

「殿下に、幸福で健すこやかにいてほしい。バルキス様が望むのはそれだけですわ。それほどあなたを愛していらっしゃる方が、あなたが本当に大事だと思っている人間を殺すはずはない」

　あの水晶の間から、生きて帰ってきたマルジャーナは力強く答えた。

「そう、懸かけたからですわ」

　シャールカーンは大きく息を吞み、まじまじとマルジャーナを見つめる。

　その目にもう涙はなく、ただ大きな驚きよう愕がくのような、途と惑まどいのようなどちらともつかない感情が浮かんでいた。

　しばらくマルジャーナと見つめ合っていたシャールカーンは、何も言わずに身を翻ひるがえす。

　背を向けて出て行ったシャールカーンに、見守っていたジャスミンが動いた。

「私が追います。ライラ、あなたはマルジャーナについていてあげて」

「はい、ジャスミン姫」

　おそらくシャールカーンはバルキスのもとへ向かったのだろう。

　うなずいたライラに、ジャスミンは立ち止まり振り返った。

「ライラ。もう大だい丈じよう夫ぶよ。もう何も心配することはないの」

　え？　っと目を瞬またたいたライラに向け、ジャスミンは花開くような微び笑しようを見せる。

　それは目も覚めるような、どんな不安も一いつ掃そうしてしまうほどの美しい笑顔だった。

「もうすぐ終わるわ。六人で一緒に月の丘に帰りましょうね」

「……！」

　六人で──。

（ジャスミン姫……！）

　ジャスミンの確かな言葉に、思わず知らずライラの目の奥が熱くなった。

　何も不安に思うことはない。マルジャーナはシャールカーンと二人でエルサムに残るのではないか。そんな漠ばく然ぜんとした怖おそれも、誰一人欠かけず、皆で元のように暮らせるのか悩んだことももう心配はいらない。

「はい……！」

　涙声で答えたライラを抱だきしめ、ジャスミンは軽かろやかに部屋を出て行った。

「ライラ」

　マルジャーナが寝台から腕を伸ばす。手を握り合った二人は自然に身体からだを寄せ合った。

「ライラ、辛つらい思いをさせて本当にごめんなさい。でも、あなたがいてくださって私がどれほど救われたことか……！」

　マルジャーナはぎゅっと力を込めてライラを抱きしめる。

「食事に虫を入れられたときも、一人ならきっと耐たえられなかったでしょう──。毒見を申し出てくれたことも、いつも優しく側そばにいてくれたことも……。あなた自身に辛いことがあっても、私は話を聞いてあげることすらできなかったのに……！」

「マルジャーナ……」

　そんなふうに思ってくれていたとは知らず、ライラは堰せきを切ったように泣き出したマルジャーナの髪を撫なでた。

「ライラがイブン・スィーナー様のもとで魔ま術じゆつを学ぶと言ったとき、私も進まなければいけないと思ったのですわ。このままではいけない、殿下のお気持ちに応こたえるなら、逃げるのをやめて立ち向かわなければいけないと」

　ライラは自分の力を認めたとき、大きな運命の波を迎むかえ撃うつような気持ちでイブン・スィーナーに応えた。

　怖ろしくても、逃げ切れるものではない。力を授さずかって生まれたことを、天てん命めいとして受け入れたのだ。

　あのときライラが感じた恐きよう怖ふを、今マルジャーナが乗り越えようとしている。

「マルジャーナ。私、やっぱり来てよかったと思っているわ」

　自分達は一人ではない。

　シャールカーンと話したときと同じ気持ちで、ライラはマルジャーナの涙を拭ぬぐった。

「確かに辛いことや聞きたくないこともあったけど、あなたの側にいられてよかった」

　行くと決めてよかった。そうでなければ、きっと月の丘で一人後こう悔かいをしていただろう。

「ライラ……」

　笑顔を見せればマルジャーナも涙を拭い、しっかりと身を起こした。

「ありがとうございます、ライラ。私、少し眠りますわ」

「うん。ルーダイナが治なおしてくれたとはいえ、まだしんどいでしょう。私が見張りをしておくから」

　中和剤と解毒剤で一いち命めいを取とり留とめたとはいえ、万全ではない。マルジャーナは念のためとルーダイナに治ち療りようを願い出ていたのだ。

　やはり相当疲れたのだろうと思ったが、マルジャーナはゆるゆると首を振る。

「いいえ、ライラ。あなたに殿下を止めていただきたいのですわ。あのままではバルキス様と大おお喧げん嘩かになるかもしれませんから」

「え？　でも……」

「ライラ。バルキス様はきっと、私達がエルサムを訪おとずれる前から心を決めていらっしゃったのですわ。殿下は姫様との結婚を承しよう諾だくしないだろうと分かっていた。だから太子はハールーン殿下になるだろう、と」

　驚いて口を閉ざしたライラに、マルジャーナは再度願い出た。

「姫様はそれを理解してくださっていますが、念のためあなたにも行っていただきたいのです。私ならもう大丈夫ですわ。妖霊達もおりますし」

　ライラは躊ちゆう躇ちよしたが、マルジャーナは一人になりたいのかもしれない。バルキスとのことが終わり、精神的な疲ひ労ろうもあるだろう。

「うん……分かったわ。じゃあ行ってくる。マルジャーナはゆっくり眠ってね」

　決着のついた今、マルジャーナの身に危険はないはずだ。

　ライラはマルジャーナを寝台に寝かせ、強く手を握りしめてから部屋を後にした。




　ライラがいなくなり、一人になったマルジャーナは静かに目を閉じた。

（本当に健けな気げな方……）

　なぜああも献けん身しん的てきなのか、驚きを通り越して感動を覚える。あれでは周りの者が甘あまえずにはいられない。気がつけばべったり依い存ぞんし、彼女なしではいられなくなりそうな気がして怖こわいほどだ。

（私も、ライラに甘えるだけではいけませんわ）

　ライラが去って、しばらくしたころ────。

　ギィ、と扉の開く小さな音が聞こえた。

　待っていた人物の来らい訪ほうに、マルジャーナは目を閉じ、耳を澄すませ集中する。

　妖霊達には人が来たら通していいと事前に伝えてある。

　部屋に侵しん入にゆうしてきた人物は、足音もなく部屋を渡り寝室へと入ってきた。軽やかな動きは女のものだ。押し殺した小さな息いき遣づかいがそれを確信させてくれる。

　女は寝台の脇わきに立ち、仰あお向むけに眠るマルジャーナを見み下おろす。

　息が荒くなり、短く気合のような声が上がるのが分かった。

　ふっ、と空気が動く。

　その人物が腕を振りかぶったのを感じ、マルジャーナは勢いきおいよく目を見開いた。

　今しも振り下ろされようとした手に向け蒲団マトラーを跳はね上げ、女もろとも蹴けり飛とばす。悲鳴を上げて倒れ込んだ女の背にのしかかり、体重をかけて押さえつけた。

「……ッ!?」

　髪を乱し愕がく然ぜんとする女によ官かん装しよう束ぞくの美女に向け、マルジャーナはにこりと優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「申し訳ございません。私、こういうことは世の女性以上に優すぐれておりますの」

「お前……ッ……！」

　怖ろしい形ぎよう相そうでマルジャーナを見上げたのは、侍じ女じよ頭がしらフェトナーだった。

　血走った眼めのフェトナーから強引に短剣を取り上げ、マルジャーナは遠くに投げ捨てる。

「毒で弱っているとお思いでした？　ごめんあそばせ、このように元気ですわ」

　たとえ弱っていたところで、こんな息の殺し方も知らない、剣など持ったことのない女に負けるつもりはない。

　フェトナーは必死に顔をねじり上げ、マルジャーナを睨にらみつけた。

「なぜ……！　なぜ水すい晶しようの間まに行ったのにお前は生きているの!?」

「バルキス様が私を殿下の妻と認めてくださったからですわ」

　一番痛いた手でを受けるだろう返答に、予想どおりフェトナーの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　マルジャーナはずっと疑っていた。

　きっかけは、蠟ろう燭そくの毒から立ち直ったときに聞いたジャスミンの言葉だった。

〝ただ、私はバルキス様がとてもシャールカーンを愛していると知っているから〟

　────バルキスは、本当に自分を殺そうとしているのだろうか。

　もちろんエルサムに入るまでは怖れていたが、挨あい拶さつを交かわし、後宮で考えるうちにそれは変化した。

　バルキスはマルジャーナを殺してどうするつもりなのか？

　あのシャールカーンがおとなしくジャスミンと結婚すると思っているのか？

　いいや、思うはずがない。バルキスはシャールカーンの性格を熟じゆく知ちしているだろうし、そこまで単純で愚おろかではない。そもそも本当に殺したいなら効こう果かの遅い毒などに頼たよらず、宦官奴隷全員を動かしてマルジャーナを一ひと突つきにすればいいのだ。

　──ならばバルキス様は私を殺す気などなく、私がどんな女でどれほどの覚かく悟ごを持っているのか見み極きわめようとしているのでは────。

　そんな思いは、こうして毒を飲んで確信できた。

「私が生きて帰ってきた以上、フェトナー様が来るだろうと思っておりましたわ」

　バルキスでないとしたら誰が毒を仕込み、男を引き入れようとしたのか。

「あなた様は侍女頭。シャールカーン殿下の妃きさき候こう補ほとしてお仕つかえしてきたのでございましょう？　私を憎にくみ、死を願うのも当然のこと」

　初めてフェトナーの挨拶を受けた瞬しゆん間かんから、激はげしい憎ぞう悪おを感じていた。

　後宮で育ったマルジャーナはライラと違い、侍女頭がただの役やく職しよくでないことを知っている。バルキス直じき々じきに役を命めいじられたということは、フェトナーは特別な侍女だったのだ。

（妃となるため一番側で仕えてきた娘が、妻として連れてこられた女の世話をする──）

　フェトナーにとってどれほどの屈くつ辱じよく、どれほどの悲ひ嘆たんだったことか。

　改めて、このように人じん選せんしたバルキスを怖ろしい女性だと思った。

　バルキスはフェトナーが殺しにかかることを前ぜん提ていに、マルジャーナに生いき延のびてみせろと課題を突きつけたのだ。

　嚙かみしめたフェトナーの唇くちびるから、血を吐はくような声が漏もれる。

「そうよ……！　お前がいるから殿下が惑まどうのだわ……！　私は殿下のために生きてきたのよ。シャールカーン殿下の妃になるためにバルキス様に選ばれ、殿下のためだけにお仕えしてきた！　なのにどうして……!?」

　フェトナーは絨じゆう毯たんに顔を押しつけ、号ごう泣きゆうした。

「どうしてあなたが選ばれるの？　どうして私じゃなかったの？　なぜ？　私はずっと殿下のために生きてきたのに……！」

　泣き崩れる娘の背から退き、マルジャーナは静かに立ち上がる。

　フェトナーを見下ろし、そっと口を開いた。

「私もですわ」

　フェトナーがぴくりと反応する。

　涙で濡ぬれた目をおそるおそる上げた女に、マルジャーナは、はっきりと答えた。

「私も、殿下のために生き、殿下のために戦います。相手がどんな方でも」

　マルジャーナは自分の想いがフェトナーに負けるとは思っていない。

　だが、勝ってもいないかもしれない。

「私もあなた様も気持ちは同じ。なら、どこまでも戦って勝つしかありませんわ」

　身を起こしたフェトナーに、マルジャーナは凜りん然ぜんと顔を上げた。

「勝負は、負けた、と思った瞬間に終わるのですから」

　もう身を引く自分はいらない。

　これからは、どんな相手が現れてもあきらめることはないだろう。

　自分の心に新たな自信が生まれたことを、マルジャーナはしっかりと感じていた。
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　マルジャーナの部屋を出て真まっ直すぐバルキスの私室へ向かったが、帝てい妃ひは本殿へ向かったという。

（私が行って止められるかしら？）

　ジャスミンならまだしも、ライラがバルキスとシャールカーンの間に入れるとは思えない。しかしマルジャーナにお願いされたからには向かうべきか。

　迷いながら後宮ハリムを出れば、突然腕を引かれた。

「きゃっ！」

　驚いて逃げようとしたが、相手の顔を見てライラは仰ぎよう天てんした。

「ザイン様!?」

　なぜこんな後宮の門の側そばにいるのか、ライラを捕とらえたのは悲ひ壮そうな顔つきのザインだ。

　図書館での失敗を忘れず敬けい称しようを付けたが、ザインは衝しよう撃げきを受けたように顔を歪める。

「……今は、様はいりません」

　力ない声で言い、ライラの手を摑つかんだまま宮殿の警けい備び兵へいから離れるように歩き出した。

　だが冷たい大きな手には力がこもっておらず、少し歩みが遅れると手が外はずれてしまいそうだ。繫つないだままでいるため、ライラは小走りで後を追う。

（二人で、話をしようということ？）

　静かな回かい廊ろうに出て、二人きりだと分かるとライラの途惑いは一転して喜びに変わった。

（嬉うれしい……！）

　こんな小さなことで、次から次へと胸の中に温かいものが込み上げてくる。

　何日ぶりだろう。月の丘で最後に話をしてから、ゆうに一ひと月つきは経たっていた。

　足を止めたザインが振り返り、ライラは抑おさえきれない喜びに笑顔を見せた。

「ザイン、なんだか久しぶりね。話すことができてとても嬉しいわ」

　姿を見ることもあったし、主おもに注意だが、言葉を交わすこともあった。

　それなのに、とても懐なつかしく感じる。ずっと逢あいたくて、でも逢えなかった人と巡めぐり合あえたような心地ここちだ。

　自然に顔が綻ほころぶ。あれほどザインの過去に泣いて眠れない夜を過ごしたはずなのに、こうして二人で向き合えばその全てがライラの中から消えてしまった。

（嬉しい。すごくすごく嬉しいわ！）

「ザイン、なんだかやつれたみたい。大丈夫？　疲れていない？」

　精せい悍かんさは増したが、どこか薄うす暗ぐらい、狂きよう気きのようなものが漂ただよっている。心しん労ろうが多いのかもしれない。

「ライラ……！」

　ザインは途惑ったようにライラを見下ろしていた。

　いや、途惑いというよりも驚愕に近いかもしれない。不可解で信じられない、とでもいうような表情だ。

　名を呼んだきり言葉をなくしたザインに代わり、ライラは彼が心配しているだろうことを口にしてあげた。

「マルジャーナなら大丈夫よ。使われる毒に当たりをつけて、事前に毎日中和剤を飲んでもらっていたの」

「……マルジャーナ？」

　不思議そうにつぶやき、ザインは「ああ」と思い出したかのようにうなずく。

「……ありがとうございます。毒はあなたが調べたんですか？」

「ええ、ルーダイナや妖霊ジヤン達に手伝ってもらって。バルキス様が過去にお使いになった毒や、最近手に入れられた物を探ってもらったの」

　中和剤に万ばん能のうな物などない。解毒剤も同じだ。ライラがこの数日でしたことは、バルキスがどんな毒を用もちいてくるか見当をつけることだった。相手は王族。望めばどんな毒でも手に入れられる。

「でも結局はバルキス様が解毒剤をくださったから、必要なかったんだけどね」

　何もかもマルジャーナが予想した通りだった。中和剤はあくまでもしものときの備そなえであり、バルキスはやはりマルジャーナを殺さなかった。

　ザインは何も答えない。

　ひたすら立ち尽つくすザインに、ライラは言葉を止めて小首を傾かしげた。

「ザイン？」

　身動きすらしない。何度か口を開こうとするが、そのたびに目を閉じてやめてしまうザインを見つめ、ライラは納得した。

（何か、私に言いたいことがあるんだわ）

　でも、今は言えない。

　彼はそれを言ってしまおうかどうか迷っている。

　苦悶するように眉み間けんにしわを寄せてうつむいたザインに、ライラは優しく語りかけた。

「ジャスミン姫がもうすぐだって言ってくださったわ」

「何がですか……？」

「六人で一いつ緒しよに月の丘に帰りましょうって」

「──！」

　ザインの全身が目に見えて揺れた。

　呼吸さえ忘れたかのように一心にライラを見つめ、茶色い瞳ひとみがこれ以上ないほど大きく見開かれる。

　かなり衝撃を受けた様子に、ライラは不安になってしまった。

「帰りたくなかった？　やっぱり、エルサムに残り」

「まさか!!　帰るに決まっている！」

　足を踏ふみ出して叫さけばれ、あまりの剣幕にライラは目を瞬く。

　ぽかんとしたが、ザインが本気で焦あせっているのが分かって笑いが込み上げてきた。

「ふふ、よかった！　だから月の丘に帰ったら話を聞かせてね。今はまだ話せないこともあるでしょうから」

　きっと、そういうことなのだ。

　それでかまわない。

　ルーダイナはザインのことを、理わ由けがあるから信じてやってほしい、と言った。

　そしてそれを、ライラにとって惨むごいことを強しいている、とも言ってくれた。

（──いいえ、そうではないわ）

　惨くなどない。

　全てを暴あばかないとザインを好きでいられないわけじゃない。

（秘密があっても、過去に何があってもかまわない。私のことを、本当は好きではなかったとしても）

　それでも自分はザインのことが好きなのだから。

「知りたいことがたくさんあるの。もちろんあなたが話せる範はん囲いでいいから」

「ライラ……っ！」

　ね、と念を押せば、ザインが耐えかねたように腕を伸ばした。

　だが、勢いよく伸ばされた腕は途中で止まる。

　迷った末、ためらいがちにライラの首元から黒髪を一ひと房ふさ手に取ってそっと持ち上げた。

　驚いて見つめるライラの前で、さらりとした長い黒髪の感かん触しよくを確かめるように、ゆっくりと骨ばった指先を滑すべらせていく。

　実際に触ふれられているのは髪なのだが、妙みように背せ筋すじがぞくぞくしてライラは恥ずかしさのあまりうつむいてしまった。意識せずとも頰に血が上のぼっていく。

　ザインは髪先で指を止め、じっとそれに目を落とす。

　そして、ライラの見つめる前で恭しく髪に口づけたのだ。
















（────────────っっ!!）

　悲鳴を上げて飛とび退すさったはずなのに、硬こう直ちよくしたライラは微び動どうだにしていなかった。

「あなたはマルジャーナの部屋に戻ってください。シャールカーンのところには私が行きます」

「は、はいいっっ！」

　こっちは声が裏返るほど動どう揺ようしたというのに、ザインはあっさり指を離し背を向けてしまう。

　振り返ることなく消えてしまった後ろ姿を見送り、ライラは胸を押さえてよろめいた。

　直接肌に触れられたわけでもないのに、ばくばく心臓が跳ねている。鼓こ動どうが激しすぎて眩暈めまいがしそうだ。

（び、びっくりしたわ…………！）

　思わせぶりすぎる。

　割り切ったはずなのに、実は恋されているんじゃないかと期待してしまうほどだ。

（と、とにかく今は考えない！　全部月の丘に帰ってからよ）

　熱くなった頰に両手を当てて冷さまし、深呼吸したライラは力強く顔を上げる。

　ザインに言われたとおり部屋に戻ろうと歩き出した、そのときだった。

「ライラ様」

　鈴を鳴らすような声で呼ばれ、ライラはぎょっとして振り返った。

　回廊の奥から、長ちよう衣いの裾すそを引いて一人の女が現れる。

　長い茶色の巻き髪を束たばね、一方の肩に流した優ゆう美びな娘だった。

「あなたは……」

　先日、図書館からシャールカーンの部屋まで案内してくれた女官だ。

「…………」

　あのときにも感じたことだが、ライラは意識を集中させ、確信する。

（────やっぱり、この方……）

「ライラ様、こちらへどうぞ。ご案内させていただきますわ」

　どこへ案内するのか、場所の明めい言げんはしない。

　ライラはにこやかな女官の美び貌ぼうを見つめ、黙もつ考こうする。

　この場で抵てい抗こうすれば、おそらく勝てるだろう。そうするべきなのかもしれない。

　だが、ライラは魔術を使わなかった。

　女官に向き合い、しっかりとうなずく。

「分かりました。行きます」

　彼と、話をしてみたいと思った。
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　広大なエルサム宮きゆう殿でんの北。石造りの尖せん塔とうの側には一つの巨大な棟とうがある。

　高い城じよう壁へきに沿そって南北に延び、色いろ鮮あざやかで華はなやかな本宮とは対たい照しよう的てきに、灰色の石を積み上げた武ぶ骨こつな建物だ。

　総じて窓は小さく、一定間かん隔かくで地下に降りる階段が設もうけられている。それらの扉には黒い南なん京きん錠じようがかけられ、滴したたる水と黴かびの臭においが濃こく漂っていた。

　茶色い髪の女官に連れられ、無人の棟に入ったライラはその静かな圧あつ迫ぱく感かんに眉まゆを寄せる。

（……牢ろう獄ごく？）

　ライラは牢獄というものを見たことがない。

　一般に城じよう塞さいの中に置かれると聞くが、月の丘の宮殿にはなく、頻ひん繁ぱんに訪れるベルガ王国でも縁えんのないものだったからだ。

　女官は慣れた様子で冷たい廊ろう下かを渡り、人ひと気けのない奥へと進んでいく。

　緊きん張ちようしながら後について歩いていたライラだったが、特に複ふく雑ざつな道を行くわけでもなく女官が立ち止まった。

　簡かん素そな木の扉を叩き、ライラを中へと招き入れる。

　暗く湿しめった廊下から、一いつ転てんして煌こう々こうと輝くランプの明かりが飛び込んできた。

　広い部屋の中には美しい絨毯が敷しき詰つめられ、石の壁にも帳とばりが掛けられ優雅に装よそおわれている。備えられたクッションや花か瓶びん、寝しん台だいなどの調ちよう度ど品ひんも華やかで美しい。

　この棟の持つ暗さを覆おおい隠かくした豪ごう奢しやな部屋で、黄おう金ごんの寝ね椅い子すでくつろいでいた男性がしなやかに身を起こした。

「やあ、ライラ。ようこそ私の宮へ」

　誰もが目を奪うばわれるような優しい微笑み。とりわけその黒い瞳は深く、見つめられれば正気を失うしないそうなほど美しい。

　背はい後ごで女官が扉を閉じ、部屋の中には二人だけが残された。

（鍵かぎはかけられていない）

　大丈夫、逃げることはできる──。

　それだけを確認し、ライラは戸口に立ったまま静かに腰を折って礼をした。

「ハールーン殿下。お招きいただきありがとうございます」

「おや。私が呼んだと言わなかったはずだが、あまり驚いていないね」

　意外そうに首を傾げ、美貌の王子は立ち上がった。

「さあ、ライラ。こっちへ来てくれ。君と話がしたかったんだ」

「いいえ。私はここで」

　やんわりと制すれば、ハールーンの歩みが止まる。

　向かい合い、ライラは真っ直ぐにエルサムの第一王子を見つめた。

　ザインの母親を殺した女性の息子むすこ。

　ザインの妹を愛し、だが引ひき裂さかれ、ザインの恋を潰つぶし続けた人。

（この人は私を気に入ってなどいない。ただ、これまでザインから奪ってきた女性達と同様に扱あつかっているだけなんだわ）

　それが彼の復ふく讐しゆうなのだから。

　覚悟を決めて顔を上げれば、ハールーンの表情から何かが消えた。

　何、と言われても分からない。変わらず微笑を保たもった美しい笑顔なのに、膜まくが一枚剝はがれたかのように鮮せん明めいに見えたのだ。

「──なるほど。懐かい柔じゆうしようとしても無む駄だらしいな。簡単になびきそうな娘だと思ったが、意外に面おも白しろい」

　口く調ちようから、柔やわらかさが消えた。

　前置きはもう、いらない。

　刺とげ々とげしく、どこか斜しやに構かまえたハールーンを見つめ、ライラは口を開いた。

「ハールーン殿下はザインを憎んでいるのですか？」

「いいや？」

　あっさりと否定し、ハールーンは笑った。

「もう憎んではいない。私の母は多くの女を殺してきたし、子供心にいつか痛い目を見るだろうと思っていた。母親達のことなら、私に対するザインの恨うらみの方が深いだろうよ」

「ザインはあなたを憎んではいません。ハールーン殿下、ザインを苦しめるために恋を潰すなら、もう私で終わりにしてください」

　二人が憎み合っていないというならなおさらだ。

　歩み寄ってきたハールーンへ、ライラも一歩を踏み出す。

「もう憎んでいないなら、こんなことをする必要はないはずです。あなた方が対立する理由が私には…………ッ！」

　ガンッと激しい音がして、ライラの全身に痺しびれが走った。

　強い眩暈に足が萎なえ、崩れ落ちかけたが首元を押さえつけられる。扉に頭を打ちつけられたのだと認にん識しきしたときには、ハールーンの怒いかりに震ふるえる双そう眸ぼうがライラを見み据すえていた。

　ハールーンはライラの首を片手で絞しめたまま、ぎりぎりと音がしそうなほど力を込める。

「私で終わりにしろ、だと？　お前は何をしにここへ来た？　自分ならどうにかできるという、思い上がりも甚はなはだしい正義感や義ぎ務む感かんで来たのか？」

「……っ、…………！」

　息苦しさに視し界かいが霞かすみ、必死で首を振れば襤ぼ褸ろのように投げ捨てられた。

　壁に背中から激げき突とつし、ライラは激しく咳せき込む。

　痛みと上う手まくできない呼吸に意識を保つのが精一杯で、誰かに両腕を摑まれたことが分かってもろくに反応できなかった。ようやく恐怖を感じたのは、大きな手で後ろから口を覆われた時だった。

「──!?」

　ライラはいつの間にか、五人の大おお柄がらな奴隷達に取り囲まれていた。

　全員が人形のような無表情でライラを見下ろし、左右から押さえつけている。

（ハールーン殿下ッ!?）

　もがいたが拘こう束そくはびくともせず、ハールーンは床に這はいつくばるライラを見下ろした。

　黒い瞳は凍こおりつきそうなほど冷ややかで、冴さえ冴ざえとしている。

「お前はなぜ、アズィーザがバスラムの太たい子し妃ひに推すい挙きよされたか知っているか？」

　質問を投げかけられても答える術すべはない。

　痛みから涙を零こぼし見上げるライラに、ハールーンは激げき情じようのままに叫んだ。

「ザインだ！　ザインが私からアズィーザを引き離すため、ムスナド帝王を唆そそのかしたのだ！」

「──！」

（ザインが……!?）

　単純に、駆け落ちを追われたからではない。

　ハールーンの怒りと苦しみは、もっと根こん源げん的てきなものから発していたのだ。

「私はお前のような女がこの世で一番嫌いだ」

　ハールーンの美しい顔が大きく歪む。

　だが、それは怒りや嫌悪からではない。

「お前のように優しく、素す直なおで、穏おだやかで、従じゆう順じゆんで。誰かを救うために自ら危険に飛び込む女。逃げろと言っても逃げない女が……！」

　なぜか泣き出しそうに見えて、状況も忘れライラは目を瞠みはった。

　誰かと重ねられている────。

　そう、感じたからだ。

　しかしそれも一瞬のこと。

「ザインを苦しめたいのかとお前は聞いたな。そうではない。ただ、私の気持ちを理解させたいだけだ」

　ハールーンは錆さびた鉄の鍵かぎを懐ふところから取り出し、奴隷の一人に手渡す。

　奴隷はハールーンの部屋の最さい奥おうにある帳を開いた。奥の壁には分ぶ厚あつい鉄てつ格ごう子しがはめられ、朽くちた南京錠が掛けられている。

　錠じようが音を立てて外され、鉄格子が耳みみ障ざわりな軋きしみを響かせ開かれる。

　ぽっかりと口のように空あいた暗い穴が現れた瞬間、ライラは後ずさっていた。

（何……？）

　だが実際には身を捩よじることすらできず、二人の奴隷に腕を取られ無理やり立ち上がらされる。鍵を開いた男が暗がりの中に消え、コツコツという音から階段が地下へ続いていると分かった。

（手を放して！）

　魔術さえ使えれば、相手が何人だろうと戦える。

　得体の知れない恐怖にライラは死しに物もの狂ぐるいでもがいた。身を捩り、口を塞ふさぐ男の手を嚙みちぎるほど強く食らいつき、力の限り暴あばれた。

　だが拘束は解とけず、奴隷達は次々と暗くら闇やみの中へ入っていく。

　場所ではない。ライラをゾッとさせたのは声だった。

　暗がりの底から大おお勢ぜいの低い声が聞こえる。誰かを呪のろうような怨えん嗟さと怒り、苦しみに満ちた凶きよう暴ぼうな声が地じ響ひびきのように空気を震わせている。

（手を────!!）

　泣きながらもがくライラを、ハールーンはまるで物体でも見るかのような目で見送った。

「罪ざい人にんどもに好きに遊べと伝えろ。顔を潰そうが足を砕くだこうが腹を裂さこうがかまわない。だが命は取るな」

　彫ちよう像ぞうのように美しい王子の姿が遠ざかり、大きな音を立てて鉄格子が閉ざされる。

「アズィーザは死んではいないのだから、お前もちゃんとザインに返してやろう」

　無情な金きん属ぞく音おんと共に錠がかけられ、部屋の明かりがどんどんと小さくなっていく。

　奴隷達に引きずられ、ライラは暗くら闇やみの中に消えていった。
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　月の丘に帰ったら話を聞かせてね────。

　噓うそ偽いつわりのない、優しい笑顔と声が忘れられない。

　ライラはまだ、自分を信じようとしてくれているのだろうか？

（本当に？　本当にそう思ってくれているのか？）

　そう思うと馬ば鹿かみたいに心が軽くなって、先ほどまで思うようにできなかった呼吸まで楽になる。

　何もかもから解かい放ほうされたようで、ザインは足取りも軽く政務所デイワーンへ向かった。ライラのことばかり考え、バルキスがどこにいるのか全く分からなかったからだ。

　大臣ワジールの一人に居所を聞けば、少し前に、シャールカーンもジャスミンも本殿にあるバルキスの私室へ向かったという。

（さっさと片づけて、明日には月の丘に帰ろう）

　急いでバルキスの部屋へ向かおうとしたとき。

「ザイン様」

　ふと慣れた声で呼び止められ、見れば妖霊ジヤンの姉妹を連れたマルジャーナが近づいてくる。

　夜の挨拶をしようと口を開きかけ、ザインは眉を寄せた。

（……なぜライラがいない？）

　政務所へ行く前に、マルジャーナの部屋へ帰らせたはずだ。

「マルジャーナ様、ライラはどこですか？」

「バルキス様のお部屋へ行っていただきましたわ。随ずい分ぶんと前に出たはず」

「なんですって？」

　それはありえない。

　いや、ライラがザインの言いつけに従わなかったというならありえるが、彼女の性格上考えにくい。

「途中で会いませんでしたか？　私は後宮ハリムの門のところでライラに会って、すぐにあなたの部屋に引き返させたんです」

　嫌いやな予感に襲おそわれ急せき込めば、マルジャーナが琥こ珀はくの瞳を瞬またたかせ小首を傾げる。

「いいえ？　そういえば、後宮の門番がライラがザイン様に連れられて行ったと言っておりましたわ。それで私も……」

「──！」

　最後まで聞かず、ザインは踵きびすを返していた。

「ザイン様、どちらへ──!?」

　マルジャーナの驚いた声を置き去りにして、走り出す。

　胸の中がざわざわする。

　後宮の門番が、ザインに連れられて行ったと言った。

（ならライラは帰りの門を潜くぐっていないことになる──！）

　あのライラが、マルジャーナの部屋に戻れと言ったのに戻らなかった。

　ならば考えられることは一つ。誰かに呼び止められ、誘われたか攫さらわれたに違いない。

「ザイン様！」

　マルジャーナはあっという間に小さくなる背中を呼び止めたが、ザインは振り返ることなく消えて行ってしまった。

（いったい何が……？）

　ザインの後を追おうとし、だが、足を止めて先ほどの会話の内容を反はん芻すうする。

　そして、ためらうことなくバルキスの私室へと走り出した。
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　マルジャーナの部屋を出て、バルキスのもとへ向かったシャールカーンは怒いかりに燃える瞳ひとみで扉を開いた。

　本ほん殿でんにある帝てい妃ひの私室に無む断だんで入り、絹きぬの帳とばりを払はらいのける。

　シャールカーンが乗り込んでくることを予よ測そくしていたのか、部屋に侍じ女じよの姿はない。

　窓辺で一人腰を下ろす母に歩み寄り、シャールカーンは硬かたい声で訴うつたえた。

「……これ以上マルジャーナに手を出すのはやめてくれ」

「無ぶ礼れいなるぞ、シャールカーンよ。母とはいえ女の部屋に許しもなく踏ふみ込むとは」

「黙だまれ！」

　激げつ昂こうのままに遮さえぎり、シャールカーンは歩を詰つめる。

「なぜこんなことをする!?　マルジャーナが後宮ハリムの女達に毒どくを盛もられたことも知っていたのか!?」

「そのようなことは知らぬ」

「白しらを切るな！」

　怒ど鳴なりつけたシャールカーンに、バルキスは興きようざめた目を向けた。

「白ではない。後宮の女によ官かん達が何をしようと妾わらわの知ったことではないと言ったのだ。マルジャーナはお前の妻として来たのだから、女達に恨うらみを抱いだかれるなど当然のこと。それすら考えずのこのこと来たのなら、殺されても仕方あるまい」

　シャールカーンは怒りのあまり大きく息を吸い込んだ。

「こうなるって全部分かっていたのか？」

「お前は分からなかったのか？　妾を見張るだけで充じゆう分ぶんだと思っていたのかい？」

　バルキスの動どう向こうにだけ注意を払っていたシャールカーンは、ぐっと言葉に詰まった。

　言い返せないシャールカーンを鼻で笑い、バルキスは感心したような声を出す。

「しかし、あの娘がお前に泣きつかなかった点だけは褒ほめてやらねば。お前に訴え出るようなら本当に殺してやろうと思ったけれど、よく持ちこたえたじゃないか」

「あいつは殺されかけたんだぞ!?」

　拳こぶしを震ふるわせるシャールカーンに、バルキスは呆あきれ顔がおでため息をついた。

「お前は本当に優しい子だね。帝王スルタンになるなら改めねばならん」

「俺は帝王なんかにならない」

「ほら、言葉遣づかいも。お前は何度言っても直さないのだから」

「俺は俺だ……！　俺はこんな後宮にマルジャーナを置くつもりはない！」

「後宮のことは男のお前が気にすることではない。守ってやらねば生きられない女など、側に置く必要はないのだから」

　バルキスがそういう思想の持ち主ぬしであり、実際にそうでないとエルサム後宮で生き残れなかったことは知っている。

　だが話の通じなさに焦じれ、シャールカーンは憤いきどおりに声を詰まらせた。

「母上は、俺を帝王にしたい人間がどれだけいるか知っているのか？」

　早くから父の手元に置かれ、太たい子しとして育てられたハールーン。妃セツト・マリアムが姦かん淫いんの罪つみを犯おかしても帝王ムスナドはハールーンを廃はい嫡ちやくせず、臣しん下かも従したがい続けた。

「正妃バルキスの子だからじゃなく、俺自身を帝王の素そ質しつありと認める人間がいるのか？」

「いるとも。優しく素直で、明るく、行動力も決けつ断だん力りよくもある。お前は自分で思うよりもよくできた子だよ」

「じゃあ、俺を兄上よりも優すぐれた人間だと思う奴やつがいるのか？」

　シャールカーンとて、自分が全く帝王に向いていないと思うわけではない。これでも兄を手本に努力してきたし、王子として生まれた以上は役目を果たしたいと思う。

　だが、それは帝王になるべき人を押しのけてまですることではない。

「ジャスミンは離り婚こんなんかしない。俺があいつと結婚するのは無理なんだ」

「マルジャーナを正妃にしてかまわぬとも。ハールーン殿でん下かを殺せばいい」

　あまりに軽々しく言われ、シャールカーンの目の前が怒りで赤く染まった。

「いい加か減げんにしろッ！　そんなに俺を帝王にして背後で操あやつりたいか!?」

「！」

　バルキスは立ち上がるとほぼ同時に右手を振り上げていた。

　シャールカーンの頰ほおが強く打たれ、鋭するどい音を立てる。

　カッとなって殴なぐり返そうとしたシャールカーンの手は、だが、ぱしりと音を立てて摑つかみ取られた。

「なに!?」

　驚おどろいて自身の手に目を向けたシャールカーンは、突然現れた男に目を見開く。

　宦かん官がん奴ど隷れい達が守っていたはずのバルキスの部屋へ、気配もなく現れたルーダイナはシャールカーンへ優しい目を向けた。

「母君に手を上げてはならぬ、シャールカーンよ」

「ルーダイナ……！」

　ルーダイナだけではない。

「バルキス様」

　空気が一いつ掃そうされるような甘あまく涼すずやかな声が聞こえ、美しい少女がしずしずと進んでくる。

「ジャスミン姫……」

　呆ぼう然ぜんと見つめるバルキスへ、ジャスミンは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「もうよろしいのでは？　マルジャーナがどういう女性なのかよくお分かりになったでしょう？」

「どういうことだ？」

　シャールカーンが怪け訝げんな顔をしたとき、一人の女が駆け込んできた。

「失礼いたします、姫様！」

「まあ、マルジャーナ。どうかしたの？」

　現れたのは取り乱した様子のマルジャーナだ。

　マルジャーナは集まった一同に恐きよう縮しゆくして頭こうべを垂たれたが、意を決して顔を上げた。

「はい、あの、ザイン様が──！」
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　宮きゆう殿でんの警けい備び兵へいに確認を取れば、案あんの定じようだった。

　ザインは本殿を飛び出し、後宮ハリムの侍女らしき二人の女が向かった北の牢ろう獄ごくへと入る。

　案内などいらない。マリアム妃がこの棟とうの一室に閉じ込められてから、ザインは幾いく度ども北の牢獄を訪おとずれていた。

　マリアム妃が表舞台から消えても、バルキスの不安はやまなかった。あの女がシャールカーンを殺そうとしている、また毒を作っている、と騒さわぎ何度も夜中に呼び出された。眠れないバルキスのためにシャールカーンの安全を伝え、マリアムの様子を確認しに行ったのだ。

（だがそれも二年前までのこと──）

　太子ハールーンがアズィーザを連れて逃げ、母親と同じ場所に投とう獄ごくされてようやくシャールカーンは後宮を出た。

　バルキスはそれでも不安がったが、ザインがこの牢獄を訪れることはもうなかった。

　冷たい石の廊下をひた走り奥へと進めば、簡かん素そな木の扉から明かりが漏もれている。

　ザインは大きく息を吸い込み、戸を叩たたいた。

「やあ、ザイン。私の部屋へ来るとは珍めずらしいな」

　返事があり扉を開けば、美しく豪ごう奢しやな部屋で黄おう金ごんの寝ね椅い子すにいた男が半身を起こす。

「──ハールーン殿下」

　美び貌ぼうの王子は満ち足りた明るい顔をしていた。

　母を殺され、恋人との仲を引ひき裂さいてやった男。

　復ふく讐しゆうから始まり、いつしか本気で憎み合うようになった男。

　歩み寄ったザインは、静かに目の前の男を見下ろした。

「ライラを返してください」

　真剣なザインを相手に、ハールーンは軽く笑う。

「なぜ私に聞く？　お前の恋人など私は知らないよ」

「警備兵達に聞きました。後宮の侍女らしき女二人がこちらの棟へ向かったと」

「だから？　ここへは来ていないが？」

　あくまで白を切るハールーンに、ザインは心を決めた。

　もういい。

（──もう隠かくしても無む駄だだ）

　いくらライラが自分の大切な人だと隠しても、全てが遅い。

　覚かく悟ごを決め、ザインは静かに口を開いた。

「俺が間違えると思うか？　お前がライラを連れて行ったことぐらい分かっている」

　ハールーンがゆっくりと目を見開く。

　ザインの射い殺ころすような視線を黙だまって受けていたが、やがて、堪こらえきれなくなったように口こう角かくを吊り上げた。

「ほら、やっぱり私の勘かんは当たった……！」

　それは狂きよう喜きに震える声だった。

「あの娘がそうなんだろう？　お前が下へ手たな芝しば居いをするからすぐに分かった……！」

　やはり、出会った瞬しゆん間かんから気づかれていたのだ。

　激げき情じようを堪こらえ睨にらみつけるザインの姿に、ハールーンはますます目を細める。

「やっとお前のそんな顔が見られた。よかった。私はお前のその顔が見たかったのだから」

「──知っている」

「あの娘は今までの女とは違う。お前は本気であの娘が好きなんだ。本当は好きで守りたいと思うから、それを抑おさえこむために余計に彼女に辛つらく当たる」

「何度も同じ話をさせるな。ライラを返せ」

「ちゃんと返してやるさ。命は取るなと言ってある」

「どこだ！」

　胸むな倉ぐらを摑もうとしたザインの手を払いのけ、ハールーンは心底楽しそうに自分の背後にある鉄てつ格ごう子しを顎あごで示した。

「罪ざい人にん達の部屋に放り込んでやった！　好きに遊べとな！」
















「──────！」

　耳みみ障ざわりな笑い声が上がり、ザインの全身から血が引いていく。

　一切の思考が停止し、これが夢なのか現実なのかも分からなくなった。

　この部屋の地下にいるのは人を殺すことなどなんとも思わない、だが理わ由けあって死罪にできない重じゆう罪ざい人にんばかりだ。

　一生牢から出ることの叶かなわない、そんな罪人達の慰なぐさみものとしてライラは放り込まれた。

　どんな姿になって帰ってくるか。命はあるといっても、きっと正しよう気きではない。

「……俺は思い違いをしていたのかもしれない」

　ザインは呆ぼう然ぜんとささやいた。

　全身が止めようもなく震え、痙けい攣れんする。

「ずっと、お前の気持ちが分からなかった」

　恋人を変えるたびに邪じや魔まをされ、鬱うつ陶とうしくなって女を捨てまくった。

　なぜこんな無意味で面めん倒どうなことを仕し掛かけてくるのか、理解不能だった。

「お前からアズィーザを取り上げたときも、アズィーザに対して同情する気持ちはあった。だが、お前に対しては何も思わなかった」

　恋人と別れるなど、どうということでもない。

　妹は可か哀わい想そうだが、良いところに嫁とつげるのだから悪い話でもないだろう。

　ただハールーンからアズィーザを引き離せれば、なんだってよかった。

「恋に破れ、お前が悔くやしがれば充分だと思っていた」

　望んだものが手に入らず、歯は嚙がみする姿を見られれば胸がすく。

「たかが女一人、騒ぎ立てるほどのことでもないと思っていた──！」

　もう以前のように笑顔を向けてくれることはない。

　突然、無理やりに引ひき裂さかれること。

　元の関係に戻れない場所へ連れ去られることが──────！

「こんな気持ちなのだと初めて知った──！」

　血のような涙を流すザインに、ハールーンはゆっくりと寝椅子から立ち上がった。




「分かってもらえて嬉しいよ」




　それが合図だった。

　どちらが先に剣を抜いたのか、それすら見えなかった。

　重い剣がぶつかり合い、凄すさまじい音を立てる。

　刃はが毀こぼれ破は片へんが飛び散ったが、どちらも動きを止めようともしなかった。目にもとまらぬ速さで斬きり合あい、殺さつ気きを逬ほとばしらせる。

　手合せなどしたことはない。

　互いに噂うわさを聞くだけだった。ザインは〝エルサムの剣〟と表だって剣の腕を称たたえられたが、ハールーンは誰に何を言われることもなかった。

　それでもザインは分かっていた。

　太子としての地位を剝はく奪だつされた今でも水面下で軍を掌しよう握あくし、過去の模も擬ぎ戦せんで全勝を誇ほこった帝王スルタンの第一王子。

　自分に匹ひつ敵てきするのはこの男だけだろう、と──────！

　吼ほえた。両者一歩も退ひかず、まさに互ご角かくだった。

　もう殺してもかまわない。振り下ろされた剣を躱かわし、ただ一心にザインは向かってくる男を殺すことだけを考えた。

　本気で首を叩き落とし、五体を切きり刻きざまなければ気が済すまないと思った。

　もうハールーンの死以外に何も見えない。怒りで全ての景色が消え、ザインは渾こん身しんの力を込めて半はん月げつ刀とうを振り下ろした。




「やめて!!」




　甲かん高だかい悲ひ鳴めいが閉ざされた空間を切きり裂さく。

　ハッと我われに返ったとき、対たい峙じする男達の間に二人の女が現れていた。

　アズィーザ！　というハールーンの声に驚いたが、ザインにとって全く見覚えのない、長い茶色の髪の美女。

　そしてもう一人。

　体当たりするように飛び出してきた少女の姿に、ザインは愕がく然ぜんとした。

　おかしな方向に折れ曲がった腕、無む残ざんに破られた女官の長ちよう衣い、深く割かれた頰から胸まで流れる紅あかい血、そして、首元にはっきりとつけられた大きな手の鬱うつ血けつの痕あと。

　怒りも冷さめるような姿のライラだった。

　ライラと同じく、ハールーンの前に立ちはだかったアズィーザへ怒ど号ごうが響ひびく。

「アズィーザ！　出ろと命じた覚えはない！　下がれ!!」

「いいえ！　我わが君、ご命令に逆らう罰ばつは後のちほどお受けいたします！」

　アズィーザが美しい繊せん手しゆを振り上げる。

　突とつ如じよとして粘ねん度どのある糸のようなものが四方八方から襲おそいかかり、素早く振り返ったライラはザインを庇かばい叫さけんだ。

「唯ゆい一いつ神しんカドルの名において！　災わざわいよ、去れ！」

　アズィーザの放った糸が、蒸じよう発はつするように消え去る。

「魔ま術じゆつ師しか！」

　驚きよう愕がくの声を上げたハールーンは、だが、次の瞬間には動きを止めていた。

　再びアズィーザの放った糸が中空で音もなく搔かき消きえ、対峙する四者の中央に一人の男が現れていたからだ。

「四人とも動くな。我が主あるじのご命令だ」

　紅い瞳でハールーンとアズィーザを見み据すえ、掌てのひらを掲かかげる。その長い銀ぎん髪ぱつの魔ジ神ンに、ザインとライラの口から同時に声が零こぼれた。

「──ルーダイナ……！」

「何者!?」

　音もなく技を消され目を見開いたアズィーザに、ルーダイナはわずかに笑った。

「私が分からぬか。ならば下がれ、年若き妖霊ジヤンよ。力りき量りようの差は見えたであろう」

「なに……っ！」

　アズィーザがさっと頰を紅こう潮ちようさせた瞬間、鋭い少年の声が響いた。

「もうやめてください、兄上！」

「シャールカーン……」

　肩で息をしていたシャールカーンは大きく深呼吸し、未いまだに剣を構かまえ続けるザインに険けわしい視線を向ける。

「ザイン、お前もだ。剣を下ろせ！　俺の命令だ！」

　従わざるを得ないような強い声だったが、怒りに戦慄わななくザインは剣を収めようとしない。

　ルーダイナの出現によって気の緩ゆるんだライラは、ずるずると腰を下ろす。

　座り込みながら、瘧おこりのように震えるザインに向けて懸けん命めいに言葉をかけた。

「ザイン、もういいの、私は大だい丈じよう夫ぶだったから」

「全然大丈夫じゃないだろうッ!!」

　耳が鳴るかと思うほどの怒ど声せいに、ライラは目を瞠みはった。

　そんなふうに怒鳴られたことは一度もなかったからだ。

　動きを止めたライラをどう見たのか、ザインは急に笑い出した。

「もういい。もう終わりだ」

　投げ捨てるような冷ややかな声に、近づこうとしたルーダイナが足を止める。

　驚いて見上げるライラを見下ろし、ザインは顔を歪ゆがめて笑った。

「嫌きらいになっただろう」

　乾いて、空くう虚きよな声だった。

「俺のしてきたことを聞いて嫌いやな男だと思っただろう」

（……俺？）

　途と惑まどいながらも、ライラは必死で首を横に振る。

「いいえ。確かに噂うわさは聞いたわ、でもあなたの」

「噓うそをつくな！」

　叩きつけ、ザインはせせら笑った。足元にへたり込むライラの全身を眇すがめ見て、おかしくてたまらないというように口くち許もとを震わせる。

「俺のせいでそんな目に遭あって、まだそんなことを言うのか？　嫌いたければ嫌え」

「いいえ、嫌わないわ」

　答えながら、ライラは驚いていた。

　赤く染まったザインの眼めに涙はもうなく、表情は怒りと蔑さげすみに満ちている。それなのに、ライラはその目に涙を見、表情の中に強い苦しみと嘆なげきを見た。

　なんということだろう。

　今頃になって気づくとは……！

（──この人は傷ついていたんだわ……！）

　関係が壊こわれてしまったと泣いたのはライラだけではない。

　ザインもまたライラの信頼を失うしない、愛情が消えてしまったのではと苦く悩のうしていたのだ。

　ライラは膝ひざで立ち上がり、ザインの硬い左手をそっと取った。

「あなたのことが好きよ」

「……放せ。俺は好きじゃない。遊んでいただけだ」

　放せというくせに、ザインは自分から手を振り払ったりしない。ライラの力は強くもないのに、されるがままだ。

「それでも……あなたが私のことを好きじゃなくても、私はあなたが好きだわ」

　好きになってもらったから好きになったのではない。

　ライラはザインの気持ちをもう疑ってはいない。何か事情があって、ライラを嫌いなふりをしていた。

　────それだけだ。

「あなたの過去に何があってもかまわない。あなただけが悪いわけではないのだから」

　そうせざるをえなかった。ザインもハールーンも誰かを憎にくみ、何かに怒りをぶつけて消すしかなかったのだ。

「私から見たあなたは優しいし、頼りになる。とても強い人よ」

「……ふりをしていただけだ。優しくなんかないし強くもない。本当の俺を知らないだけだ」

「本当のあなたなんて誰に分かるというの？」

　そんなものは自分でも分からないに違いない。もし「本当の自分」なるものが分かっている人間がいれば、それはただの思い込みだ。

「エルサムでのあなたがそうでも、私にとってあなたはとても素敵な人。それが私から見た真ほん実とうだわ」

「噓だ。子供っぽくて我わが儘ままで気が短くて冷たい」

「まあ！」

　こんなときなのに妙みようにおかしくて、ライラは痛みに泣きながら笑った。

「そうね。焼きもちやきだし、ちょっと強引だし、たまに子供みたいなことをしたりする。誰かに意地悪なことを言ったり、出し抜ぬいてほくそ笑えんだり」

「…………………………」

「困ってしまうこともあるけど、全部含ふくめて私はあなたが好きよ」

　今なら分かる。ザインがライラを好きになったのは、きっとライラがザインのことを知らなかったからだ。

　過去のことを何も知らないから、ザインも素直に、自由にライラに恋をできた。

「私を守ろうとしてくれたんでしょう？　あなたとハールーン殿下には過去のことがあるから、私があなたの恋人だと分かれば危険な目に遭うかもしれない。だから私に冷たくして、遠ざけていたのね」

　自分から「恋人」だと言えば、ザインが怯おびえたようにライラを見下ろす。

　ライラは誘うように、優しく握にぎりしめていたザインの左手を引いた。

　その右手から剣が滑すべり落ち、子供のように膝をついて座り込んだザインの首に、ライラはまだ動かせる片腕を回す。

　激げき痛つうのあまり気が遠くなりそうだったが、ザインを抱だき寄せ、その耳に口づけた。

「あなたが好きよ。大好きよ」

　ずっと守ってもらっていたのに、勝手に傷ついて恨んだりして。

「ありがとう。私はあなたを嫌わないわ。あなたが大好きよ────」

「──！」

　おそるおそるライラの背中に回った腕が、壊れ物を扱あつかうように抱き寄せる。

「──ライラ……！」

　おとなしくなったザインにほっと息を吐はき、ライラは帯に差した五本の葦筆カラームをルーダイナに向けて差し出した。

「ルーダイナ、地下にも、私が傷つけてしまった人達がいるの。私、攻こう撃げきの魔術を使ってしまったから」

　罪人の檻おりに放り込まれ、口を塞ふさいでいた奴隷の手が離れた隙すきをついて魔術を使うことができたのだ。人を相手にした攻撃に慣れていない上に数が多く、手間取ったが無事に戻ってくることができた。

　葦筆を受け取り、だが悲ひ壮そうな表情のルーダイナはさらに手を伸ばす。

「その前にライラよ、お主だ」

　優しい手がライラの額ひたいに触ふれ、温かい光に、裂けた頰や折れ曲がった腕がじわりと熱を持つ。

「可哀想に、本当なら起き上がれないほど痛かっただろう……！」

　傷を癒いやし、思わずというように伸ばされたルーダイナの腕を、だが大きな手が素早く摑み取った。

「──触さわるな」

　唸うなるザインの声に、怒りを察さつしたルーダイナは微笑み、静かに手を引く。

　そして、五本の葦筆を中空へ放り投げた。葦筆はたちまち屈くつ強きような五人の奴隷に姿を変え、床に転がる。

　途と端たんにザインが全身から殺気を逬らせるのを感じ、ライラはそっとその腕を押さえた。

「ザイン。大丈夫よ、私は何もされていないから」

「こいつらに連れて行かれたのか──」

「この人達は命令に従っただけよ。大丈夫、もうあなたが誰かを傷つける必要はないの」

　なだめるようにザインの胸に頰を寄せれば、怒りに満ちた表情は変わらないがやや殺気が収まった。だが押し殺した怒りが低い唸うなりとなって漏れ、まるで飛びかかる前の猛もう獣じゆうのようだ。

　ライラは優しく牽けん制せいしながら、ザインを刺し激げきしないよう慎しん重ちようにハールーンに目を向けた。

「ハールーン殿下、私で終わりにしてください」

　ザインの母、ハールーンの母、アズィーザ、そしてお互いへと。

「あなたとザインの復讐は矛ほこ先さきを変えながら進んでしまった。もう憎んではいないとあなたは仰おつしやいました。ただ、ザインに同じ気持ちを味あわせたいと」

　もう永えい久きゆうに手に入らないアズィーザとは比べられないかもしれない。

　それでも、ザインは確かにハールーンの気持ちを理解した。

　ハールーンがどれほどアズィーザを愛し、引き裂かれた苦しみを味わったかを知ったのだ。

「ザイン、あなたも同じでしょう？　あなたはハールーン殿下を憎んでいないと言った」

　なぜ憎まないのか。それはハールーン自身が悪いわけではないとザインが分かっていたからだ。

　ハールーンの存在は確かにザインの母の死し因いんになったが、手を下したのはあくまでもマリアム妃だ。

「それに、あなたの中でエルサムはまだ故こ郷きようとして残っているんでしょう？」

　そうでなければ、旅の中であんなに自然にエルサムのことを口にしたりはしない。

　辛いことがたくさんあっても、自分が生まれ育った場所。

　捨ててしまうと不安で、まるで拠より所どころがなくなったように感じるのではないだろうか。

　もしもライラが故郷のアムルの村と決けつ別べつし、「もう戻るつもりはない」と覚悟して村を出たならとても怖こわかっただろう。帰る場所がないということは、きっと想像以上の喪そう失しつ感かんを伴ともなうはずだ。

「戻りましょう。エルサムに。ここはあなたやシャールカーンが戻ってこられる場所なのだから。……──ね？」

　実際に帰ることはなくてもいい。

　ただ、「いつでも帰れる」と思える場所があるだけでいい。

　そうなれば────。

　心を込めて、ライラは微笑んだ。

「そうなれば、私はとても嬉しいわ」

　呆然としたザインの唇くちびるがわずかに動く。

　ライラ、と名を呼ぼうとしたように見えたが、声の出ないザインを抱きしめライラはうなずいた。

　抱き合う二人を見つめ、妖霊のアズィーザに支えられたハールーンは静かにささやいた。

「ヤハヤー」

　シャールカーンだけではない。

　部屋にはいつの間にかザインの父であるヤハヤーと妃セツト・バルキス、そしてジャスミン、マルジャーナの姿があった。地下から戻ったのか、ルーダイナもジャスミンの隣に姿を現す。

　ハールーンはヤハヤーを振り向くことなく、まるで独ひとり言ごとのように言葉を紡つむいだ。

「なぜ私にアズィーザを許してくださらなかったのか。なぜ、別れの挨あい拶さつすらさせてくれなかったのか……」

　駆かけ落ちした先で引き離され、ハールーンはこの牢獄へ。

　そして、アズィーザは華はな々ばなしく飾った婚こん礼れいの駱らく駝だに乗せられバスラムへ。

　ハールーンの頰を次々と涙が流れ、その口から身を切るような悲ひ痛つうな叫びが上がった。

「最後に一目──、たった一言〝さようなら〟というだけでかまわなかったのに……！」

　何も知らされないまま、想うことも許されない女性になってしまった恋人へ。

「あれが最後だと知っていれば、私は絶対に手を放したりはしなかったのに────!!」

　激はげしく慟どう哭こくし地に伏ふしたハールーンに、妖霊アズィーザが涙なみだを堪え寄より添そう。

　ヤハヤーが力なくうなだれ、シャールカーンは立ち尽つくすバルキスに向き直った。

「母上。もう終わりにしてくれ。もう、あなたとマリアム妃の争いに俺達兄弟きようだいを巻き込まないでくれ」

　いろいろな人を傷つけ、十年以上にも及およんだ禍か根こんを。

「エルサムの太子は兄上だ。俺は帝王になる気もないし、その器き量りようもない。何があってもジャスミンが俺の妻になることはないんだ」

　バルキスの背後で、ジャスミンがうなずく。

　バルキスは無言で涙を流すハールーンを見つめ続ける。

　その黒い瞳にどんな感情が浮かんだかは分からないが、長い沈ちん黙もくの後バルキスは緩く頭を振って身を翻ひるがえした。

「ハールーン殿下、シャールカーン、マルジャーナ。三人ともあとで妾の部屋に来い」

　静かな声で命めいじ、ヤハヤーを連れて去っていった。




　バルキスの退室にやや緊きん張ちようが解とけ、ジャスミンがライラに駆け寄った。

「ライラ、さあ私の部屋へ行きましょう。着替えないと」

「あ、は、はい」

　ジャスミンが心配するのも無理はない。大おお勢ぜいに摑みかかられ、長衣はズタズタだ。

　立ち上がろうとし、ライラははっと思い直してシャールカーンを見上げた。

「シャールカーン、ルーダイナも、ありがとう」

　悩なやんでも、心を折らずにザインのことを信じられたのは二人のおかげだ。

　二人が話を聞き、慰め、ザインの気持ちを疑わないでやってくれと言ってくれたからこそ、ライラは傷ついても倒れずにいられた。

　礼を言われ驚愕する二人に向け、ライラは微笑む。

「あなた達のおかげで私、ザインのこと……っ」

　だが言葉の途中でいきなり顔ごと仰あお向むかされ、ぎょっとしたときにはザインに覆おおいかぶさられていた。

「!?」

　強引に深く口づけられ、混乱のあまり頭が真っ白になる。

　ジャスミンやマルジャーナだけでなく、身を起こしたハールーンやアズィーザまでもがあ然として二人を見つめる。

　あまりのことに硬こう直ちよくしたライラから唇を離し、ザインは苛いら立だちを隠そうともせず、舌した打うちしそうな表情で吐き捨てた。

「しゃべるな」

　何に対して怒られているのか分からず狼ろう狽ばいしたが、怒りの波は動どう収まらぬザインの額を白い手がぺちりと叩いた。

　シャールカーンの驚愕の形ぎよう相そうをものともせず、ジャスミンはその細い腰に手を当て子供を叱しかるようにめっとザインを睨む。

「ザインったら！　少し頭をお冷やしなさい。さあ、ライラ、着替えに行きましょう？　お兄様、私とライラをお部屋に送ってくださいな」

「承しよう知ちした」

　ルーダイナが苦笑し、ザインから無理やりライラを奪うばい取ったジャスミンの姿が光に包つつまれ消える。




　後に残されたシャールカーンは糸が切れたように座り込んだ。マルジャーナが慌あわてて身を屈かがめる。

「殿下、大丈夫ですの？」

「大丈夫じゃない……ジャスミン、あいつ度ど胸きようありすぎだろう……！」

　この状態のザインを叱れるなど、並の精神力ではない。

　ジャスミンに叩かれ少し目が覚めたのか、ザインがおもむろに立ち上がった。落ちた剣を拾う動どう作さにシャールカーンの全身から汗が噴ふき出したが、ザインはおとなしく鞘さやに収おさめただけだった。

「お、おいザイン！」

「頭を冷やしてきます」

　さっさと部屋を出て行ったザインに、ルーダイナが軽く微笑み姿を消す。ついて行ったのだろうと分かり、シャールカーンはほっとして肩の力を抜いた。

「シャールカーン」

「はっ、はいっ！」

　突然呼びかけられ、びっくりしながら見上げれば、ハールーンはすでに立ち上がっていた。

「──バルキス様のもとへは半はん刻こく後ごに伺うかがうとお伝えしてくれ」

「は、はい！　分かりました」

　そのまま背を向けられ、シャールカーンは慌てて部屋を辞する。

　マルジャーナと二人で歩きながら本殿に戻れば妙に足が震え、シャールカーンは何度も唾つばを飲み込んだ。

「……ゆ、夢だったとかじゃないよな。今あったことって……」

「現実の出来事ですわ。ハールーン殿下もザイン様も、お互いに一歩踏み込めたのではないでしょうか」

「ああ……」

　当事者じゃないのに、恐きよう怖ふと興こう奮ふんで胸の動どう悸きが収まらない。

　ザインとハールーンが和わ解かいしてくれれば嬉しいが、過去が過去だけに怖くもある。

　先ほどのライラの様子を思い出し、シャールカーンは怯えながら口ごもった。

「……俺、ライラに悪いことしたかもしれない」

「え？」

「いや……これはライラに直接謝る。マルジャーナ」

　もごもごと口の中だけで言い、気を取りなおしたように足を止めた。

　きょとんとしたマルジャーナと真まっ直すぐに向き合い、意を決して頭を下げる。

「殴ったりして悪かった。ごめん」

「まあ！」

　マルジャーナは目を丸くしてシャールカーンを見つめ、ややあって破は顔がんした。

「大丈夫ですわ。殿下が心配して、悲しんでくださったのがよく分かりましたもの」

「……もうしない。だから、お前も命を捨てるようなことはするなよ？」

　しっかりと念を押せば、マルジャーナは美しく微笑む。

　はい、という答えと共にどちらからともなく手が伸び、二人はしっかりと手を繫つないで歩き出した。
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　客きやく殿でんのジャスミンの部屋に戻れば、中にいたのはルーダイナの妖霊ジヤンのみだった。

「まったく、ザインったら焼きもちやきなんだから！」

　呆れたような口調で言い、ジャスミンは妖霊の侍女達も下がらせる。

　二人で話をしようということだと悟さとり、ライラはザインの怒りに見当をつけた。

「申し訳ありませんでした。すっかり言葉遣づかいが戻ってしまっていたんですね」

　敬けい称しようを付けることも忘れ、よりにもよってバルキスの目の前でシャールカーンの名を呼び捨てにしてしまっていたのだ。

　しゅんとしたライラに、だが、ジャスミンは苦く笑しようした。

「もう、ライラったら鈍にぶいのね！」

　せっせとライラの長衣を脱がし、新しい肌はだ着ぎを手渡す。

「そうではないのよ。お兄様があなたを治す間、ものすごい顔をしていたわ」

「申し訳ありません、見苦しい顔を！」

「まあ！　あなたじゃないの、ザインのことよ」

　え？　と顔を上げれば、ジャスミンは夜よ着ぎを広げつつ首をひねる。どう着せればいいか分からないようで、ライラは慌てて受け取って自分で身に着けた。

「ザインが、とはどういうことですか？」

「お兄様を刺さし殺しそうな目で見てた。治ち癒ゆとはいえ、あなたに他の男性が触れるのが耐えられなかったんでしょう。シャールカーンに対してもそうよ」

「…………」

「シャールカーンはね、ザインにとって弟みたいな人なの」

　ライラは無言でうなずいた。

　それはよく分かっている。

　ザインはああ見えて、シャールカーンのことが大好きなのだ。シャールカーンの素直さや明るさ、裏表のなさを好ましく思っていることは、端はたで見ていても充分に伝わる。

「とても信用しているし、大切な人。それなのに、あなたとしゃべることも許さなかった。あなたがザイン以外の男性を目に映し、言葉をかけるのが許せなかったのよ」

　ジャスミンは着替え終わったライラを眺ながめ、まるで姉のように優しく額に口づける。

　そして、ぱっと華やかに笑った。

「本当に怖がりで弱虫だわ！」
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　すでに時刻は真夜中であったが、シャールカーンとマルジャーナは本殿のバルキスの部屋を訪れていた。

「母上」

　先ほどと寸すん分ぶん違たがわず窓辺に腰を下ろすバルキスの側には、ヤハヤーが控ひかえている。

　近づいたシャールカーンは素直に頭を下げた。

「……悪かった」

「もうよい。妾も手を上げて悪かった」

　バルキスはため息をついてそのまま沈黙する。

　誰も口を開かなかったが、ほどなくして約束どおりにハールーンが現れた。

「お召めしにより参上いたしました。先ほどは醜しゆう態たいを晒さらしお詫わび申し上げます」

　さらりと言って美しい微び笑しようを見せたハールーンは、先せん刻こくの涙が噓のような落ち着きを取り戻している。

　その姿に、バルキスはゆっくりと立ち上がった。

　そして、丁てい寧ねいに腰を折ったのだ。

「ようこそ、太子ハールーン殿下。今こ宵よいは存分にエルサムについて語り合おうではないか」

　シャールカーンとハールーンは驚き、立ち尽くしたが、礼を取るバルキスも平へい伏ふくするヤハヤーも平然としている。

　固まってしまった王子二人に、顔を上げたバルキスは苦笑した。

「そのように驚かずとも。マルジャーナをシャールカーンの妻と認めたときから、妾の心は決まっていた。さあ、お座り」

「えっ、え？　な、なんでだ？　なんでいきなり気が変わったんだ？」

　つい数刻前まであれほど激しく言い合っていたというのに、まるっきり意見が正反対だ。

　混乱しておろおろするシャールカーンを、バルキスは呆れ顔であしらう。

「マルジャーナの覚悟はもう見せてもらった。あとはお前がどうであるか見ようとしただけだ。さあ、座るがよい」

「ええええっ!?」

　ハールーンが太子として認められたのはとても嬉しいが、踊らされて真しん剣けんに怒った自分はなんだったのだと思うと反応に困る。

　バルキスはさっさと席に着いてしまい、二人の王子もうろたえながら腰を下ろした。

　シャールカーンの驚きはもとより、ハールーンの途惑いはそれ以上だったようだ。マルジャーナの注そそいだ薔ば薇ら水すいを受け取るなり、困こん惑わくしたように口を開く。

「──バルキス様。あなたは本当に納なつ得とくしておられるのですか？　私は……」

「そなたもシャールカーンも帝王スルタンにならぬというなら、教主カリーフア様にエルサムをお返しするまで。大体、軍はすでにそなたについているではないか。ここで妾が折れなければ、エルサムは分ぶん裂れつし戦うしかない」

　ひやりとするようなことを言い、バルキスは笑った。

「妾はシャールカーンの性格を分かっておる。ジャスミン姫と結婚しろと言ったところで言うことを聞くわけがない。陛へい下かの病やまいが重くなったときから、ハールーン殿下に太たい子し位いをお返しすることを考えておったよ。もちろんヤハヤーも共に」

　バルキスにとって、これは最後の機会だったのだ。

　シャールカーンの意見を変えることができるか、できなければ潔いさぎよくあきらめるしかない。

　押し黙るハールーンに、バルキスは真っ向から質問した。

「ハールーン殿下よ。そなたは帝王になりたいか？」

「…………正直なところ、あまりなりたくはありませんが」

「ええっ!?」

　シャールカーンは飛び上がらんばかりに驚いたが、バルキスもヤハヤーも予想していたらしい。そうだろう、というようにうなずいた。

「そなたが本気で帝位を欲ほつするなら、妾のところへ交こう渉しように来るだろうからな」

「ど、どういうことだ？」

　勝手に納得してしまった母と兄に、シャールカーンが一人混乱する。マルジャーナは分かっているようだが言葉を控え、代わりにヤハヤーが口を添えた。

「殿下、バルキス様は先ほど分裂して戦うしかないと仰いましたが、実じつ際さいにはそれはできません。バルキス様もハールーン様も、そんなことをしては徒いたずらに国力を消しよう耗もうし、民の反はん感かんを買うだけだとお分かりですから」

　国の中ちゆう枢すうである主おもだった貴き族ぞく達はバルキスにつき、軍はハールーンの下に置かれている。どちらを失っても国の弱じやく体たい化かは免まぬかれない。

「国力を保たもったままエルサムを治おさめるには、一つにシャールカーン殿下がジャスミン姫を正せい妃ひとされ、帝王の位くらいに就つく。そしてもう一つがハールーン様とバルキス様が手を取り合い、どちらかが王となる。この二つしかないのです」

　バルキスが女帝スルターナになるにしろハールーンが位を取り戻すにしろ、協力し合うことが求められる。

「妾は女帝になりたいわけではない。シャールカーンが帝王にならぬなら、ハールーン殿下にお渡しするのが妥だ当とうであろう。妾は目の上のたんこぶで充分だ」

　可か愛わいらしい言い方をするバルキスにマルジャーナがくすりと笑い、納得したシャールカーンも肩の力を抜いた。

「王おう太たい后ごうとして残るってことか」

「そのとおり。貴族どもがおとなしくなれば、離り宮きゆうでもいただきのんびり優ゆう雅がに暮らしてやろうではないか。いかがか？　ハールーン殿下よ」

　美しく微笑む女王の視線を受け、ハールーンはバルキスとヤハヤーを見つめる。

　母を狂くるわせ、牢獄に押し込んだ女。

　そして、愛する少女との仲を認めず、駆け落ちを追った男。

　──だが、ハールーンの母はバルキスの命を狙ねらい、ヤハヤーの妻を殺した。

　三者三様、胸に思うことがある。許せないと思い、同時に呵か責しやくの念ねんも抱いている。

　全員が動かねば進まぬことを悟り、ハールーンは静かに黒くろ真しん珠じゆの目を閉じた。

「……本当に、もう終わりにするべきなのかもしれませんね」

　身を挺ていして、こんがらかった復讐の糸の中に飛び込んできた娘の言葉を借りれば、返事を待っていたバルキスは表情を緩める。

「ヤハヤーよ。そなたもライラという娘には驚いただろう」

　あまり感情を表すことのなかった我ザがイ子ンの豹ひよう変へんを思い出し、ヤハヤーはなんともいえない顔でうなずく。

「ライラと初めて話をしたときに、ハールーン様とザインがかち合いまして……。ザインが慌ててライラを引き離そうとしているのを見て、まさかと思いましたが」

　未だに途惑いの表情を見せるヤハヤーに、ハールーンも笑った。

「完全に焦あせっていたな。あそこまで感情を露あらわにするのは珍しい。ライラも大たい概がい分かりやすかったが」

　ハールーンから見れば、ライラの分かりやすさなど子供同然だ。

　顔にはっきりとザインに会えて嬉しい、と書いてあったのだから。

「あのザインが本気で女に惚ほれるとは。どのような娘かと思ったが」

　バルキスの信じられんと言わんばかりのつぶやきに、マルジャーナは微笑んだ。

「ライラはとても愛情深い方ですわ。きっとザイン様も満たされます」

「どうだか。あれを満足させるなら相当だ」

　育ての親だけあり、バルキスはザインをよく理解している。

　だが、先ほどのライラとザインの様子を思い出したのかしばし沈黙した。

「……しかし、本当にそなたの言うとおりかもしれないな。ザインはずっと、ライラのような女を探していたのだから」

　突き放しても手を差し伸べてくれる女。過か酷こくな状況やひどい言葉の泥どろにまみれても、絶対に毀こわれたり輝かがやきを失ったりしない女を。

　ライラは自分の力で危険を打だ破はすることができる。ザインの欠けつ点てんを愛し、否定したり変容を求めたりしない。ザインが嫌悪し怖おそれる彼自身を認め、受け入れることができる。

　シャールカーンはザインの気持ちを思いうつむいた。

「俺も心配したけど、ザインも怖がってたんだ。エルサムに来ればザインの女に関する噂を聞くだろうし、兄上とのことを知る機会もある。何をやっても結果的にライラが自分から離れてしまうんじゃないかって」

　本当はそんなことを怖れる必要はなかったのだ。

　ライラを信じて全てを打ち明ければよかった。過去のことも、ハールーンとの確かく執しつも、どれだけ自分がライラを愛し、不安に思っているかも。

「まあ、その、過去のことを言いにくいってのはよく分かるんだが……」

「あれの行いの悪さが原因でございましょう。父親として面目なく、恥はじ入いるばかりでございます」

　神しん妙みように頭を下げたヤハヤーへ、ハールーンはおもむろに口を開いた。

「その原因を作ったのは私だろう。さすがにザインとにこやかに会話をするつもりはないが、もう何かをしようという気はない。ヤハヤー、あなたにもだ」

　ヤハヤーは顔を上げ、ハールーンを凝ぎよう視しする。

「私の母がしたことを許してくれとは言えない。アズィーザのことでも、私を信じられない部分もあるだろう」

「ハールーン様……」

　ヤハヤーは言葉をなくして目を閉じ、やがて小さくうなずいた。

「私の方こそ、あなたに罪つみはないと知りながら恨み続けてしまったのです。どうぞお許しください」

　侍じ従じゆう武ぶ官かん筆ひつ頭とうという立場上、表だってどちらかの王子を支し持じすることはなかったが、アズィーザの件ではハールーンの太子位を廃はいすことを帝王に促うながしてしまった。

　マリアム妃を恨む気持ちは今もある。だが、それはハールーン自身とは無む縁えんのこと。

「ハールーン様が太子としてお戻りになるなら、数ならぬ身なれど、この私もあなた様の手足となり変わらぬ忠ちゆう誠せいを誓ちかいましょう」

　これが本心でないなら、こんな声は出せない。

　そう思えるほど、ヤハヤーの声は真しん摯しで真心に満ちていた。

「ありがとう。ヤハヤー」

　誓いを受けたハールーンは、おもむろに円えん陣じんを組んでいた輪から外はずれ、後ろへいざる。

「エルサムの王子として生まれ、こうして機会を戴いただけたからには天てん命めいとして務つとめを果はたしましょう。ありがたく、エルサム王国太子の位を頂ちよう戴だいいたします」

　────どうか、私にあなた方の力をお貸しください。

　一礼した若い王子に向かって、バルキスは身を屈め、両掌の間の地に額をつけた。

「なにとぞカドルがハールーン殿下の御み稜い威つを永久とこしえに輝かし、祝しゆく福ふくし賜たまわんことを」

「私どもはあなた様の僕しもべ。あなた様の望みは私どもの頭ず上じようにあり、御ご下か命めいあらばただちに仰おおせに従いましょう」

　ヤハヤーは額と平行に掌を掲げ、恭きよう順じゆんの意を示す。

　シャールカーンとマルジャーナも深々と頭を垂れ、ハールーンは鷹おう揚ように微笑んだ。

「感謝する。ヤハヤー、できれば父上亡なき後はあなたに私の侍従武官筆頭を任まかせたい」

　身を起こしたヤハヤーは、その言葉に悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべた。

「私としては、その役はザインに任せたいところですが」

「…………………………………………」

　とんでもないこと言いやがった、とシャールカーンは震えあがったが、ヤハヤーはどこ吹く風だ。

「………………………………いや、あれの力量は知っているが、遠えん慮りよしよう……」

　引きつったとはいえ、微笑で乗りきった兄は立りつ派ぱだったと言わざるを得ない。

　バルキスはハールーンとヤハヤーのやり取りにふっと笑みを零し、シャールカーンとマルジャーナに目を向けた。

「ハールーン殿下が太子として立てば陛下の葬そう儀ぎを行うが、お前達はやはり出ぬか」

「──ああ。葬儀を放り出せば、さすがに俺を認める者はいなくなる」

　一いち抹まつの罪ざい悪あく感かんはあるが、シャールカーンはうなずいた。マルジャーナも沈黙をもってシャールカーンに従う。

　どんな宣せん言げんをするより手っ取り早い。本当はもう戻らない場所に、はからずも戻ってしまったのだ。父のことは覚悟の上だった。

「俺がいれば、どこまでも期待を寄せる人間がいる。俺はここにいるべきじゃないんだ」

　シャールカーンの存在そのものが、エルサムという国の邪魔になる。

「父上と別れの挨拶は済ませた。俺さえ消えれば、エルサムは一つにまとまれるはずだ」

「そうか……。それがよいかもしれぬな。妾の口から、陛下の御ご遺ゆい言ごんとしてハールーン殿下の即そく位いを認めれば誰も文もん句くを言えぬだろう」

　現在のエルサムにバルキスを超える指し導どう者しやはいない。その彼女が認めたのだから、他の誰が異いを唱となえたところで勝ち目がないのだ。多少の小こ競ぜり合いや衝しよう突とつはあるだろうが、それはバルキスとハールーンが協力する姿勢を見せていけば解かい消しようできること。

　バルキスは艶つややかな唇で婀あ娜だっぽく笑い、ハールーンを見つめた。

「シャールカーンが本当に出て行ったと知ってごらん。廷てい臣しん達は掌を返してそなたにすり寄ってくるだろうよ。側に置く人物はよく見み極きわめ、本当に信頼できる者だけをお選び」

「あなたやヤハヤーに相談させていただきましょう。ああ、残念だ。自由な日々の終わりですね」

　ハールーンは大おお仰ぎように肩を竦すくめてみせたが、彼ほど自由な身の上を使って宮殿の裏側を見てきた人物はいない。

　ハールーンの選ぶ人間に間違いはないと、この場にいる者は例外なくそう感じていた。

「さて。妾はそろそろ後宮ハリムに戻ろう。このままではじきに朝が来てしまう」

　裾すそを払って立ち上がったバルキスに、マルジャーナはすかさず腰を上げた。

「バルキス様、私もお部屋までお供ともいたしますわ」

「おや」

　にこやかなマルジャーナの申し出に、バルキスは呆あつ気けにとられ目を瞬またたく。

　だが、すぐに声を上げて笑った。

「そなたと妾が共に歩けば、皆次の太子はシャールカーンかと誤解するであろうよ。面おも白しろい、せいぜい日和ひより見みな大臣ワジールどもを喜ばせてやろうではないか」

　上じよう機き嫌げんのバルキスとマルジャーナがさざめきながら退たい出しゆつし、残された二人の王子にヤハヤーが声をかける。

「殿下方もお戻りなら、私がお部屋までお送りいたしますが」

「いや、私はシャールカーンと話がある。ヤハヤー、あなたは陛下のところへ戻ってくれ」

　ハールーンの返事に「え!?」と声を上げそうになり、シャールカーンは既すんでのところで吞のみ込んだ。

　硬直したシャールカーンを置いて、ヤハヤーは心得たように退出してしまう。広い部屋に二人きりになり、シャールカーンは極きよく度どに緊張しながら兄の言葉を待った。

（なんだ、話って？　ザインのことか？　俺、兄上に怒られるようなことしたかな……？）

　思い当たることをあれこれ考えてみるが、話があると言ったハールーンは一いつ向こうに口を開く気配がない。

　針はりが落ちても聞こえそうな沈黙に、だんだん耐たえ難がたくなってくる。

　二人きりで話したこともないし、元がん来らいシャールカーンは目上の人物と話すことが苦手だ。

　どの程度の礼をもって接するべきか分からず、うんうん唸うなった。兄のことを尊そん敬けいしているし、好こう意いを持っているので妙に距離が測はかりにくい。

（俺からしゃべってもいいかな。話したいこともあるし……）

　覚悟を決め、よしっ、と勢いよく顔を上げた。

「兄上！」

「シャール……！」

　なんと声が被かぶってしまい、シャールカーンとハールーンは呆然と顔を見合わせる。

「あ、兄上、どうぞ……」

「いや、お前が先に」

　もたもたと譲ゆずり合あい、結局促されたシャールカーンが口を開いた。

「あの、母上のことを、よろしくお願いします」

　いくらバルキスとヤハヤーが認めても、ハールーンの即位に反対する者は出てくるだろう。ハールーンにも危険はあるし、今まで反対の立場を取っていたバルキスにも手が伸びるかもしれない。

　あの母があっさり暗あん殺さつに屈くつする女だとは思えないが、シャールカーンの心残りはそれだけだった。

「俺が残って母上を守ることはできないから……だから、母上のことを」

「当然だ。私もバルキス様の周囲には気を配るし、ヤハヤーもついている。バルキス様は大きな影えい響きよう力りよくをお持ちだし、あの方の力なくてはエルサムはまとまらないからな」

　力強い兄の言葉にほっと胸を撫なで下おろし、シャールカーンはもう一つ、長い間ずっと言おうと決めていたことを口にした。

「兄上。あなたとアズィーザがこの宮殿を出たとき、それを陛下に密みつ告こくしたのはザインじゃないんです。あいつはむしろ知っていて黙っていた。陛下から追つい跡せきの命令が下るまで追おうともしていなかったんです。だから……！」

「知っている」

　ハールーンの答えにシャールカーンは驚いて顔を上げた。

（知っている……？）

　アズィーザをバスラムの妃として推すい挙きよしたのはザインでも、結局決めたのは帝王ムスナドだ。だからシャールカーンにとって悪いのは父であり、兄とザインが憎み合うのはザインが駆け落ちを追って捕らえたからだとずっと思っていた。

　しかし、今、兄はザインが駆け落ちを見み逃のがそうとしていたことを知っていると答えた。

　ハールーンは大きな窓から、星の瞬く砂さ漠ばくへと視線を投げる。

「ずっと知っていたさ。バスラムの太子との婚約を勧すすめたものの、最後の最後で妹が可哀想になったんだろう。私と逃げることを、アズィーザはザインだけに話していたからな」

「アズィーザが!?」

　駆け落ちを伝えてはなんの意味もない。仰ぎよう天てんしたシャールカーンに、ハールーンも笑った。

「私もかなり強くアズィーザを責せめてしまったな。だが結局ザインは誰にも告つげていなかったし、駆け落ちに気づいたのは陛下の側そつ近きんの一人だった」

「…………」

「陛下に知られてはもう無理だと分かったんだろう。行き先を事前に聞いていたザインは、一番に私とアズィーザの前に現れたよ。素直に捕つかまったアズィーザは、私よりよほど冷静で大人だったということだ」

　アズィーザには最初から分かっていたのだ。

　このまま逃げきれるはずがない。誰かが気づくはずだし、事が大きくなれば問題はエルサムだけでなくバスラムにも及ぶ。ハールーンと自分はいつか必ず捕らえられ、そのときにはもう命いのち乞ごいは聞き届けてもらえない。

　だからこそザインに行き先を教え、最後のときには自分達を捕らえてもらおうとしたのだ。

　ヤハヤーは立場上難むずかしいが、ザインは何があっても帝王に二人の助じよ命めいを願い出てくれる。そんな絶対の自信がアズィーザにはあった。

（あいつ、ザインが兄上だけは死し罪ざいにすると思わなかったのか？）

　アズィーザはシャールカーンにとって姉でもあり妹でもある。そんな乳ち兄弟きようだいの大だい胆たんな行動に度ど肝ぎもを抜かれたが、すぐに疑問を打ち消した。

（いや、アズィーザなら考えなかっただろうな）

　そして事実、ザインは二人の助命を願い出た。

　ハールーンは懐なつかしむように黒い目を閉じる。

「アズィーザは私を生かしたかった。二人で死ぬよりも、生きてまた逢あいましょうと言いたかったんだろう」

　次にハールーンとアズィーザが会うときは、きっともう恋ではない。

　だが、それよりももっと深い愛情で結ばれた二人として会える。

「恋人同士ではなく、お互いが生きて、幸せであれと祈いのり合えるような関係だ」

　場所や立場は遠く離れても、そうして一緒に生きていけばいい。

　ハールーンは月光の落ちる砂漠から視線を戻し、シャールカーンに微笑んだ。

「ライラと話をさせてくれないか。あの娘に会って、謝りたい」

「兄上……」

　シャールカーンは兄を見上げ、静かにうなずいた。
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　客殿のジャスミンの部屋で着替えさせられたライラは、その後強きよう制せい的てきに隣となりの侍女部屋に寝かされた。

（ルーダイナが治なおしてくれたから、本当になんともないのだけど……）

　むしろここ数日で悪くなった体調までよくなった気分だ。しかし起きると妖霊ジヤンの侍女達が飛んでくるので、おとなしく寝ておく。

（でも寝不足だったから、ゆっくりできてちょうどいいのかもしれないわ）

　ザインのことやマルジャーナのこと。いろいろな心配事が片づき、騒ぎで神経は高ぶっていたが心は安らかだった。

　そうして眠るわけでもなく寝返りを打ったとき、扉が小さく叩かれた。

「はい？」

　音は正面の扉ではなく、ジャスミンの部屋に続く扉からだ。

　この部屋には直接廊ろう下かに出る扉とは別に、貴き人じんの部屋に続く扉が設もうけられている。

　ジャスミンかと身を起こしたが、現れたのは意外な人物だった。

「まあ、シャールカーン」

　呼び捨てにしてしまい口許を覆ったが、シャールカーンは全く気にしていないようで、油ゆ断だんなく室内を見渡しこっそりと近づいてくる。

「ザインは来てないだろうな？　ルーダイナに入れてもらったんだが」

　いつもの話しぶりだ。今は気を使う必要はないらしい。

　怯えたようにきょろきょろする少年に、ライラは苦笑してランプに明かりを灯ともした。

「ザインは来ていないわ。大丈夫よ」

「そ、そうか」

　シャールカーンはほっと息を吐き、明るくなった部屋でおもむろに床に跪ひざまずく。

　首を傾かしげるライラに向け、がばりと頭を下げた。

「悪かった！」

「シャールカーン？　いったいどうし……」

「お前があそこまでやるとは思わなかったんだ」

「え？」

　面おもてを上げたシャールカーンは気まずそうに口ごもる。

「その、好きでいてやってくれとは言ったけど、お前があんな状況でもザインを好きだって言ってくれるとは思わなくて……。だから、嫌いたかったらちゃんと……！」

「まあ、シャールカーンったら！　私、そんな気持ちでザインに応こたえたわけじゃないわ」

　必死に言い募つのる姿がおかしくて、ライラは微笑んだ。

「ちゃんとザインのことが好きよ。もちろん、困った人だとも思うけど」

　困る人だから嫌いかといえば、そうではない。むしろライラはザインの欠点を愛しているのかもしれない。

「なんだか不思議だけど、ザインのことを怖いと思わなくなったの。どうしてあんなに怖がっていたのか分からないぐらい」

　当然、怒れば怖い。それは変わらないが、以前のライラはザインが怒っていなくても恐怖を感じ、自分をなくさないようにするのが精一杯だった。

「自分でザインのことが好きだって認めたら、とても楽になれたのよ。その……、結婚はやっぱりちょっと待ってほしいんだけど……」

　決して、ザインのことが嫌いなわけではない。

　ただ牢獄で大勢に襲われたときの恐怖が甦よみがえり、結婚に伴うあれこれを考えるとどうしても身み構がまえてしまうのだ。

　申し訳なさそうにうつむくライラを見て、シャールカーンもうなずく。

「そりゃそうだ。あれだけひどい目に遭ったんだからな。でもな、結婚を待ってほしいって言ったらあいつはめちゃくちゃ焦るぞ。説得が大変だから気をつけろよ」

「う、うん……。そう、なの？」

「そうなんだ！　お前が思う百倍以上は大変だ」

「ええっ？」

　それほどなのだろうか。ちゃんと気持ちを伝えれば大丈夫だと思うのだが。

「あとな、あいつ相当焼きもちやきだから気をつけろ」

「まあ！」

　ライラはくすくすと笑った。さすがにそれは分かっているつもりだ。

「大丈夫よ、シャールカーン。私は他の人を好きになったりはしないわ」

「ち、違う！　気をつけろってそういう意味じゃなくて、お前に他の男が」

　そのとき。

　トントン、と廊下側の扉を叩く音がしてライラは反はん射しや的てきに顔を上げた。

「はい、どなた？」

「あっ、ば、馬ば鹿か！」

　シャールカーンの制せい止しが終わらぬうちに、扉が勢いきおいよく開け放たれた。

　乗り込んできた男は、シャールカーンの姿を認め茶色い瞳を剣けん吞のんに細める。

「声が聞こえると思えばやっぱり……！　いい度胸だ……！」

「ひいいいいいっ！」

　飛び上がったシャールカーンは寝しん台だいを回り込み、ライラの背後に隠れた。

「誤ご解かいだ！　落ち着け、ザイン！」

「私に黙ってライラの部屋に入るとは……！　やってくれますね……！」

「や、やめろ、来るな！　助けろ、ライラ！」

　本気で怯えているらしいシャールカーンを庇い、ライラは追いかけっこをする二人の間にやんわりと手を差し入れた。

「二人とも、あんまり騒いじゃ駄だ目めよ。ジャスミン姫が目を覚ましてしまわれるわ」

　いくらジャスミンの部屋が広いとはいえ、隣で騒がれては眠れないだろう。

　ね、と優しく腕に手を添えれば、ザインが硬直する。

　泣き出しそうな顔で何かを言おうとしたが、ライラを見下ろしたまま黙りこむ。

　しばらく待ってみたが言葉はなく、沈黙が流れたとき、気づいたシャールカーンが間に入ってくれた。

「ザインっ！　ほらっ、戻るぞ！　邪魔したな、ライラ！」

　ザインが仰のけ反ぞるほど強く襟えり首くびを引き、シャールカーンは強引に二人を引ひき剝はがす。

　主しゆ君くんに無理やり引きずられ、ザインはせめてとばかりにライラを振り返った。

「明日……！」

「ええ」

　微笑んだライラにほっとしたような顔を見せ、ザインは部屋を出て行った。

（もう落ち着いたかしら）

　明らかに箍たがが外れていた先刻のザインを思い出し、ライラがほぅと息を吐いたとき────。

「驚いたな。シャールカーンが囮おとりになると言い出したときは、何のことかと思ったが」

「!?」

　突然響いた耳みみ触ざわりのいい声に、ライラは驚いて振り返った。

　先ほどシャールカーンが現れた扉が開かれ、そこに美しい男が立っていたのだ。

「ハールーン殿下……！」

「話し合いが終わったのに自分が戻らなければ怪あやしまれると言っていたが、本当にザインが来るとは……。余よ裕ゆうがないにもほどがある。嫉しつ妬と深ぶかいを通り越して怖いぞ」

　床に跪こうとしたライラを手で制し、歩み寄ったハールーンはしかめっ面つらを解いた。

「寝台に座れ。礼は不要だ」

　出会ったときにあれほどにこやかだった男は影も形もなく、ぶっきらぼうな上に傲ごう慢まんだ。

　だが優しい笑顔を振りまくよりよほど素すに近い気がして、ライラは新しん鮮せんな気持ちでその表情を観かん察さつした。

（やっぱりご兄弟ね。拗すねた顔がそっくりだわ）

　口許を綻ほころばせたライラが気になったのか、ハールーンは途惑い気ぎ味みにムッとする。

「なぜ笑う？」

「申し訳ありません、シャールカーンとよく似ていて──いえ、シャールカーン様と」

「礼は不要と言ったはずだ。お前達の仲の良さは聞いている。大体、ザインは私などよりよほどシャールカーンと兄弟らしいと言われた奴だったからな」

「まあ！」

　本当の兄は自分なのに、と拗ねる顔が垣かい間ま見えた気がしてライラは笑った。

　笑顔のライラにハールーンは本気で困惑したらしく、しきりと目を瞬く。

「……本当に、なぜ笑うんだ？　なぜ笑える、と言うべきかもしれないが……。私が憎くはないのか？」

「憎くはありません」

　憎んではライラがした怖い思いも無駄になる。

　アズィーザがハールーンの妖霊だと知った上で、案内を受けたのはライラ自身だ。多少痛い目を見たが、自分の力で切り抜けることもできた。

　誰かを恨む理由は何もない。

　柔らかな笑顔から逃げるように視線を逸そらし、ハールーンはささやいた。

「──腕は……？」

「大丈夫です。ルーダイナが治してくれたので」

　長い沈黙が流れたが、ハールーンは口を開こうとしない。

　それでもライラには伝わった。言葉はなくても、ハールーンの途惑いや表情が気持ちを教えてくれたからだ。

（──この方は、謝るために来てくださったんだわ）

　理解できたからこそ、ライラは話題を変えた。

「殿下は、シャールカーンと仲良くなさりたいんですね。シャールカーンはずっとあなたに憧あこがれていたと言っていましたが」

「…………そうだな。母親同士がどうであれ、あれを憎んだことはない。なぜか好意を持たれているようだが」

「はい。兵書の件で」

　シャールカーンの思い出を伝えれば、ハールーンはああ……と微かすかに唇を開いた。

「最初は嫌いや味みのつもりでしたんだが……」

「そうなんですか？　ふふ、ではシャールカーンの素直さが勝ちましたね」

　そのとき、扉の向こうで「おいっ」だの「ちょっと待て！」と叫ぶ声がした。

　何事かと目を向ければ、音を立てて扉が開かれる。

　鬼神イフリートのような形相をしたザインと、その腰に抱きついたシャールカーンの姿にライラは目を瞬いた。

　シャールカーンを力づくで引き剝がし、ザインは怒りを湛たたえた瞳でハールーンを睨みつける。

「何のご用ですか、ハールーン殿下」

「……戻って来たのか。ライラと話を」

「名を呼ぶな」

　ぴしゃっと叩きつけられハールーンは閉へい口こうするが、やれやれとため息をついた。

「嫉妬深いことだ。付けが回ってくるぞ」

「付け……？」

　怪訝な顔をしたザインには答えず、ハールーンは純じゆん白ぱくの長上衣カフタンを翻す。

「行くぞ、シャールカーン。二人にしてやれ」

「え!?　は、はい！」

　シャールカーンははらはらした顔で見ていたが、兄に呼ばれ慌てて後をついていってしまった。

　あっさり出て行ったハールーンに、肩かた透すかしを食らったザインは混乱して眉まゆをひそめる。

「何をしに来たんだ、いったい？」

「鈍い方ですわね！　我が君はライラ様に謝罪にいらしたのですわ！」

　鈴を鳴らすような甲高い声が響き、二人だけの部屋に茶色い髪の妖霊が姿を現した。

　長い巻き髪を束たばねた美しい娘は、ハールーンの妖霊アズィーザだ。

　予告もなく突然現れた妖霊に、ザインは息を吞んでたじろぐ。

　しかしぷんぷんと怒るアズィーザに平静を取り戻したのか、これ見よがしに顔をしかめた。

「結局謝っていないのに分かるわけないでしょうが。大体あなたに言われる筋すじ合あいはありませんね。勝手に人の妹の名前を名乗ったりして迷めい惑わくですが？」

「んまあっ！　噂に聞いていたとおり嫌味な方ですわ！」

　キーッと拳を固めるアズィーザをまあまあとなだめ、ライラはいつもと変わらないザインの様子にほっとしてもいた。

（よかった、普段どおりにしゃべれそうだわ）

　きっかけとなってくれた茶色い髪の妖霊を見上げ、ライラは微笑んだ。

「アズィーザ、あなたはハールーン殿下の首飾りの妖霊なのね」

　ハールーンと初めて会ったときに感じた気配と同じだ。アズィーザに図書館から案内してもらったときは妖霊と気づいただけだったが、二度目に現れたときにハールーンのものと思い当たった。

　ザインには嚙みつくが、ライラに対してはおとなしいアズィーザは素直に肯こう定ていする。

「はい。元の姿は蛇へびですが、宝石の中に棲すまわせていただいておりますの。別の妖霊に追われエルサムの牢獄へ逃げ込んだところ、我が君が戦い救ってくださったのですわ。それ以降主しゆ従じゆうの契けい約やくを交かわし、お仕つかえさせていただいております」

「お名前をいただいたのね。アズィーザはアズィーザ様に似ているの？」

「全然似てませんよ」

　うんざり顔のザインに一いつ蹴しゆうされ、アズィーザは途端にしゅんとする。

「わたくしが頂いたのはお名前だけですわ。わたくしはアズィーザ様を存じ上げておりませんし」

　大きな茶色の瞳を潤うるませたアズィーザに、ライラはああと心の内で納得した。

（アズィーザはハールーン殿下をお慕したいしているのね）

　命令を破ってザインとの戦いに姿を現したほどだ。ちゃんと自じ我がを持ち、主のために何をするべきか考えられる高位の妖霊なのだろう。

　アズィーザはライラに向きなおり、そっと跪いた。恭うやうやしく、両手の間の床に額をつける。

「主に成り代わり、ライラ様に謝罪と感謝を申し上げに参りました。あなた様は長く我が君を縛しばり続けた復讐の連れん鎖さと、苦しみしかない恋を断ち切ってくださったのですから」

　ゆっくりと面おもてを上げたアズィーザは、潤んだ瞳で微笑んだ。

「我が君の悲しい恋には、ずっと恨みや憎しみ、怒りがこびりついておりました。ですが、この度たびのことでそれらが少し剝がれ落ちたのではないかと思います」

　もちろん全ての負ふの感情が消えたわけではない。

　だが、確実に何かは変わったはずだ。

「これからも、我が君がアズィーザ様のことをお忘れになることはありません。それでも、アズィーザ様のことを胸に秘ひめたまま、いつかエルサムにとって良い方とご結婚なさるでしょう」

「アズィーザ……」

　それは真摯で、裏も含みもない喜びに満ちた声だった。

　そのときが来ても、アズィーザは忠ちゆう実じつな妖霊としてハールーンに仕え続けるだろう。

　胸を打たれ、ライラは静かに目を閉じた。

「ええ、そうね。──ハールーン殿下の言葉をありがとう、アズィーザ」

「はい。それではわたくしも失礼を」

　頭を垂れたアズィーザの美しい姿が薄うすれ、消えようとしたそのとき。

「アズィーザ！」

　ザインが突然声を上げ、呼び止められたアズィーザは驚いたように姿を戻した。

　とどまったアズィーザへ、ザインはハールーン本人に向き合うかのように頭を垂れた。

「──ハールーン殿下へ、私から謝罪を」

「……！」

　ライラとアズィーザが思わず身じろぐ。

　顔を上げたザインはアズィーザを見下ろし、おもむろに唇を開いた。

「ずっと、あなたの苦しみを理解することができませんでした。私があなたにどれだけのことをしたのか考えたこともないし、こんなことになるまで知る努力もしなかった。ライラという女ひ性とが現れ、初めてあなたの味わった苦しみを知ったんです」

（ザイン……！）

　ライラは胸の前で強く両手を組んだ。

「……本当に申し訳ありませんでした。ライラの命を奪わなかったことに関しては、お礼を言っておきます」

　ありがとうございました────。

　そう言って頭を下げたザインに、アズィーザは声を発しなかった。

　ただ、ゆっくりと一つうなずき、静かに辺りに溶けるように消えていった。




「ザイン」

　アズィーザが消えてから顔を上げたザインの背中を見て、ライラは彼が泣いているのではないかと思った。

　もちろんそんなことはなかったが、ライラはザインに向けて手を差し伸べる。

　ザインは惑まどうようにライラの手と顔を交互に見ていたが、やがておそるおそる手を取ってくれた。

　ようやく二人きりになれ、ザインは大切なもののように、ライラの手を自身の手の中に包み込んだ。

「──私のせいで怖ろしい目に遭わせてしまいました。謝って済むとは思いませんが……本当にすみませんでした」

「ううん、大丈夫よ。あなたが私に冷たくしたのは、やっぱりハールーン殿下が原因だったのね」

　ライラの両手を恭しく額に押し当て、ザインは罪つみを告白するように足元に跪いた。

「ずっと……。妹の幸せを壊した私が恋をしてもいいのか考えていました」

　ザインにとってハールーンは母を殺した女の息子むすこだ。

　妹はなぜそんな男を愛せるのか、愛そうとするのか理解できないとザインが思っても不思議はない。

（だからハールーン殿下の手の届かない場所へ、アズィーザ様を送ってしまった）

　国を捨てて逃げるほど愛し合った二人の仲を裂さいて。

「罪悪感を消そうといろんな女性と恋をしてみました。でも誰のことも好きになれなくて、ハールーン殿下が手を出してきても繫ぎとめようという気が起きない。次から次へ簡単に取られて、だんだん恋をするのも面倒になってきて。──そんなとき鬼神を倒す旅に出て、自由になったという開かい放ほう感かんも手伝って、遊びのつもりであなたを好きになってみたんです。そうしたら……」

　指先に熱い唇が触れる。

　ザインの眉根が苦しげに寄り、想いを全て吐き出すようなささやきが零れた。

「そうしたら、こんなに好きになってしまって…………！」

（────────っ！）

　心臓が飛び出そうなほど跳はね、ライラは思わず手を引っこ抜いてしまいそうになった。

「ライラ？」

　心配そうな優しい声に全身がむずむずする。鼓こ動どうも収まらず、鳥とり肌はだでも悪お寒かんでもないくすぐったさでどうにかなりそうだ。

　止めようもなく赤せき面めんしてしまい、ライラはぐるぐる回る思考回路を必死で整理した。

（だ、だだ、駄目だわっ、経けい験けん値ちが違いすぎる！）

　あまり情じよう熱ねつ的てきに告白するのはやめてもらいたい。

　なぜこんな百ひやく戦せん錬れん磨まみたいな男性を好きになってしまったのだろう。このままでは簡単に転がされてしまうに違いない。

「あ、あの、隣にどうぞ！　隣に座って？」

　下から見上げられるのが恥ずかしすぎてそう提てい案あんしたのだが、寝台に腰を下ろしたザインの腕が何気なく腰に回され飛び上がってしまった。

「駄目ですか？　私が怖いですか？」

　哀かなしそうな顔をされては嫌いやと言えない。拳一つ分だけ距離を空あけて「大丈夫」と答えれば、何か言いたそうな顔をしたがそのままでいてくれた。

　ザインの行動にいちいちドキドキしていては身がもたない。これは彼にとってなんでもないこと、と自分に言い聞かせ、ライラは話を促した。

「その……、ハールーン殿下はあなたが本気で人を好きになるのを待っていたのね？」

「ええ。それを奪ってこそ、自分の気持ちを分かってもらえると思っていたんでしょう。私だってあなただけはハールーン殿下に取られたくなかった。だから知られないように遠ざけて、冷たくしていたんです」

　その言葉に、眠れなくなるほど傷ついたライラは心底歎たん息そくした。

「言ってくれればよかったのに……」

「すみません。でもあなたはとても素直だから、言えば殿下を警けい戒かいすると思ったんです。そうなれば殿下は絶対に私とあなたの関係に気づく」

「…………」

　そう言われてしまうと返す言葉がない。確かにそのとおりかもしれないからだ。

　ザインは自じ嘲ちよう気ぎ味みに目を伏せた。

「それならあなたには自然体でいてもらって、私が隠せばいいと思った──」

　だが、結局は最初から気づかれてしまった。

「だから、あのときの言葉は全部噓です。わざと言ったんだ」

「あのとき？」

　ザインと会話することなどほぼなかったはずだ。首を傾げれば、ザインはためらいがちに言葉を継ついだ。

「──迷惑ですね。旅で会った女ですよ。たまたま近くにいたから、退たい屈くつしのぎで相手をしていたら勝手に好かれただけだ……です」

　一瞬呼吸を止め、ライラは瞬きもせずにザインを見つめた。

「あのとき、私がいることを知っていたの……？」

「足音が止まったんですから分かりますよ。ハールーン殿下はあなたの足を止めるために、わざわざあなたが私のことを好きなんだろうと言ったんです」

　表情だけで、ハールーンはライラがザインに恋をしていると気づいた。

　なら、ザインはどうなのか。

「ハールーン殿下はあなたの好意を伝えることで、私の気持ちを確認しようとした。私はそれが分かったから、できる限りひどい言葉であなたとの関係を否定するしかなかったんです」




　エルサムに行っても、ハールーンとライラが顔を合わせることはないかもしれない────。

　そう、どこかで楽らつ観かん視ししていた過去の自分を殴なぐり殺したいほどだ。

　自由な旅や、月の丘での心安らぐ生活がザインの精神を弛し緩かんさせてしまった。

（私がエルサムに戻るなら、あの男が近づいてこないはずがないのに）

　そして、あっさりと気持ちを悟られるようなことをしてしまった。

「正直、あなたとの関係を否定したときに〝終わった〟と思いました。もう取り返しがつかない。あなたは私から離れていくだろうと」

　ここまでひどいことを言ったのだ。元のままの関係でいられるとは思えない。

　ライラを守るためには仕方のないこと。

　それでもライラは傷ついただろう。出発前に気持ちを伝えていたが、信じてもらえるかどうか。

　会って弁べん解かいしたかったが、後宮ハリムなどに行けばそれだけでハールーンに気づかれる。ライラ自身が本殿に来てくれる日を待ったが、彼女は後宮から一歩も出なかった。

　ライラならきっと信じようとしてくれる。噓だと思ってくれるはず。

　かすかな希望に縋すがってじりじりと時を過ごし、やっと姿を見られた時は愕然とした。

　何があったのか、ライラは瘦やせて、以前にはあまり見ることのない憂うれいの表情をしていたのだ。マルジャーナについて公式の場に出ては、懸命に笑顔を保つ姿が痛々しく、どうしても我が慢まんできなくなって──。

「あなたと話をしたくて、ハールーン殿下に感づかれるのも承知で図書館に行きました。そうしたらハールーン殿下が…………ッ！」

　あのときのことを思い出すたびに、体中から血が噴き出そうなほどの怒りに駆られる。

　真剣な表情で見つめ合う二人の間に、剣でも投げつけてやろうかと本気で思った。

　もう持たないと決めた憎しみが、凄すさまじい奔ほん流りゆうとなって溢あふれ出しそうになったのだ。

「よりにもよってあなたの隣に……っ……！」

「ええ、偶ぐう然ぜんお会いして。私も驚いたわ」

（偶然だと────────ッ!?）

　真顔でのたまったライラに絶ぜつ叫きようしたくなった。

　何が偶然、どこが偶然!?　あのハールーンに限ってそんなことがあるはずがない。アズィーザのような妖霊がついていたのだから、こちらの行動など筒抜けだったに決まっている。あれはザインが現れることすら計算の上でやったのだ。

　だがライラに訴えるべきはそこではない。

　拳一つ分だけ空けられた距離を思いきり詰めたくなったが、怯えられるのは分かっている。ザインは必死で心を落ち着け、咳せき払ばらいした。

「いえ、いいんです。いいんですよ。会ってしまうのは仕方ない。ハールーン殿下はあなたを追って図書館に行ったんですから」

「そうなの？」

「そうなんですっ！　なので私が言いたいのは、簡単に隣同士に座ったり、手を握り合ったりするのは、というか、そんな状況になるのはですね……その……」

「ごめんなさい、私も手を取られるとは思わなくて」

「うっ、ううっ……っ……！」

　だからそれを考えて行動してほしいのだ！

　しかし素直に頭を下げてくれたライラを叱しかることはできない。ここでシャールカーンと抱き合っていたことを持ち出しても、絶対にきょとんとされるだけだ。

（〝でも、相手はシャールカーンよ？〟とか言われるに決まってる！）

　シャールカーンだろうがルーダイナだろうが、嫌なものは嫌。許せないものは許せないのだ。

　とにかく、無防備なところは改めてもらいたい。

「その、あなたはとても可愛らしいし、下心を持つ男も多いんです。だから充分に気をつけてほしくて」

「気をつけるって？」

「そうですね、具体的には他の男の側に寄ったり、話をしたり、微笑みかけたり、目を合わせて挨拶をするのはやめてください。全部無視するように。褒め称えるようなことを言われたら私に一いち言ごん一いつ句く細さい大だいもらさず教えて、手紙をもらったらまず私に見せて、あなたと会っていい男は私が判断します。会うときはまず私に許可を取って、そもそも私以外の男と会うのがよくないというかですね…………」

「………………」

「………………」

　なんだこの束そく縛ばくの強い男。

　自分で言っておいて嫌われる要よう素そが増えたことに気づき、ザインは片手を振る。

「いえ、違うんです、今の言葉は全部忘れてください、そうじゃなくてですね……、その、要するに気軽に男の側に寄るな、というか…………」

「………………」

「ちょと待ってください、ちょっと、もう一度最初から言わせてください。要するにそうじゃなくてですね！」

　言いたいことはただ一つ。他の男に近づくな、なのだがどう伝えればいいのか分からない。何を言っても束縛の強い男以外の何者でもなく、必死で頭を悩ませれば遠慮がちに声がかかった。

「あの、ザイン。つまり危ない男の人に気をつければいいのね？　心配してくれているんでしょう？」

「ライラ！」

　なんという優しさだ。

　喜びに顔を輝かせたザインに、ライラは眩まぶしいほど清きよらかな微笑みをくれた。

「大丈夫よ。ちゃんと危険な男の人には気をつけるわ」

「………………………………」

　なんだろう。……この、信じられなさ最さい高こう潮ちよう感は。

　納得したのか、いい笑顔のライラにザインは念のためと切り出してみた。

「ではライラ、ハールーン殿下は危険な男に入りますか？」

「ハールーン殿下？　いいえ、殿下は危険ではないでしょう？」

「やはりそうか──────────ッッ!!」

「ザイン!?」

　予想どおりすぎて絶ぜつ叫きようした。これは泣ける。

（駄目だ！　ライラに危険な男を分からせるのは不ふ可か能のうに近い！）

　これ以上「違う！　全ての男を警けい戒かいしろ！」と言うのはしつこすぎる。嫌だ、嫌われたくないという気持ちが先立ち、ザインは苦く悶もんの末に言葉を吞み込むしかなかった。

「あの、私もザインに言いたいことがあるの。……いい？」

「あ、はい、どうぞ……」

（とにかく！　ライラの無防備さについては自分で対策を練ねっていくしかない。近づく男には私が恋人だということを見せつけて、ちょっかいを出す男にはそれなりの報ほう復ふくを）

「あなたにもいろいろ思うことがあった、っていうのは理解しているつもりよ。二回の結婚とか後宮の女の人とどうだったとか」

「言い訳させてください!!」

　皆まで言わせず遮さえぎった。考え中だった無防備対たい策さくが吹っ飛んだではないか。

（忘れてた!!）

　ライラは二度の結婚のこともばっちり聞いていたのだ。

「結婚については違うんです、あれは父に無理やり決められただけで私は！」

「ええ、シャールカーンから聞いたわ。だから結婚式に行かなかったんでしょう？」

「そうです！」

「恋人のところにいたのよね」

「恋人じゃありませんよ！」

「……恋人じゃない女の人と一緒にいたの？」

「こ、恋人でした！　当時の！」

「じゃああの人がザインの恋人だったのね」

　誰だ。どの女だ。名前を言われても確実に分からない。どんな女のところにいたとかいちいち覚えていない。

　ライラはこちらをチラリとも見てくれず、憂いのある黒い瞳を伏せた。

「だから結婚のこととか、たくさんの恋人のことはいいの。ただ、その……」

「その？」

　なんだろう。

　冷や汗がだらだらとこめかみを伝い、足元の床が薄くなっていくような錯さつ覚かくにとらわれる。

（ものすごく嫌いやな予感がする……!!）

　懸命に正気を保つザインに向け、ライラは申し訳なさそうにぺこりと頭を下げた。




「ごめんなさい。あなたと結婚はしたくないの」




「結婚したくない!!?」

　脳のう天てんから声が出てしまった。

　自分がどれだけすごい表情をしてしまったのか分からないが、ライラが本気で焦る。

「い、今は！　今は、よ!?　違うの、あなたのことが嫌いとかじゃなくて！」

　じゃ何なんですか!?　という悲鳴は渾身で堪えた。

　心理的な打だ撃げきなのに吐と血けつしそうになり、ザインは胸を押さえ大きくよろめく。気分は瀕ひん死しだ。

　なぜだ、どこに結婚したくないと思われる要素があったのだ!?　と考えるも、わりと全てにおいてだった。

　ズキズキと痛いほど暴れまわる鼓動をなだめ、ザインは額の汗を拭ぬぐう。

「ちょっと待ってください。もう一度しっかり話をしてもいいですか？　私はあなたのことが本当に好きなんです！」

「もちろんよ、それはよく分かっているわ。ごめんなさい、したくないってそういう意味じゃなくて……」

　言葉を選ぶライラに目の前が真っ暗になりそうな気がして、ザインはひたすらに続きを待った。

「違うの、本当にあなたのことは好きよ。ただ、その……怖くて。少し時間が欲ほしいだけなの」

「こ、怖い……。ああ、そうですよね……あんな目に遭ったんですから当然だ……。……分かります……」

　よく分かる。

　よく分かるのだが、次から次へと疑問が頭をもたげてくる。

（自分で自分に『私はこの人が好き』って暗示をかけてるんじゃないだろうな？　本当は同情心しかないけど可哀想だから好きだと思い込んでいるとか）

　ありうる。

　さっき質問したばかりだというのに、即そつ行こうで「私のこと好きですか？　本当に好きですか？　どこが好きですか？」とかいう質問をぶつけたくなった。

（すみません、ライラ……！　あなたのことを質問攻めにしたい……！）

　全て答えてくれるだろうが、どれだけ鬱陶しがられるかと思うととても言葉にできない。

「ザイン、大丈夫!?　吐きそうなの!?」

　必死に口を押さえる体たい勢せいから誤解したらしく、盥たらいを探そうとするライラを身み振ぶりで止めた。

「違います、違うんです……！」

　吐きたいのは胃の中ではなくて胸の中だ。

「言いたいことがありすぎて、全部ぶちまけると確実に嫌われる自信があるからです」

「嫌ったりしないわ」

　優しいライラを信じたいのはやまやまだが、自分の疑うたぐり深さが底なしすぎて信じきれない。

　しかし、何を誤解したのかライラは表情を曇くもらせる。

「私のこと、嫌いになった？」

「なるわけないでしょうがっ!!」

　むしろ好きすぎて辛い。少し嫌いになれたら楽だろうと思う。

　全力で否定すれば、ライラはほっと微笑んだ。

「よかった。私も、好きだから……」

「ライラ!!」

　たまらずきつく抱き寄せた。

　ライラの全身が一気に強こわ張ばり、失敗を悟ったが腕が離れない。怖がられているのが分かれば分かるほど、頭では駄目だと思いつつ可愛くてたまらなくなる。

（ああ、本当に可愛い）

　なんだってこんな人間が存在しているのだろうか。

　抱きしめる腕だけじゃなくて、全身が吸いついたみたいに離れない。まるで自分の体内に取り込もうとするかのように力が強くなっていき、気づけばおずおずと柔やわらかい力で押し返されていた。

「あの、ザイン……？　もう、いい？」

「!?」

　ガンッと岩をぶつけられた気がした。

　あれだ、相手が自分とはいえ、いきなり男に抱きつかれて怖かったのだ、そうに違いない。

（別に私に抱きしめられたくないだとか、気持ち悪いとか、一刻も早く離れたい、解放されたいと思っているわけではないですよね!?）

　油断すると、胸に湧わき出る言葉がけろっと口から零れそうになる。

　どれか一つでも聞いてみようかと思ったが、ライラの大きな黒い瞳が潤んでいるのを見て腕から力が抜けてしまった。駄目だ。このまま嫌われては自分の心がポッキリ折れてしまう。

　名残なごり惜おしく身体を離せば、ライラは優しい微笑を見せてくれた。

「ねえ、ハールー」

「すみません、これからハールーン殿下を呼ぶときは〝あの男〟とか〝アレ〟と言ってもらっていいですか？」

「どうして!?」

　ものすごい速さで耳が拒きよ否ひした。

　あなたが他の男の名前を呼ぶのに耐えられない、と正直に言うべきか、あの男が嫌いだから、と己おのれの卑ひ小しようさを暴ばく露ろするべきか、どっちにしろ男として小さい気がする。

　自覚するほど嫉妬深いのに、なぜこんなに無む邪じや気きで清せい純じゆんな女性を好きになってしまったんだろう。カドル神を恨みたい。こんな報むくいを受けるほど、自分は素そ行こう不ふ良りようでしたか？

（…………………………）

　……と、自分で質問をしておきながら、一瞬で答えが出てしまった。

（………………………………素行不良だったな……）

　カドル神のうなずきが見えた気がした。
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　まだ空がほのぼのと明け始めたばかりの中、六人の出発の日は静かだった。

　なるべくひっそりとエルサムを去りたいというシャールカーンの要よう望ぼうにより、見送りに来たのはたった二人。

　正妃セツト・バルキスと太たい子しハールーンだけだ。

　バスラムの教主カリーフアから借りた一隊はすでに出発の用意を調ととのえ、せっせとバルキスから贈おくられた土産みやげの数々を積み込んでいる。

「まずはバスラムの教主様に兵をお返ししないといけないわね」

　晴れ晴れとした気持ちで早朝の空気を吸すい込こみ、ライラはルーダイナに微笑ほほえんだ。往きと違って特に厳げん格かくにシャールカーン達に礼を取る必要はないと言われ、信じられないほど心が軽い。

「うむ。魔ま術じゆつで送ってもよいが、やはり兵達を驚おどろかせてはならぬからな……………………うぬ……ザインよ、その、お主ぬしもそう思うであろう？」

　突然ザインを話に入れ出したルーダイナにきょとんとして振り返れば、やけに恨うらみがましい顔をしたザインが佇たたずんでいた。

　ライラと目が合うや否いなや微び笑しようしてくれたが、頰ほおが妙みように引きつっている。

「どうしたの、ザイン？　気分でも悪い？」

「いいえ？」

　すぐに否定するも、微笑は変わらず苦しそうだ。

　一生懸けん命めい訴えかけるような目で見つめられ、ライラは困こん惑わくしてザインを見つめ返した。

「ザイン、大丈夫？」

「いえ……あんまり」

「大丈夫じゃないの？」

「…………大丈夫ですよ……？」

　明らかに大丈夫じゃなさそうだが、何度聞いても答えてくれない。

　仲直りしてからずっとこんなことが続いている。

　何かを言いかけ吞のみ込こみ、おそらく思っていることと別のことを言葉にするのだ。

（やっぱりちゃんと話し合った方がいいかもしれないわ）

　自分がザインの気持ちを察さつしてあげられるほど気が利きけばいいのだが、残念なことに鈍にぶいらしい。こうやって目で訴うつたえかけられるたびに申し訳ない気持ちになってしまう。

「ライラ、こちらへおいでくださいな。バルキス様があなたにお渡ししたい物があると」

「あっ、は、はい！　ザイン、ちょっと待っててね」

　ザインの顔がますます苦く悶もんに歪ゆがみ心苦しいが、バルキスとマルジャーナを待たせるわけにもいかない。断ことわりを入れ、ライラは慌あわててバルキスのもとへ向かった。




　あっさり離れてしまったライラを見送り、ザインは胸が狭せばまった心地ここちがして呻うめいた。

　背中を向けられるだけで「ひー」と悲鳴を上げたくなる。

　このまま去られてしまったらどうしよう、などという途と方ほうもない不安がのしかかってくるのだ。

「頑がん張ばるのだ、ザインよ。それと、ライラと話をしただけで睨にらむのはやはりどうかと思うのだがな……」

「ライラの名前呼ぶのやめてもらえますか、いえ、すみません、なんでもないです。分かってますよ、相手は他でもないあなた…………ええ、自分でも分かっているんですよ……！」

　分かってはいるが、気持ちはそうそう上う手まく動かない。

　ルーダイナやシャールカーンなら許せるだろうと言い聞かせても、どうしても胸の中がもやもやして口から吐き出したくなるのだ。

　どうして自分の見ている前で他の男としゃべったり、隣に並んだりするんだろう。

（やめてくださいと言ってしまいたい!!）

　喉のどまで出かかっている。「あなたがルーダイナやシャールカーンを男性として意識していないのは知っていますが私以外の男に変わりはない、正直辛つらいのでできれば他の男とは近づかず話さず見ないで考えるのもやめてもらいたいんです！」

「って言えるか────っ！」

「ザ、ザインよ、しっかりするのだ！」

　錯さく乱らんしたザインに、ルーダイナが必死に取り縋すがる。

（──絶っ対無理だろう!?）

　なんだコイツと思われるに違いない。自分が言われたらとてつもなく冷める。嫌われてもおかしくない台詞せりふだ。

　シャールカーンとルーダイナを相手にこんな気持ちになるのなら、ハールーンやベルガ王国の太子マリク、イブン・スィーナー、湖の王国のヤンシャー王なんて耐たえられる気がしない。

（あれらは先に殺しておいた方がいいかもしれない……！）

「おい、顔を戻せっ」

　小声で背中をどやされ、見み下おろせばシャールカーンが辺りを憚はばかるように耳打ちする。

「お前すごい顔してるぞ！　ライラが心配するから微笑んどけ」

「……微笑んでますけど？」

「そ、その笑いはやめろ！　返り血を浴あびて笑ってるように見える……！」

「あの男どもの返り血を浴びられたら、さぞかし心がスカッとすると思います」

「なんの話だ!?」

　心の中でヤンシャー達を滅めつ多た切ぎりにすれば、少しだけ気持ちが収おさまった。返り血、という単語をくれたシャールカーンに感謝したい。

「ちゃんとしているつもりなんですが、顔が上手く動かないみたいです」

　自分ではいつもどおりなのだが、あの件で何かが変わってしまったのかもしれない。顔だけじゃなく全身が動き出しそうだ。

「耐えろ。お前の嫉しつ妬と深ぶかさは常じよう軌きを逸いつしている。耐えるぐらいでちょうどいいと心に刻きざみつけておけ」

　シャールカーンのごもっともな指し摘てきに頰の筋きん肉にくを動かすが、ライラと並び立つバルキスを見るだけでイライラが頂点に達するのを感じる。今すぐあの間に割って入りたい。

「そんな目で見られたら気づきそうなものなのに、やっぱりライラはすごいわ！」

「…………ジャスミン姫」

　にこやかに見上げられ、取とり繕つくろうことも忘れてうんざりした顔を返してしまった。

「だから言っただろう。私は付けが回ってくる、と」

　そんなジャスミンのさらに背はい後ご。

　冷さめた声が聞こえ、勢いよく振り返ったザインは絶ぜつ句くしてしまった。

「ハールーン殿でん下か…………」

「…………………………ああ」

　会話に入ってきたくせに黙だまる兄と相手を見て黙るザインに、シャールカーンが慌てて間を取り持つ。

「兄上、見送りに来てくださってありがとうございます！　あの、今回、お話しできてよかったです」

　いつもの生意気な少年はどこへやら、頰を紅こう潮ちようさせて憧あこがれの兄を見上げるシャールカーンにザインが白い目を向けた。

「何を殊しゆ勝しようなこと言ってるんですか、兵書の件も嫌いや味みだったって判はん明めいしたんでしょうが」

「い、嫌味でもなんでも俺は嬉うれしかったからいいんだっ。ザイン、お前は黙ってろ！」

「能のう天てん気きにもほどがありますね、嫌味と気づかず喜んでいたなんて」

「兄上はやるうちに嫌味じゃなくなったって言ってくれたんだからなっ！」

「へー」

「お前は────────────っ!!」

「……相変わらずお前達二人は本当の兄弟きようだいのように仲がいいな」

　どこか羨うらやましげにつぶやき、ハールーンは微かすかに口元を綻ほころばせる。

「まあ、話ができてよかったと私も思う。元気で過すごせ」

　シャールカーンが、はいっ！　と元気よく返事をし、去ろうとしたハールーンをザインは呼び止めた。

「ハールーン殿下。先ほどのはどういう意味ですか」

「は？」

　露ろ骨こつに面めん倒どうそうな顔を返され剣に手が伸びそうになったが、ザインは気を静めて繰くり返かえす。

「付けが回ってくる、という言葉です」

　そういえばライラの部屋でも同じことを言われた気がする。思い出したのか、ハールーンが目を瞬またたく。

「……ああ」

　なぜかフッと鼻で笑い、傲ごう岸がんに顎あごを上げてザインを見下ろした。

「今まで泣かせた女の付けが、本当に好きな女で回ってくるという意味だ」

「うぐっ、ぐ……っ！」

「ははははははは！」

　勝利の高笑いを残して去ったエルサムの太子に、ジャスミンとルーダイナが声を忍しのばせ笑い合う。シャールカーンはただ一人、呆ぼう然ぜんとそんな兄の背中を見送っていた。

「……まさか兄上とザインがこんなふうにしゃべるときが来るとは…………」

「なに、関係が良い方に変われば意外に簡単なこと。私はむしろ気が合いそうな二人だと思ったぞ？」

「お、怖ろしいことを言うなよ！」

　震ふるえあがったシャールカーンに、耳みみ聡ざといザインが聞き捨てならぬと割り込んだ。

「何を言いましたかルーダイナ？　姫と二人で笑ったりして」

「あら、なんでもないわ。私の言ったとおりでしょうって笑っていたの」

　まさしく天界の乙女おとめのような笑顔で、ジャスミンは目を瞬いたザインとシャールカーンを見上げた。

「あなた達二人が思うほどエルサムは悪くない、って！」

「………………………………」

　揃そろって黙りこんだ二人に、ジャスミンとルーダイナは顔を見合わせ楽しそうに笑った。




「おい」

　ぶっきらぼうな声で呼ばれ、バルキスからの贈り物を受け取っていたライラは振り返る。

「ハールーン殿下？」

　先ほど見事な高笑いを披ひ露ろうしていたハールーンは、どこか機き嫌げん良さそうに背後を指した。

「そろそろ行け。いい加か減げん叫さけび出しそうだ」

「え？」

　きょとんとしたが、バルキスはやれやれとため息をつく。

「まったく我が慢まんのない男だ。おちおちライラと話もできぬではないか」

「ライラ、お呼びしてしまって申し訳ありませんわ。あとは私とバルキス様でしておきますから、ザイン様のところへどうぞ」

「え？　う、うん？」

　ライラ以外の皆は何のことだか分かっているらしい。マルジャーナに優しく背中を押され、ライラは首を傾かしげながらもザインのもとへ向かう。

（そうだわ、あれを言わないと）

　帰りはこうしようとずっと決めていたことだ。

「ライラ！」

　やっと戻ってきたライラを大喜びで迎えてくれたザインに、ライラはおずおずと切り出した。

「ねえザイン、帰りはあなたの駱らく駝だに一緒に乗っていい？　あの旅のときみたいに」

「え!?」

　攫さらわれたジャスミンを捜さがす旅で、馬に乗れないライラのためにザインはずっと同乗してくれていたのだ。背中から抱きしめるみたいにして。

　せっかくの機会なので言ってみたのだが、ザインは微び動どうだにしない。

　よくなかっただろうかと、ライラは不安になってうつむいてしまった。

「ごめんなさい、駄だ目めだったら……」

「駄目なわけあるもんですかっ！　乗ります、一緒に乗ってください！」

「きゃっ！」

　途と端たんに人ひと目めも憚らず抱き寄せられ、ドキリと硬こう直ちよくしてしまう。ライラの緊きん張ちように気づいたザインは慌てて腕を離すが、その面おもてには輝かがやくような喜びが溢あふれていた。

「嬉うれしいですよ、あの時みたいに抱いて乗ってもいいですか？」

「ええ、もちろんよ」

　むしろ他の乗り方があったのだろうかと疑問を感じたが、ザインは狂きよう喜きした様子でライラを抱き上げ、まだ脚あしを折って欠伸あくびをしている駱駝の鞍くらに下ろす。

「ライラ、ライラ、鞍の布は絹きぬがいいですか、天鵞絨ビロードがいいですか？　赤にしましょうか青にしましょうか、それとも金に」

「……お前がそんなに感情豊かに大喜びするのを初めて見た……」

　愕がく然ぜんとしたような声に、ライラしか見ていなかったザインが振り向き絶句する。

　真横に立つ父、ヤハヤーの姿に思考が停止したようだ。

　ライラは随ずい分ぶんと前から近づいてくるヤハヤーに気づいていたのだが、ザインは全く目に入っていなかったらしい。表情があっという間に真顔に戻る。

「……………………いたんですか」

「……………………ああ」

「妾わらわが呼んだのだ。せっかく再会した親子だからな」

　ふふんと得意気な顔をしたバルキスに、ライラも嬉しくなってうなずいた。

　本人達はこの上なく気まずそうだが、素す晴ばらしい計はからいだ。

　ヤハヤーはさりげなくザインから目を逸そらし、ライラの前に立つ。

「ライラ」

「気安く呼ぶな」

「……すまない、こんな鬱うつ陶とうしい息子むすこで」

　まず謝しや罪ざいから入り、ヤハヤーは気を取りなおすように咳せき払ばらいした。

「嫌いやな目にあったら遠えん慮りよなく私に言いなさい。ちゃんと、叱しかるから」

　まあ、と笑い、ライラは背の高いヤハヤーを見上げた。

「ヤハヤー様、ありがとうございました。お会いできてよかったです」

「ああ。私もザインの様子が知れてよかった。君に、聞いてみようかと思っていたから」

　さらりと言われ、ライラはああと思い当たった。

　ヤハヤーが帝王ムスナドの部屋からライラを救い出してくれたとき、何を言おうとしたのか。

（ヤハヤー様は、月の丘でザインがどんな暮らしをしているか私に尋たずねたかったんだわ）

　不器用そうな父親の顔をするヤハヤーに、ライラは優しくうなずいた。

「きっとまたご連絡します。ザインに何かあっても、元気でいても」

「……よろしく頼たのむ」

「はい！」

　全ての用意が調ととのい、六人が次々と駱駝に乗り込む。

　駱駝達がのっそりと立ち上がり、鞍の上からシャールカーンは手を伸ばした。

「行ってくる。母上、兄上もお元気で」

「ああ。シャールカーン、お前も」

「今こん生じようの別れでもあるまいし、たまには顔を見せに帰るがいい」

　何気ないバルキスの言葉にシャールカーンは目を丸くし──。

　そして、少年らしく快かい活かつに笑った。

「そうだな。また来る！」

「お元気でいらしてくださいませ、皆様方」

「マルジャーナ、そなたも。シャールカーンをよろしく頼む」

　轎かごの帳とばりを開いたマルジャーナもバルキスと手を取り合い、微笑む。

「行きましょうか、ライラ」

　ライラの腰に力強い腕が回り、背中に懐なつかしい温かさを感じた。優しい声を耳元に受け、ライラは笑顔で応こたえる。

「ええ！」

　二人を乗せた駱駝がルーダイナとジャスミンの側に付き、ジャスミンが天てん蓋がいの帳を大きく開く。
















　昇のぼり始めた朝あさ陽ひが砂さ漠ばくを黄おう金ごんに染め、六人は一いつ斉せいに大きく手を振った。




「行ってきます！」




　またさらに大きな世界へ。

　天てん命めいに記しるされた旅が始まる────。





了
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　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。月つき夜よる最終巻となりましたが、いかがでしたでしょうか？

　今回は冒険というより主役二人の話でしたが、ザインが本当の意味でライラを好きになるのはこのエルサムの事件あってこそなので、ここまで書けてよかったなぁという気持ちでいっぱいです。

　読んで下さった皆様、お手紙やメールを下さった方々も本当にありがとうございました。匿とく名めいの方にはこの場を借りてお返事を。熱いメッセージをありがとうございました！

　さて、全巻通して最高のイラストを描いて下さいましたまち先生。心優しい校正様、まさに月夜なデザインをして頂いただきましたデザイナー様、印刷所様、そして担当Ｉ様と編集部、営業部の皆様、その他この作品に関わって下さった全ての方々に御おん礼れい申し上げます。

　本当にありがとうございました。またいつか皆様にお会いできますように──。


小椋春歌　　
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